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困ったときは 

Dell Precision ™ Workstation 340ューザーズガイド 

♦ ヘルプの概要 
♦ ご注文に閣する PpI 聞 
♦ 製品情節 

♦ お問い合わせになる前に 
♦ Dell への お問い合わせ 


ヘルプの概要 

技術的な問題で手助けが必要な場合、いつでも Dell にお問い合わせください。 

/ K 、 警告： コンピュータカバーを巧 y かすお要がある場合、初めにすべてのコンセントからコンピュータの■巧ケーブルとモデムケーブルを巧 y ホしてください。 

1. r 問題の特をと解ま方法 J の手順を完了します。 

2. Dell 彭断プログラムを実斤します。 

3. 診掛チェック リスト を 巧刷し、それ I こ記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については 、 Dell Support ウェブサイト （ suppo け. jp . dell . com ) をご菌<ださし、。 

5. これまでの手順で問題が留まされない場合、 Dell にお問い合わせください。 

^ メモ： テクニカルサポート担当者が必要な作業をスムーズにお伝えできるよう、テクニカルサポートへはコンピュータのぶくから電話してください。 

& メモ： Dell のエクスプレスサービスコードシステムは、ご利用できない国もあります。 


Dell の才ートテレフォンシステムの指示に巧って、 エクスプレスサービスコー ドを入力すると、電話は適切なサポート担当をにお送されまず。エクスプレスサービスコード (8 巧から11巧までの 
全巧数字のみの番号）は、コンピュータの前面、背面、または側面におられているシールに、サービスタグナンバー(5巧もし<は7巧までのま数字;‘昆合の番号)と共に、記載されてしなす。ロンピ 
ュータ前面パネル巧に貼られている機種もあります。） 

テクニカルサポートの詳細については、 「 テクニカルサポートサービス I を参睛してください。 

オンラインサービス 

Dell Suppo けへは、 suppo け. jp . dell . com でアクセスすることができます。サボートサイトへようこそのぺージから、サポートツール、情報などお選びください。 

インターネット上での Dell へのアクセスは、次のアドレスをご利届ください。 

I World Wide Web 

www . dell . com / jp / (日本） 
www . dell . com / (北米） 

www . dell . com / ap / (アジア/太平ず諸国のみ） 

www . euro . dell.com 口ーロ ツパのみ） 
www . dell . com / la (ラテンアメリカ諸国のみ） 

ファックス巧®サービス 

Dell FaxBox サービス（ファックス情報サービス）は、フリーダイヤルでファクシミリを巧用して巧術情報を提供するサービスです。 

プッシュホン式の電話から必要なトピックを選がします。テクニカル情報が指定したファックス番号細こ送信されます。ファックス情報サービスの電話番号についでホ、 roell へのち固い含ホせ」 を参照し 
て〈ださい。 

24時間納期案内電話サービス 

ま文した Dell 製品の巧況をチェックすることができます。電話番号については、 「 Dell へのお問い合わせ I を参睛して〈ださい。オンラインでも納期がおをご確記!いもだけます。 

テクニカルサポートサービス 

Dell 製品に関するお FpU 、 合わせは、 Dell のテクニカルサポートをご利用ください。 

テクニカルサポートに電話をおかけじなると、サポートスタッフがお問い合わせ内容の確認のために、おほいのシステムの詳細をお聞きすることがあります。サポートスタッフはその情報を元に、正確な 
回答を迅速に提供します。 

DeH テクニカルサポートサービスにも'巧い合わせじなるじは、まず、 r お問い合わせになる前 I こ I の I 頁ホをおし.本童で後述する 「 Dell への お問い合わせ I のリストホを照してください。 


ごを文に関する問題 


















义品、誤った卽品、間違った請求書などのを文に関ずる問題があれば、 Dell カスタマーケアにご連絡ください。お電話の瞭は、細品書または出荷を票をご巧意ください。電話番号は、 「 Dell への お問い合 
わせ I をき照して〈ださい。 


製品情報 

Dell のその他の製品に関する情報や、ごを文に関しては、 Dell のウェブサイトの www . dell . com / jp / をご黃〈ださい。弊なセールスの電話番号は、 「 Dell への お巧い合わせ i ホを照してください。 


お問い合わせになる前に 


必ず.下記の 较断チェック リストに 話入してください。 Dell へお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近くの電話から電話をかけて〈ださい。キーボードからコマン 
ドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータシステム自体でのみ可能な他のトラブルシューティング手順を試してみるようじお願いする場合があります。システムのマニュアルがあるこ 
とを確認してください。 

テクニカルサポートをご利用の瞭は、製品本体のラベルに記載されているエクスプレスサービスコードまたはサービスタグナンバーが必要じなります。お電話をおかけいただ<と、エクスプレスサービスコ 
-ドを自動音声でお伺いしまず。エクスプレスサービスコードをもとにお客様の情巧を確認し、弊な担当をに電話をおつなぎ致します。 

エクスブレスサービスコードは、サービスタグナンバーを全が数字にを換した鮮社裝品の固有の管理番号です。製品本体のラベルに8巧から11巧までの数字のみの番号で記載されています。エクスプ 
レスサービスコードが本彻こない製品をお持ちのお客巧のためじ、弊社: Web サポートページで*変換ツールをご用意しております。 

* 変換ツール… サー ビスタグナンバーをエクスプレス サー ビスコードに変換ずるツール 

サービスタグナンハ‘一は、英数字混合の5巧もし〈は7巧の弊社製品の固ちの管理番号です。サービスタグナン/く一でもテクニカルサポートをご利巧いただけますが、弊な Web サポートぺージで変換した 
エクスプレスサービスコードをご用意の上、お電話いただ〈ことをお勤めします。 


A 警吿: コンビュータ巧巧のコンポーネントの作業をする前に、 r 化窠に左たってのま意 J を参おしてください。 


お断 チェック リスト 

を前； 

曰か： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグ（コンピュータ背面のバーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号 (Dell サポートほ術まから括おされた場合）： 

オペレーテイングシステムと/くージョン： 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークに接続されていますか？はいいいえ 

ネットワーク、パージョン、ネットワークカード： 

プログラムとバージョン： 

システムのスタートアップファイルの内容を確設するときは、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。可能であればをファイルを印刷します。そうでない場合は、をファイルの内容を 
記録してから Dell にお巧い合わせください。 

エラーメッセージ、ピープコードまたは診断コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 


Dell へのお問い合わせ 

インターネット上での Dell へのアクセスは、次のアドレスをご利用くださし、。 

I www . dell . com / jo 

I 5叫口0け.け.(16り.£0111(テクニカルサポート） 

Dell へお問い合わせになる場合、巧のきの電子アドレス、電話ま号、およびコードをご利用〈ださい。 


因（都市） 

因巧電なアクセスコード 
因番号 
市外ち番： 

巧署ちまたはサービス巧を 

ウェブサイトおよぴ■子メールアドレス 

巿ホ届番、市内ち号、またはフリーダイヤル 

日本 川1«) 

ウェブサイト： support.jp.dell.com 


国際電話アクセスコード:001 

テクニカルサポート （Dell Precision 〜、 Optiplex 〜、 Latitude 〜） 

フリーコール： 0120 - 198- 433 

テクニカルサポート(おかから） (Dell Precision 、 Optiplex 、 Latitude ) 

81- 44-556-3894 

国ま号:81 

24 時間納期案内電話サービス 

044 556-3801 

巿が局番:44 

カスタマーケア 

044 556- 4240 


ビジネスセールス本卽(従業員数 400 人未雨） 

044 556-1465 


法人営業本部(化業員数 40 日人む上） 

044 556-3433 







































エンタープライズ営業本部(従業員数3500人 iU 上） 

044 556-3430 

官公庁/研巧•教育满関/医度裸関セールス 

044 556-1469 

Dell グローバルジャパン 

044 556-3469 

個人のお客な 

044 556-1760 

Faxbox サービス 

044 556-3490 

代表 

044 556- 4300 
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用語集 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

A 

Ampere (アンペア）。に導体中の電流の単な。 

AC 

Alternating current (空流）。ち秒60回の周期で方向を反おする電茄{毎秒50回の地域もあります）。 曲を 参照してください。 

ACPI 

Advanced Configuration and Power Interface 。 Inte 恼、 Microsoft 孩、およびま芝がコンピュータの電源管理用に開発した業界規格。この規格の主要な要素は、 0 S が電力管理をおこなうとしうことで 
す。 0 S からの々入をほとんど受けずに BIOS が電源管理をおこなってしなした。 ACPI では、 BIOS はコンピュータのハードウ ェア コンポーネントと通信しますが、 0 S が電源管理処理をおこなしなす。 

AGP 

Accelerated graphics port 。 グラフィックコントローラとコンピュータの間の高速通信を生成する高速グラフィックポート。ビデホコントローラが PCI バスを使わずに直接コンピュータのメインメモリにアクセ 
スできます。ポートじ取り付けられたビデオ 拡張去二£ は、 PCI スロットの約2倍の速度で動作できます。 PCI バスのトラフィックを程減ずる働きもあります。 

ANSI 

American National Standards Institute (ホ国規格協会）。データアルファベット、コード、信号の化組みなどの規格をを行する組織。 li をを参照してください。 

API 

Application Program Interface (アプリケーションプログラムインタフェース）。アプリケーションプログラムが 也 や他のサービスにアクセスするのに経をするインタフェース。 

APIC 

Advanced programmable interrupt controller 。 PC 上の各精デバイスの IRO I こ摄をををがけて管理します。 AP にが搭載されていない場合、マイクロプロセッサが IRQ を制御する必要があります。 

ASCII 

American Standard Code for Information Interchange (情街交換用米国標準コード)。現在のをくのコンピュータで使用されている文字コードの標準。 ASCII は 制御コー ド 、 スぺース、数字、ほとんどの 
句読点、アクセント記号のない大义字と小文字を表わすのに使巧できます。 

AT 

Advanced Technology 。 1984年にを表された 、 Intel 80286 マイクロプロセッサ . 16ビット バス. および 1.2 凶を のフロッピードライブを搭載した IBM ® に。 

ATA 

Advanced Technology Attachmento ドライブインタフェースの規格。 M を参照してください。 

ATARI 

Advanced Technology Attachment Packet Interface 。 祖 ドライブ、テープドライブ、その他のドライブをコンピュータに接統するのに使巧されるインタフェース。 

BIOS 

Basic input/output system (基本入出カシステム）。 ROM チップ上にな巧されたソフトウェアとデータで構成されています。 BIOS は、 マイクロブロセ ッサと キーボードやビデオアダプタなどの デバイスの 
間の通信を開おします。 BIOS は、エラーメッセージやビープコードなどのシステム谜能も制御します。 BIOS はアップデート、または「フラッシュ」して、エラー修正や新しいハードウェアのサポートなどが 
できます。 セットアップユーティリ ティ を 巧って. B に S のオプションを設定することができます。 

bps 

1砂あたりの ビッ h 数。データ転送速度の単位。 

Bps 

1秘あたりの バイト 数。データ転送速度の単位。 

BTU 

British Thermal Unit (イギリス熱を位）。約1055ジュール(または1055ワット抄）に巧当する熱エネルギーの単位。または、1ポンドの蒸留水の温度を密度の一番高い温度（華氏39度）で1度 F 上げるのに 
必要な熱エネルギー。 

C 

接氏。な下の変換まで求められる温度の単位。 （ Tf - 32)* (5/ 9) uTf は己の温度でず。 

CD 

Compact Disc (コンパクトディスク）。光学おまのストレージメディア。音楽やアプリケーションブログラムに通常な用されます。 

C D- R 

CD Recordable 。 記録できる 述。 データは、 CD - R に1回のみ記録されます。一度記録されたデータは削除したり上書きできません。 









CD-RW 


CD Rewritable 。 再度記録できるデータを CD - RW に書き込んだり削除したり上書きできます(再書き込み）。 

CIM 

Common Information Model 。 CIM を使って、リモート管理アプリケーシヨンプログラムカ WBEM コアコンポーネントを含む、 Microsof 帕伽 Mows ® OS を実行しているクライアントコンピュータ上のシステ 
ム管理情報じアクセスできます。 

cm 

センチメートル。 0.39 インチに巧当する長さの単位。 

CMOS 

Complementary metal-oxide semiconductor (巧補型金属酸化膜半導体）。 NVRAM ストレージにしばしば使用されるメモリ チップ 。 

COA 

Certificate of Authenticity (実物証明書 ）。 Microsoft Windows COA は、25巧の英数文字のコードで、コンピュータのラベルに印刷されています。 0 S のセットアツブや再インストールをおこなうのに C 0 A 
が必要です。 ブロダクトキー または ブロダクト ID を参照してください。詳細については、 http :// suppor り p . dell . com を参照して〈ださい。 

COM ポート 

通信 ( communications ) ポートを短<したもの。モデムや他のシリアル デバイス への シリアル 培結の话苗の指をします。ほとんどのコンピュータじはシリアルコネクタが2つあり、 C 0 M 1 および COM 2 と指 
定されています。 

C00 

Cost of ownership (巧ちコスト）。企業が資盧こついての情報を収集したり記録できる、事業資度データ。 C 00 データは、コンピュータ上のファイルに含まれていて、巧ち権のステータス、保証情報、リ 
ースの構成、取得情報などのコンピュータの会計上のが態を定義しまず。コンピュータはテクノロジに対する投資であり、 C 00 事業資產データは、企業にメンテナンスおよびサポートの費用削減に利用 
できる情報を提供します。また、システムインテグレータに顧客のためにコンピュータ費巧を記録するお手伝いをします。 

CPU 

Central Processing Unit (中央演算化理装置）。プログラム命令を解がして実斤する、コンピュータ チップ 。 マイク□ブ□セッサ を 参照してください。 

CRIMM 

Continuity Rambus in-line memory module (連続ま RIMM )。 チヤネルにをきがある場合に、 Rambus チヤネルを経由して電気的巧譲を提供ずるモジュール。システム内のすべての Rambus スロットに 
は、 RIMM または CRIMM を装着する必要があります。 

D - サブ 

サブ ミニチュア- D を参照してください。 

DAT 

Digital audio tape 。 元々はホーディオ开さ式用に設計された磁気テープの一種。データのバックアップにコンピュータでも使用されています。 DAT カセットは、才ーディオカセットと同じ<らいの大きさで、か 
なりの站の量データを保存できます。 

dB 

デシベル。音の相巧的な大きさの単位、または電子的には2つの電源レベルの相巧的な差。 

DC 

Direct current (直流）。一方向のみに流れる電流。 心を 参照してください。 

DCE 

Data communication equipment (データ通信磯器)。コンピュータデータ送信で、 DCE はモデムや他のシリアルデバイスがコンピュータとデータを交換するのに使用する RS - 232 インタ フェー スです 。 DTE 
を参照してください。 

DIMM 

Dual in-line memory module 。 SIMM と同じように RAM 于ップホ含む細い回路其板。 DIMM は通常168ピンです。 RIMM ホ参照してけこ‘さい。 

DIN 

Deutsche Industrie Normenausschuss 。 ドイツの規格团がで、 ISO の会員。 

DIN はまた、コンピュータの丸い5ピンのコネクタのおまで.通常は吐キーボードケーブルコネクタじ巧続するのに使用します。 ミニ DIN を参照してください。 

DMA 

Direct memory ac ぴ ss (ダイレクトメモリアクセス）。 デバイス が マイクロク’□セ ッサ を バイパスして . RAM じ直巧データホお#できる雷モ的経路まもはダイレクトチャネルです。 DMA チャネルは. お張力 
二と または 巳也£ ドライブを設定する時にしばしば割り当てられるリソースの1つです。 DMA は M に代わる物として開発されました。 

DMI 

Desktop Management Interface (デスクトッブ管理インタフェース）。標準ソフトウェアインタフェースを使ってコンピュータのを種管理アトリビュートをま定するち法を提供ずる WfM の規格。 

DMTF 

Distributed Management Task For ぴ。 デスクトップ、企業、およびインターネット環境の管理標準およびイニシアチブの開発、選定、統一をおこなう工業团化。 DMTF はち要テクノロジベンダや関連標準 
グループと協力し、管理により統一された効果的なアプローチを提供します。 












DRAM 


Dynamic random-access memo " (ダイナミック RAM )。 「ダイナミック」とし、うのは、電源が供給されてぃる限り、値を保持する iMM とは異なって、つねにリフレッシュされる必要があるからです 。 RDRAM 
および SDRAM を参鹿してくださぃ。 

DRDRAM 

Direct Rambus dynamic random-access memor パ RDRAM ) 。 8 ビットの DR AM バスではなく、 16 ビットの バスを 提供します。 800 MHz の速度で、最大データ転送ま度は16億 Bos です。 DRDRAM は- パイ 
プライン を 巧し、、同時に8つまでの操巧を実行して処理速度を増化します。 

DTE 

Data terminal equipment (データターミナル機器）。コンピュータデータ送信で、 DTE はモデムや他のシリアルデバイスカ<コンピュータとデータを交換するのに使用する RS - 232 インタ フェー スです 。 DCE 
を参照してくださぃ。 

DVD 

Digital versatile dis し通常は映画などに使用される、光学お式のストレージメディア。 DVD は迎に比べて、より大きな容量とバンド幅を持ってぃます。ほとんどの DVD ドライカホ CD メディアもサポート 
します。 

ECC 

Error checking and correction (エラーチェックおよび訂正）。データが読み込まれたり転さされるときにエラーをチェックし、必要な場合、エラーの訂正をおこなう RAM の一種。 EDO を参照して〈ださぃ。 

ECP 

Extended Capabilities Port 。 向上した双ち向のデータさ信を提烘する パラ_レルボー トのデザイン。 EPP のように、データき云送に DMA を使用し、性能が向上することがよ〈あります。 コン ピュータのパラ レ 
ルポーりこ巧結するす J ンタなどの デバイス が ECP 標ををお I 巧するよう設計されてしなす。 

EDO 

Extended-data out . Intel Pentium などの高速 マイクロ プロセッサの メモリから読み出す時間を向上させた RAM の一種。高速 コン ピュータには、 DRAM の別のタイブを考慮します。 ECC を参照して〈ださ 
し、。 

EIDE 

Enhanced integrated device electronics 。 ハードドライブと CD ドライブ用の IDE . インタフェースの巧上したバージヨン。 EIDE は論理ブロックアドレッシングを使用しまずので、528 MB より大きぃ容量のハー 
ドドライブが可能です。 DMA チャネルをち効に利用し、ドライブを4つまでアドレスできまず。富速 ATA とも呼ばれてぃます。 

EMI 

Electromagnetic interference 。 電磁放射線が原因でおこる電気障害。 

Energy Star 

全が的な消費電力を節減する一連の EPA 要件。 

EPA 

Environmental P rotection Agency (環境保塞局）。 

EPP 

Enhanced Parallel Port . 向上した双方向のデータ送信を提供する ハラ_レルポー トのデザイン。 ECP のように、データお送に DMA を使用し、性能が向上することがよくあります。 コン ピュータのパラレルポ 
-卜に巧結するをくの デバイス が EPP 標をを幸り巧するよう設計されてしほす。 

EPP/ECP 

Enhanced Parallel Port ( EPP)/Extended Capabilities Port ( ECP )。 DMA を使用して、向上した巧方向のデータ送信を提供する バラ レ ルポー トのデザイン。 EPP はプリンタなかの デバイス 巧です 。 ECP 
はプリンタとスキャナ用です。 

EPROM 

Erasable programmable read-only memory ( ROM ) 。 ミ肖モして S プログラムできる チップ 。 

ESD 

Electrostatic discharge く詩電気放出）。コンピュータ 于ップ およびデバイスを損傷する可能性のある詩電気の急速な放電。 

Ethernet 

ネットワ—ク通信プロトコル。 ネットワーク アダプタ を 参輯して〈ださぃ。 

F 

き氏。な下の変換まで求められる温度の単位。 （9/ 5い Tc +32。了[は巳の温度です。 

FCC 

Federal Communications Commission (連が通信を員会）。コンピュータや他の電子装置が放射できる巧が線の量などの、通信関巧の規制の実施をおこなう米国の谜関。 

F5B 

Front side bus 。 マイクロブロセ ッサ と RAM の間のデータ経路と物理めなインタ フェー ス。 
















ft 

フィ ー K 12 イン于（約30.48 cm ) に相当する長さの単位。 

FTP 

File Transfer ProtocoK ファイル転送プロトコル）。インターネット上のコンピュータ間でファイルを交換するための、標準インターネットプロトコル。 HTML ぺージと巧津ファイルを乾货する 做〇 のようじ. 
FTP はインターネットの TCP / IP プロトコルを巧巧するプロトコルです。 

G 

Gravities 。 重力の測定単位。 

g 

グラム。質量と重さの測ま単巧。 

GB 

ギガバイト。データまたはドライブストレージ容量の測定単はで、1024 Mi ( l ,0 73,741,824バイト)のこと。 

GHz 

ギガへルツ。周放致の測定単位で、10憶たまたは1000 MHz のこと。 

GUI 

Graphical user interface (グラフィックユーザ ー> T ンタフェース）。メニュー、ウィンドウ、およびアイコンでユーザーと巧互にやり取りするソフトウェア 。 Microsoft Windows OS . で動巧するほとんどのアプリ 
ケーシヨンは、 GUI です。 

hr 

時間。 60 min (分）じネ目当ずる時刻の単位。 

HTML 

Hypertext Markup Language 。 インターネットブラウザ上で表示できるよう、インターネットのウェブぺージに挿入されるコードセット。コードがブラウザにウェブページのコンテンツの表示方まを巧らせま 
す。 


http 

Hypertext Transfer Protocol 。 インターネット上のコンピユータ間でファイルを交換するためのプロトコル。すべての URL は、 h け 〇:// で始まります。 

Hz 

ヘルツ。1秒1回に相当する周放数の単位。コンピユータと電子デバイスは.通笛.キ□ヘルツ （ kHz ). メガヘルツ （ MHz ). ギガへルツ ( GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) で測をされます。 

I/O 

Inp 此〇邮 ut (入出力）。コンピユータからデータを巧り出したり格納する操巧、または デバイス 。 たとえば、キーボードは入カデバイスで、プリンタは出カデバイスです。 

1/ 0 アドレス 

特をの デバイス （ シリァルポート - パラレルポート .まらは 祐張スロット など）に閱连する RAM のァドレスで、 マイクロブロセ ッサ が デバイスと品信できるようじしまず。 

1C 

Industry Canada 。 米国での FCC と同巧、電子装置からの放身ホを規制するカナダの規制団体。にの方針は、カナダ市場がカナダで製造されたか、カナダに輸入された装置が適正な放射限度に適合する 
よぅ保証ずることです。 

1C 

Integrated Circuit (集積回路)。を<の相互接続されているトランジスタと他のデバイスで構巧されている、超小型半導巧コンポーネント。 チ’ンブ とも呼ばれています。 マイクロプロセッサ、ハードドライブコ 
ントローラ 、 および RAM チップなどがその例です。 

IDE 

Integrated Device Electronics 。 ドライブインタ フエー スの ATA 仕な。ハードドライブや 犯 ドライブじ主に使用されている一般めなインタ フエー ス。このインタ フエー スは、通常コンピユータのシステム基巧 
に直接組み込まれていて、最大で4つのドライブがコンピュータと同時に通信できるようにします。 EIDE ホを照して<ださい。 


IP 

Internet Protocol (インターネットプロトコル）。インターネット上でコンピュータから他のコンピュータにデータを送信するおちを決定するプロトコル。 IP アドレス および TCP / IP を参照してください。 

IP アドレス 

インターネット上のすべてのコンピュータは、インターネット上の他のコンピュータと区別するためにルな〈とも1つの固有のとアドレスを持っています。インターネット上でデータを送信したり、受信すると 
き、データじは送り主と受取人のアドレスの両方が含まれています。 TCP / IP ホ寒照してください。 

IPX 

Internetwork packet exchange 。 Novel 恼なの NetWare 孩クライアントおよびサーバを使用するネットワークを巧互接続する、 Novell が開発したネットワークプロトコル。 SPX および IPX / SPX . を参照して<だ 
さい。 


IPX/ SPX 












Internetwork Packet exchange IIPX)/Se 日 uenced Packet exchange ( SPX)o TCP / IP と同じおに機能する No veil のネットワーク通信ブロ トコル。 

IRQ 

Interrupt Request (割り込み要巧）。 デバイス が マイクロプロセッサ と 通價できるように、特定のデバイスに割り当てられた電子的経お。デバイスコネクタには、 IRQ を割り当てる必要がありまず。たとえ 
ば、 コン ピュータの1ま目の シリアルポ ート 1 こは.通をは IR 04 が割り当てられています。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできます力<、両方のデバイスを同時に動けさせることはできません。 

ISA 

Industry-Standard Architectureo バス アーキテクチャを 16 ビットに お張する JBM - 互換 PC 用の規格。直接アクセスには16 MB の RAM のみが利用可能です力{、バスマスタにも使用できます。 ISA は、 

化 バスアーキテクチャとも呼ばれます。 

ISO 

International Organization for Standardization 。1946 年に創立された任意団がで、多くの国の国立標準化団体で構巧されています。 ISO は、多<の地域でコンピュータと通信を含む、国際標単を指定し 
ています。 ANSI は . ISO のアメリカの会員です。 

Kb 

キ□ビット。1024ビットに相当するデータの単を。メモリ集積回路の容量の測定単な。 Ki を参照してください。 

KB 

キ□バイト。1.024 バイト に 巧当するデータのを位。1024 KB は 1 M です。 

kg 

キログラム。1,00日グラムじが当する質量の単位。 

kHz 

キロへルツ。1,000 出に 巧当する周ぶ数の単位。 

L 1 キャッシュ 

い vel 1キャッシュ。小が.で富真のブライマリ キャッシュ 。 マイクロプロセッサ の 中に格納されています。 じ キャッシュ よ リ富连です。 

L 2 キャッシュ 

い vel 2キャッシュ。大型でほ速のセカンド キャッシュ で、 L 1 キャッシュ と いっしょ I こ使用されます古い マイクロプロセッサ では、 L 2 キャッシュは通常はプロセッサのみ部じあり、 チッフ または な 張 カード に 巧 
細されています。もっと新しいプロセッサでは、 L 2 キャッシュは通常はプロセッサに組み込まれています。 

lb 

ポンド。16 些 または0.453592 むに 相当する重量の単位。 

LBA 

論理ブロックアドレス。 EIDE の定義機能で.コンピュータが528 凶を な上で、最大 8.4 を 互のデータストレージ容量を持つハードドライブをアドレスできるようにします。論理ブロックアドレスは、特定のシリン 
ダヘッドセクタアドレスじマップする28 ビット 植です。 

LED 

Light emitting diode (発光ダイオード)。 LED は、電流が通過すると点巧する電子コンポーキントです。 

LIF 

Low insertion for ぴ。コンピュー々チップまもはソケットのどちらかに畳ル限の力を加えて. チ’ ソフ ホ装着しもり取り外しわりできる、ソケットやコネクタのタイプ。 祉を参 障.してくださし、。 

LPT ポート 

Line print terminal 。 プリンタや化のパラレルデバイスへの バラレルポー ト 巧続の话苗の指定。ほとんどのコンピュータロホ、 LPT 1 および LPT 2 と指定されているパラレルポートが1つか2つあります。 

LVD 

い W voltage differential 。 SCSI - 3規格で正式なものになる、インタフエースのおま。 LVD は、現なの差動ドライブよりかない電力を使用し、ほ価格で、より高まの Ultra - 2 SCSI ドライブをサポートしま 
す。 LVD には、レ: I 前の標準の5 VDC ではなく 3.3 VDC が必要です。 

m 

メートル。39.37インチに巧当する長さの単位。 

mA 

ミリアンペア。1,000分の1 M こ相当する電流の単位 

Mb 

メガビット。1024 KbI こ相当するメモリ チップ のを 量のを位。 

Mbps 

メガビット/砂。1お、当たり100万ビットに巧当するネットワークやモデムの送信速度の単位。 


MB 













メガバイト。 1.048,576 バイト に 巧当するデータストレージの単位。1 MB は1024 化です。 ハードドライブストレージを指す場合、通常100万バイトともいわれます。 

MBA 

Managed boot agent 。 複数の PXE を提供し、コンピュータカ{ネットワークサーパから起動できるようにします。 

MBps 

M / 砂。データ転送速度の単位。 

MHz 

メガヘルツ。100巧出に巧当する周戒数の単位。 

M1F 

Management Information Forma しコンピュータにインストールできる、管理可能なハードウェアとソフトウェアコンポーネントの情報を記述するシンタックス。 C 00、 WBEM 、 および WfM を参照してくださ 
し、。 

min 

分。60 (砂）に相当する時刻の単位。 


ミリメートル。1メートルの1000分のしまたは25分の1インチに巧当する長さの単位。 

ms 

ミリ砂。1巧の1000分の1に相当する、ストレージデバイスへのアクセス時間の単な。 

MTBF 

Mean Time Between Failures (平巧システム故障間隔）。予想される装置の信頼性の単位。 MTBF が高いほど、装置は長く持ちます。たとえば、 MTBF が10,000時間だとずると、装置は平均で10,000時 
間レ: I 上故障せずに動作するはずです。 

NIC 

ネットワークインタフェースコント□—ラ。 ネットワークアダブタ とも呼ばれます。 

NiCad 

ニッケルカドミウム。特定のを電巧能電池で巧用される化学な分。 

NiMH 

ニッケルメタル水素。特をのを電可能電ミ也で使用される化学ぶ分。 

NVRAM 

Non-volatile random-access memory (が揮発性 RAM )。 コンピュータの電源を切っても、内容が失われないメモリ。 NVRAM は、日付、時刻、および他のユーザーカ《設定できるセットアップユーティリテ 
ィオプションなどのシステム設定情報を維持するのに巧巧されます。 

0S 

オペレーティングシステム。スタートアップ時にコンピュータに最初じ口ードされた後、コンピュータ上のすべての化のアプリケーションプログラムを制御するプログラム。アプリケーションプログラムは、 
を経由してサービスを要求して 0 S を使用します。 0 S は、ユーザーによる直接の相互やり取りができます。 

0Z 

オンス。16分の1也に相当する重量の単位。 

PBX 

Private branch exchange 。 電話会社でな<、おの団化が所有し運営している電話システム。この電話システムは、団休巧のユーザー間で電話を内線で切り替え、ユーザーはか線を共ちできます。 
PBX の主な目的は、すべてのユーザーが自分の電話回線を持たなくてすみ、費用の節減ができることです。 

PC 

パーソナルコンピュータ。通常は 、 Apple Macintosh コンピュータに対しての、旧 M 互換コンピュータのこと。 

PCI 

Peripheral Component Interconnect。Intel Corporation が開をした よが長 力ードの規格。 PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経路をサポートする 口ーカル バスで、 マイクロプロセ乂サ とビデオ、を種ドラ 
イ义ネットワークなどの デバイス 間に高まデータ経おを提供します。 PCI デバイスは PnP 対応です。 

PET 

Platform event traPo プラットフナームイベントとは、コンピュータの BIOS または マイクロプロセッサ や 于ッブ な どのハードウ x アコンポーネントから直巧を生する警をや特をの巧態です。イベントは、 姐 
またはシステム管理ソフトウェアおよびハードウェアとは独立して発生します。ブラットフナームイベントトラップは. SNMP 環境のプラットフナームイベントと滿信するのに巧用されるフォーマットです。 

PGA 

Pin grid array 。 コンピュータ チップ の ソケットの一種。 GA ソケットでは、列が交互じなつている SPGA ソケットと異なって、すべてのピンが規則正しい列で並んでいまず。 


PI0 








Programmed input / outputo コンピュータ内のデバイス間でデータを務動するちま。すべてのデータが マイクロプロセッサ ホ话ります。居新の ATA / IDE 規格では.モード3で 11.1 MBps . モード4で 16.6 
MBps の高速データお送を実現しています。 PI 0 I こ畳ぶ巧わるものとしては DMA があります。 

PME 

Power management event (電源管理イベント）。 リモートウェイクアップ ( W 0 L ) や W 0 R などのように、コンピュータをリモートで起動させるイベント。 

PnP 

プラヴ&プレイ 谜能を参照してください。 

POST 

Power-on self - test (電源巧入時の自己診断)。スタートアップ晚こ BIOS が自動めに口ードずる診が用プログラム。 RAM 、 ハードドライ义キーボード、ビデオなどの主要コンピュータコンポーネントの基 
本テストを実巧します。 POST で問題がない場合、コンピュータは起動を输ナ Qi を口ードしまず。 

PS/2 

Personal System / 2„コンピュータの ミニ PIN コネクタで.通常はキーボードやマウスケーブルコネクタを接続するのじ使用されます。 

PXE 

Pre - boot execution Environmen し WfM の規格で、 OS を持たないネットワークコンピュータを設定しリモートで起動できます。 PXE の特徴にはな下のものがあります。 

I クライアンにンピュータに 0S が必要ありません。/、ードドライブも必要ありません。 

I クライアントコンピュータをリモートでシャットダウンおよびち起動できます。 

I PXE は業巧標準なので、ま斤ししロンピュータを簡単にネ外ワークに増設できます。 

RAID 

Redundant Array of Independent Disks 。2 つあるいはそれな上のドライブがいっしょに動作して、性能を向上したり耐な階性を提供します。 RAID ドライブは通常はサーバや高性能にで巧用されます。 
RAID にはたくさんのレベルがあります。もっともよく巧用されるの力 S 、 0、3、および5です。 

I レベル 0: データストうイピン ヴ を括おしますが.冗ち巧はありません。性能は向上しますが、耐は障性は提供されません。 

I レベル 3: レベル 0 と同じですが、エラー修正データ巧じき用ドライブをそ約して.高性能とある程度の耐故障性を提供します。 

I レベル 5: バイト レベルでのデータストライピンヴとストライプエラー修正情報を括おします。そのため、高性能と良巧な耐は障性を提供できます。 

RAM 

Random-access memory 。 プログラムの命令やデータを保存する主要な一次記憶領域。 RAM は、 SIMM .、 DIMM 、 または RIMM と呼ばれる小型の回路基キ反上の チップに 格納され、チップをシステムさキ反 
に装着します。 ROM と違って RAM は、澤を性です。これは、コンピュータの電源を切ると、 RAM 巧の靖街がな<なるということです。 

Rambus 

Rambus は. 日 RAM に巧わるものとして、既巧のシステム基板の規格に合うよう設計されたメモリテクノ□ジです。 RIMM . RDRAM . および DRDRAM を参照して<ださい。 

RDRAM 

Rambus dynamic random-access memory ( pRAM )。 最大でちが、 16 億バイトのデータを最適に転送できるメモリサブシステム。このサブシステムは、 RAM 、 RAM コントローラ、および RAM をコンピュータ 
の マイクロフロセッサ や化のデバイス[こ巧結している バスで 横成されています。 DRDRAM をき照して〈ださい。 

RIMM 

Rambus in-line memory module 。 RDRAM チ ッフを搭載した細い回路基板。 RIMM は、コンピュータのシステムる板上のソケットに装着し、コンピュータのメモリを増やします。通常は2巧一組で装着す 
る必要がありまず。つまり、ソケット2つがペアになり、全く同一の容量、 RDRAM チップの数、およびま度の RIMM が装着される必要があります。 SIMM および DIMM をを照してください。 

RJ 45 

構をの電話回線ジャックじ似たコネクタおがで.通常は Ethernet および Token Rino ネットワーク アダプタ と ケーブルを巧結するのに巧巧されます。電話回線ジャックと異なり 、 Rj 45コネクタには8本の線 
が来ています。2本、4本、および6本ではありません。 

ROM 

Read-only memory (読み取り専巧メモリ）。コンピュータが削除したり書きをめないデータやプログラムを保なするメモリ。 RAM と異なり、 ROM チップはコンピュータの電源が切れたをもその内容を保持 
します。コンピュータの動作に义〈ことのできないプログラムの中には、 ROM じ常なしているものもあります。 

R5- 232 

コンピュー々と閣連デバイス間の ソ J アル データ通信用イン々 フエー スの長期間巧用されている規格。 DCE および DTE を参輯して〈ださい。 

RTC 

Real-time clock (リアルタイムク□ック）。システム基ネ反上にあるバッテリで動くク□ック回路で、コンピュータの電源を切った後も.日付■と時刻を保持します。 

RTCRST 

Real-time clock reset (リアルタイムクロックリセット）。システム基板上のジャンパで、問題の销斯こほ用することができます。 

SCSI 

Small computer system interface 。 ハードドライ义 CD ドライ义プリンタ、およびスキャナなどの デバイスを コンピュータに接続するのに使用する高速インタフェース。 SCSI は、1つのコントローラで最大 
7つまでのデバイスを接統できまず。をデバイスは、 SCS 扫ントローラの バス 上の個々の ID ま号でアクセスされます。 LVD を参.暗してください。 

















SDRAM 

Synchronous dynamic random - access memory ( DRAM )。 DIMM 上で使巧する DRAM の一種。 SDRAM は、システムの クロック 速度 と 同期がとられ、システム バス と同じを度で動作します。 

sec 

秒。時間の単枝。 

SIMM 

Single in-line memory module 。 RAM チップを搭載した細い回路基キ反。 SIMM をコンピュータのシステムさあ上のソケットに装着すると、コンピュータのメモリを増やすことができます。コンピュータによっ 
て、 SIMM は2または4の倍数で取り付ける必要がある場合があります。 DIMM および RIMM ホを照してください。 

SMART 

Self-Monitoring And Reporting Tool . ハードドライブおよびソフトウェアシステムの開発用規格。ハードドライブの状態を自動的に監視し、チ測される問題を報告します。ハードドライブの不具合がを生 
する前に、適切な対策をとることができまず。 

SMBIOS 

システム宫理 BIOS 。 WfM 対応コンピュータの BIOS データをリモートで処理できる標準ちま。 

SNMP 

Simple Network Management Protocol 。 ネットワーク管理とネットワーク機器の監視をおこなうプロトコル。 

SPGA 

Staggered pin grid array 。 コンピュータ チッブ のソケットの一辖。 SPGA ソケットでは、すべてのピンが規則正しし、列であんでいるソケットと異なって、列が交互になっています。 

SPX 

Sequenced packet exchange 。 と 21 で動作しデータ輯送の信頼性を保証するトランスポート層プロトコル。 IPX / SPX を参照してください。 

SRAM 

Static random-access memory {RAM し 「static (詳的)」とし''うのは、苗にリフレッシュされる必單がある DRAM とは覃なって.電源がお給されてし、る限り値を巧持ずるからです。 

STP 

Shielded twisted pair 。 Ethernet ネットワークで使巧される銅線ケーブルの一般的なタイ义 STP ケーブルは、 UTP と同樹こ、絶縁された2本の銅線が互いに燃り合わされた「ツイストペア」で構成されて 
います。ただし、企業ではツイストペアを絶縁として機能するシールドに入れているところもあります。 

TAPI 

Telephony Applications Programming Interface ( API)。 Microsoft Windows のアプリケーシヨンで音声、データ、ファックス、ビデオなどのを種テレフォニーデバイスが使用できます。 

TCP/IP 

Transmission Control Protocol ( TCP)/Internet Protocol (と)。 インターネットの基本通信プロトコル。プライべートネットワークでも使巧できまず。 TCP / IP は2層のシステムです。高い方の層の TCP は、 
インターネットを介して1台のコンピュータから送られ、別のコンピュータの TCP 層で受信される小さなパケットに、ファイルを変換します。受信コンピュータの TCP 層は、パケットを元のメッセージに房しま 
す。下の方の層の IP は、をパケット I こアドレスを付け、正しい巧て先に属くようじします。 IP および IP アドレス を 参照してください。 

Token Ring 

ネットワ—ク通信プロトコル。 ネットワーク アダプタ を 参輯して〈ださい。 

TSR 

い rminate - and - stay - residen し口ードされ、終了をも RAM に常駐するプログラムアプリケーシヨンで、指定された「ホットキー」またはキーの組み合わせを巧すと再開できます。 TSR の例には、電卓や力 
レンダーがあります。 Windows のような 巡_ は、アプリケーシヨンの間を常に切り替えることができますので、 TSR は必要ありません。 

UDMA 

Ultra DMA 。 コンピュータカ!、高速川 tra 山 [ A ドライブの性能を十州こ引き出すことのできる m - ドドライブプロトコル。 

UL 

Underwriters Laboratories , Inc 。 US 連巧まで、企業で使用されてしぶす ベての 装置は全国的に公設されている試験場で安全なを確認されるよう義務付けられてし n ます。また、多<の地方電気る準まや 
建築基準法およびを例は製品は国で公認されている試験場での認定を義務付けています。 UU ホ、米国でもっともに〈認められているテストラボの1つですので、大企業のを<が UL の承認を必要を件に 
しています。 

UPS 

お信電電源供給装置。主電源が失われた後でも、コンピュータを一定時間動作し続けることができるデバイス。通常、 UPS は電源サージに対する保證も提供できます。 

URL 

Uniform Resource Locator 。 インターネット上で. HTML 文害などのオブジェクトの場所を指をする標準の方ま。 URL の例をな下に示します。 

I http://www.dell.com 
I http://support.dell.com 
I ftp.dell.com 
I mailto:info@dell.com 








最初の コロン （：）の前の部分は、アクセス方ままたは プロトコルを 指定します。よく使われる方まじは、 口 P または ht けがあります。 コロンの 後の部分は、アクセス巧をに基づいて解巧され、 IP アドレスが 
求められ、サーバ上のパスまたはファイルを示したり、指定された文書内の特定の部分の場所をお出します。 

U5B 

Universal Serial Bus 。 キーボード、ジョイスティック、スキャナ、スピーカー、またはプリンタなどの デバイス 用のインタ フェー スで、12 MW かの最大車5送速度を提供しまず。デバイスをコンピュータ上の4 
ピンコネクタに直接差し込む力、、コンピュータに接統されているマルチポートハブじ差しをみます。 USB はを 过 で、デイジ-チェ-ン方まで最大口7までのデバイスを接続ずることができます。 

UTP 

Unshielded twisted pair 。 雷.註システムと Ethernet ネットワークで巧用される銅線ケーブルの一祕のなタイプ。「クロストーク」とも呼ばれる、2本の線の間で電磁誘導をほ減するため、絶縁された2本の 
銅線が互いに燃り合わされた r ツイストペア」になっています。 红£_ を参照して〈ださい。 

V 

ボルト。電位および起電力の単位。 1 Q の抵耐こしボルトを印加すると、1アンペアの電流があ柿こ流れます。 

VAC 

ボルト を 流 ( AC )„ 

VDC 

ボルト 直流 ( DC )„ 

VRM 

Voltage regulator module (電圧レギュレータモジュール）。システム某祝こお載されたコンポーネントで、 マイク □プロセッサ に 必要な電圧ホ感なして正しい電圧が維掉されるようにします。 

W 

ワット。1アンペアの電流が1ボルトで流れる電力に巧当する単位。 

WBEM 

Web-Based Enterprise Managemen しコンピュータ環境の管理を統一するために開発された、システム管理およびインターネットの標準テクノロジのセット。 WBEM 規格の主要なセットは、 DMTF が開を 
し、データモデル、£1凶規巧、コーディング規格、および!転を磯構を含んでいます。 ■ 

WfM 

Wired for management 。 デスクトップ、モバイル、およびサーバコンピュータの管理性を向上するために、 Intel が開発した規格。 WfM は、コンピュータネットワーク操イ乍を強化するソフトウェア、ハードウェ 
ア、および他の徐能を定義します。また、リモート管理アプリケーシ ョン プログラムを使い、ネットワークを介してクライアントコンピュータにアクセスできるので賣用の削減もできます。 WfM テクノロジは、 
クライアントコンピュータ.回を.雷漏强置. ネットワークアダ クタ な どのコンポーネントなどで巧巧されます。リモート管理アプリケーシ ョン プログラムは、 WW テクノロジを使巧してクライアントコンピュー 
夕へのアクセス、 情報の収集、ステータスの監視、動作状態のをまがおこなえます。 WfM 規格には、 Ml 、 PXE および リモートウェイクアッ ブボ 含まれます。 WfM は 、 ACPL CIM . SMBI 0 S . S 關 P および 
などの現なの最新業界規格にも対応しています。 

WOL 

Wake-on LAN 。 リモートでネットワーク上のコンピュータの電源を入れたり、スリープモードから復帰できるテクノロジ。 W 0 L は WfM テクノロジの一部です。 W 0 R 、 PM し および リモートウ x イクアッ フを 参 
照してください。 

WOR 

Wak 卜 on Ring 。 モデムを使って、リモートでコンピュータの電源を入れたり、スリープモードからを婦できるテクノ□ジ。 WOL および PME をを暖してください。 

ZIF 

Zero insertion force 。 コンピュータ 于ッブ ま たはソケットのどちらにもまったく力を加えないで、チップを装着したりのりかしたりできる、ソケットやコネクタのタイんを参おしてください。 

アクセラレータ 

特定のデバイスの処理速度を向上するコンピュータのコンポーネント。通常は、その デバイスに 元々割り当てられている作業の一がを処理することによって高速化がおこなわれます。たとえば、ビデオ 
のアクセラレータカードは マイクロフロセ ッサ に割り当てられているグラフィック港能の一部を化理します。 

エクスプレスサービスコード 

Dell ™ コンピュータのラベルに付いている数字のコード。このコードは-コンピュータ の サー ビスタグナンバー ホを全 I こ数字のおまにしてありますので. Dell の自動雷話応答システムへの入力が簡まで 
す。 Dell にお問い合わせの際はプッシュ式電話機を使って、エクスプレスサービスコードを入力してください。詳細については、 http :// S 叫 port . jp . dell . com を参照してください。 

オンポード 

通常は、回路基巧上に物理的にあるコンポーネントを指します。たとえば、最近のコンピュータのをくのシステム基巧には組み込みのビデオ、サウンド、およびネットワーク コント ローラ が あります。 

枕巧カード 

コンピュータのシステム其巧上の 拡張 スロット に 装着する電子回路某板で、コンピュータの性能をお弓長します。お張力ードの例には、ビデホ、モデム、およびサウンドカードなどがあります。 

巧巧スロット 

拡距を二 どを装着できる、コンピュータのシステム基おのコネクタあるいは「スロット J で、コンピュータの バス じ巧結します。 

キャッシュ 

しばしばアクセスされるデータを巧巧してお<、富速 RAM で別に取ってある領域。データがアクセスされると、コピーがキャッシュメモリ内に保存されます。次回に マイクロプロセッサ が 情報を検索する 
曝、まずキャッシュを確認します。データがキャッシュ巧にあれば、マイクロプロセッサは高まのキャッシュメモリからそのデータを取り出します。ドライブキャッシュおよび RAM キャッシュで、 コン ピュー 
夕の全巧的な速度が著し<向上します。 L 1 キャッシュ おより: L 2 キャッシュ ホ寒照してください。 




















を動順巧 

システムが起動を試みるデバイスの順番を指定することができます。 

クロックま度 

システムバスにち続しているコンピュータコンポーネントがどの〈らいのをさで動作しているかを示す速度で、 MHz できわされます。速度は、メトロノームのような動きをする、システム基キ反の水晶振動子 
によって生成されます。クロック速度と同期が取られているコンポーネントはより速〈動かしたり、遅〈動作できますが、コンポーネントの速度は、クロック速度を因数に掛けたリクロック速度で因致を割っ 
たりしてま定されます。 

コント ロー ラ 

コンピュータの部品。通常は巧をしち回路其あや チップ で. コンピュータが特をの辖頻の デバイス を 巧巧できるようじします。コントローラの精類には. ハードドライブ . ネットワーク I キーボート\畜 I り込 
み、およびグラフィックコントローラがあります。 

サーピスタグナンバー 

Dell コンピュータのラベルに付いている5巧から7巧の英数字のコード。このコードは、 Dell での製造中にコンピュータの セットアップユーティリ ティにブログラムされています。 Dell のカスタマサポートアプ 
リケーションは、サービスタグを使って、お客様のコンピュータのすベての設定とサポートの履歴情報を表示します。 エクスプレスサービス コード を き照してください。詳細については、 
http :// suppo け. jp . dell . com を参照してください。 

サブミニチュア - D 

D のおをしたコンピュータのコネクタで、通常は、9、15、または25ピンがあり、ホスあるいはメスのものがあります。 D - サブ と も呼ばれます。 

シリアルポート 

—度に1ビットのデータを I 頃次転さするコンピュータの I / O ポート。9ピンまたは25ピンのオスの サブミニ于ュア - D コネクタを使用し、通常はモデムやマウスなどの デバイス に接続します。 COM ポート とも呼 
ばれます。 DCE および DTE ホき鹿してください。 

ステッピング 

Intel マイクロ プロセッサの 製造「バージョン番号」または「リビジョンレベル」を示す用語。新ししヴロセッサの巧巧/くージョンは A 0 step です。磯能のフィックスや製造巧良のためにリビジョンがおこなわ 
れると、ステッピングは増えていきます。 Intel は、デュアルプロセッサシステムでは同じバージョン番号またはリビジョンレベルのプロセッサを使巧するよう推奨しています。 

制がコード 

データの一部として表示されるのではな<、何らかの動イ乍をおこなう!キャラクタ。ほとんどの制御コードは<む1>^一とキーボード上のキーを同時に}甲して入力できます。制御コードによっては、 
< Escape >、< Tab >、< Delete >、< Backspace > 、および<£が6[>など、巧自のキーが割り当てられているものもあります。 0 S やプログラムによっては、現なのの理 への 介入や出力の一時停止など、制御コ 
-ドの動けが巧自のものもあります。制御コードは、プリンタがテキストの新しい巧を開おするなど、出カ デバイス に 影誓をちえるものもあります。 

セットアップユーテイりテイ 

BIOS で曰がと時刻などのユーザーが選ができるオプションの設をができるユーティリティ。搭載されているメモリ容量、または/ドドライブのタイプなどの現在の設を情報の設まもできます。 

チップ 

にを参照してください。 

データストライピング 

1つのファイルなどの論理めに連続しているデータのセグメンテーション。セグメントが複数の デバイス、 通常はハードドライブにラウンドロビン方まで書き込みができます。この方まは、 マイクロプロセッ 
立のデータお送ま度が単一のドライブが送信あるいは受信するより速い場合じち巧です。データが最ネ刀のドライブから転送されている間に、2つ目のドライブが次のセグメントをお出できます。 

デバイス 

コンピュータのち要な部分 (マイクロプロセッサ、 RAM 、 やデータ バスな ど)ではないが、コンピュータに接続されているか内蔵されている装置。デバイスじは、ハードドライ义 CD ドライ义および ネットワ 
~ク アダプタ の ようじ、コンピュータの主要な部分に内蔵されているものもあります。また、プリンタなどのようにケーブルやワイヤレス接続でコンピュータに接統されているが、コンピュータの外にあるデ 
バイスもあります。 

ネットワークアダプタ 

ネットワーク上のコンピュータを他のコンピュータじ巧結す る 祐 張力ード 。 ネットワークアダプタは、ネットワーク上で情報を転送するためにネットワーク 巡で 動作します。 叫 こを参.喝してください。 

ノード 

ネットワーキングと通信で.ノードはコンピュータにお結してし、るコンピュータまたは デバイス です。 

/、ードドライブコントローラ 

個々のハードドライブとのインタフエースを提供するコンピュータコンポーネント。 IDE の導入で、ハードドライブケースへの組み込み チップと して製造されたコントローラ。レ:前は専用 拡並 力ードでした。 コ 
ントローラ をき照してください。 

バイト 

8つの連統する ビットの 情報に巧当するデータストレージの単位。 

バイナリ 

2進ま。0および1で表わされる. 2を基準にした数体を。バイナリコードは、デジタル電子ホずおよびデジタル論理で都合よく機能するので、 コン ピュータに使巧されてし巧す。 

パイプライン化巧 

タスクが段階を追って実行される処理方法。1つの段階の出力が、次の段階の入力になりまず。この方までは、複数のタスクのいくつかの部分を同時に実行できますので、処理が高速化されます。 


バス 




















マイクロフロセ ッサ. RAM . 化張力ード などのコンピユータコンポーネントをつなぐ雷子のな経路。バスの「幅」は、バスを移動できるデータの量を示し、バスのパラレルの導線の数によってままります。た 
とえば、32 ビットの バスには32本の空線があり、32ビットのデータを一度に移動できます。 

バス巧巧 

: ii ろがどの〈らいのまさで情報を乾送できるかを示す、 MMl , で示される速度。たとえば、凹バス速度は33 MHz または66 MHz 、 バス速度は66 MHz です。 Intel Pentium 贷 マイクロプロセッサ は-バス 
ま度が66 MHz または100 MHz です。マイクロプロセッサの処理速度は、バス速度と乗数でミ夫定されます。たとえば、100 MHz のバス速度 x 4.5 の乗数= 450 MHz のマイクロプロセッサ ま 度になりまず。 

パラレルポート 

-度に8ビットのデータを西をするコンピユータの I / O ポート。25ピン、メスの サブミニ于ユア- D を使用し、通常はプリンタを接続します。 LPT ポート とも呼ばれます。 

ヒートシンク 

マイクロブロセ ッサ などの チ ッブ の 上部に取りがける、熱を導金属片。熱を取り除いて、チッブがより低い温度で動作するようにします。 

ビット 

binary diqit (バイナリデジット）を短くしたもの。ビットはストレージの最小単位で、真やお、 0 や1などの 2 つの可能性のある値のうちの 1 つでず。 

プラグアンドプレイなお 

PI 叫- n-Play または P がとも呼ばれます。スタートアップ時に、特定の IRO . を使用したり共有するよう デバイスを 自動抑こ設定できるテクノロジ。コンピユータの BIOS と OS の両方カホ nP をサポートしている 
と、きがあり、設定されているすべてのデバイスがが対応である必要があります。 ££1 デバイスは PnP 対応です。 

プロダクト ID 

プロダク トキー とも 呼ばれまず。 C 0 A を参照してください。 

プロダクトキー 

プロダクト ID とも呼ばれます。 C 0 A ををおして<ださし、。 

ポート 

コンピユー々にあるソケットまもはプラヴ。ケーブルを巧ってか讯ナ デバイス を 巧捕できます。 パラレルポート および シリアルポー ト ホ参昭してください。 

ホット巧み巧な 

コンピユータが動け中に デバイスを コンピユータにち続したり、コンピユータからみすことができること。ホット交換対応デバイスをコンピユータじ接統したら、 0 S はただちにデバイスを認識して使用できま 
す。 

マイク□プロセッサ 

プロヴラム命令を沼がして実行する、コンピユータ于 ッブ。哪 とも呼ばれます。 バス 速度 を 参照してください。 

ミニ DIN 

丸型で6ピンの DIN コネクタのおまで、通苗は PS 。 キーボードモナこはマウスケーブルコネクタを巧統するのにが巧します。 

メモリ了ドレス 

スタートアップ時にコンピユータが物理めなメモリの場前こ割り当てるアドレス。このアドレスで、 デバイスと ソフトウェアアプリケーシヨンカ {、マイク P ブロセ' 之サが アクセスできる情報を識別できるようじな 
ります。この処理は、 メモリマッピング とも呼ばれます。 

メモリマッピング 

コンピユータがスタートアップ時に物理メモリの場巧に メモリ アドレス を 割り当てる処理。 デバイス と ソフトウェアアプリケーンヨンが. マイクロブ□セッ サ カ S アクセスできる情報を識別できるようになります。 

モデム 

modulator/demodulator をおくしたもの。モデムはアナログデータをデジタルデーかこ、またはその反如こ変換し、コンピユータが電話回線を巧って通信できるようにします。 

モニタ 

高解像度のテレビのような デバイス で、 コンピユータの出力を表示しまず。 

りモートウェイクアップ （Remote Wake Up ) 

WfM の標準で、リモートで省電カスリープが態からコンピユータを元の状態に復掃したり、電源は切れているが電ミ原装置に接統されているコンピユータをリモートで起動できます。リモートウェイクアップ 
は、ぶ常は大規模なネットワークが構棄されている団体で電源を節おしたり、リモートでメンテナンスや設定操巧をおこなうのに巧用され、 ACPI 対応のコンピユータでサポートされている必要がありまず。 
また、ネットワーク巧続をスタンバイ巧態にするじは、 ネットワーク アダプタが W 0 L をサポートしている必要があります。電話回線を使っての接続をスタンバイ状態じする口ま、 モデムが W 0 R をサポートし 
ている必要があります。 

ローカル バス 

コンピユータの チ ッブ や 化のコンポー本ントカ 《 マイクロプロセッサ の バスホ 度 と 同じ法をでマイクロプロセッサじアクセスできるようじする バス。 





























目次ページに戻る 


部品の取り外しと取りがけ 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

コンピュータカ/く一 

コンピュータメモリ 

ドライブ 
掘張カード 
マイクロプロセッサ 

バッテリ 


目次ページに戻る 










目次ページに戻る 


問題の解決 

Dell Precision ™ Workstation 340 


巧頭の特ホとおホ方ミ去 

Del 驗断ブ□ヴラム 

メッセージとコード 

ソフトウェアの固!頁 


目次ページに戻る 


.ーザーズガイド 









目次ページに戻る 


ま全に関する情報 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

巧業にあたってのミ主意 

静電気幢害への巧化 

な滴を住いち 


目次ページに戻る 








目次ページに戻る 


仕様 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ マイクロプロセッサ 

♦ メモリ 

♦ コンピュータ情ま反 
♦ ビデオ 
♦ 才ーディホ 
♦ 拡張バス 
♦ ドラィブ 
♦ ポートとつ本クタ 
♦ キーの組み合わせ 
♦ ボタンとライト 

♦ MM 

♦ サイズと軍量 
♦ 環境 


マイクロプロセッサ 


マイクロプロセッサの タイプ 

Intel ® Pentium ® 4; 将来の Dell サポートアップグレードじ対応した設 
計。セットアップユーティリティを巧って、より化をな互換速度に設 
定可能。 

L 1 キャッシュ 

8 KB 

L 2 キャッシュ 

256 KB または 512 KB (コンピュータ宿成に応じて)パイブラインバー 
スト、 8 ウェイセットアソシェイティブ、ラィトバック SRAM 

数値演算コプロセッサ 

マイクロプロセッサに内蔵 

メモリ 


アーキテクチャ 

RDRAM 

KIM ソケット 

4 

RIMM 容量 

64.128 , 256. 512 Mi 

最小 RAM 

128 MB (量ル） 

最大 RAM 

2 站 

メモリのタイプ 

PC 800 (化 ECC または ECC ) 

メモリ速度 

45 ns より高まなメモリを必要とずる 400 FSB を搭載した 1.5 GHz 〜 2.2 
GHz のプロセッサ 

40 ns より高速なメモリを必要とする 533 FSB を搭載した 2.26 GH な上 
ののプロセッサ 

BIOS アドレス 

F 800 Oh 

コンビュータ情報 


チップセット 

Intel 850 E PCI/AGP 

データ バスの 幅 

64 ビット 

アドレスバスの幅 

32 ピット 

DMA チヤネル 

8 

IRQ 

15 

SCSI コントローラ 

アドイン U 320 / M SCSI 

ネットワークコントローラ 

リ モート ウェイクアッブ 機能 (3 C 905 C-TX 互巧)装楠の内蔵 3 C 920 ベ 
—スの 10/ 100 3 Com ® Ethernet コントローラ 

BIOS チップ 

4 Mb 

システムクロック 

400/533 MHz データ牽 

ビデオ 


ビデオのタイプ 

AGP 4 倍速 (1.5 V のみ）、または PCI グラフィックカード(製造元の仕 
様を参照） 

ホーディオ 


オーディホのタイプ 

AC 97 、SoundBlaster エミユレーシヨン 

オーディホコントローラ 

アナログデバイス AD 1885 AC 97 Codec 

ステレオ変換 

16 ビット (AD 変換、 DA 変換） 

インタフェース： 


内蔵 

PCI バス/ AC 97 

巧付け 

ライン入カジャック X 1:スピーカー/ヘッドフホンジャック X 2(正 
面パネルに1つ、背面パネルに1つ）：マイクジャック X 1 

がな バス 


バスのタイプ 

PCI および AGP 

バス速度 

PCI : 33 MHz 

AGP : 66 MHz 




























































スモールデスクトップコンピューター PCI 拡張力ード コネクタ 

PCI 拡張ス□ット X 2(力ードサイズー高さ10.67 cm 、 長さ17.65 cm ) 

ミニタワーコンピュータ ー PCI 扣;弓長力ードコネクタ 

PC 邮張スロット X 4(力ードサイズー3つのスロットは高さ 27.9 cm ま 
での力ードをサポート、1つのスロットは高さ 22.9 cm までの力ードをサ 
ポート） 

PCI 枯;弓長力ードコネクタのデータの幅(最大） 

32ピット 

PCI 扣;張力ードコネクタのサイズ 

120ピン 

AGP お張力ードコネクタ 

1 

AGP 拡張カードコネクタのデータの幅(昂大） 

32ピット 

AGP 植張力ードコネクタのサイズ 

172ピン 

AGP バスプロトコル 

1.5 V で4悟速モード 

ドライブ 

フロントベイ； 


スモールデスクトップコンピユータ 

325インチベイ 


525インチベイ 

ミニタワーコンピユータ 

3.25 インチドライブベイ X 2 


5.25 インチドライブベイ X 2 

内蔵ベイ 


スモールデスクトツブコンピユータ 

1インチ幅/、ードドライブ用ベイ X 1 

ミニタワーコンピユータ 

1インチ幅/、ードドライブ用ベイ X 2 

ポー h とつ本クタ 

か部アクセス用： 


シリアルの TE ) 

16550互換9ピンコネクタ X 2 

パラレル 

双ち向25ピンコネクタ（メス） 

ビデホ 

15ピンコネクタ（メス） 

ネットワークアダブタ 

RI 45 コネクタ 

PS /2 型キーボード 

6ピン ミニ DIN 

PS /2 互換マウス 

6ピンミニ DIN 

USB 

USB 準拠コネクタ x 4(正面パネルに2つ、背面パネルに2つ） 

オーディオ 

ライン入カジャック X 1:スピーカー/ヘッドフホンジャック X 2(正 
面パネルに1つ、背面パネルに1つ）；マイクジャック X 1 

内部アクセス用； 


プライマリ 也 i ドライブ 

40ピンコネクタ 

セカンド IDE ドライブ 

40ピンコネクタ 

フ□ッピードライブ 

M ピンコネクタ 

CD ドライブオーデイオインタフエース 

4ピンコネクタ 

フアン 

3ピンコネクタ X 3 

テレフナニ ー ITAPI ) 

4ピンコネクタ 

キーの 巧み合わせ 

< CtrlxAltx £ iel > 

コンピュータを再起動 

< F 2> 

セットアッブユーティリ ティを起動 （ POST 時のみ） 

< CtrlxAlt >< > 

101型キーボード上のマイクロプロセッサを度を切り換えます ( MS - 
D 0 S ® リアルモードの場合のみ） 

< CtrlxAltx #> 

102型キーボード上のマイクロプロセッサ速度を切り換えます ( MS - 
D 0 S リアルモードの場合のみ） 

< CtrlxEnter > 

起動時にコンピュータパスワードをお効化（正しいパスワードが入力 
された後） 

< F 12> 

ネットワークからの起動 ( POST 時のみ） 

< CtrlxAlt >< F 8> 

起動順をの変更 （ POST 時のみ） 

< CtrlxAlt >< F 10> 

システム起動谢こ、ユーティリティパーティシヨンを起動（インストー 
ルされている場合） 

ポタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

綻をのライト(スリープが態のとき緑をに点滅）；コンピュータ動作中 
の2をのライト(電源がホンの時は緑を、診断中は黄を） 

/\ードドライブライト 

掃色のライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色のライト 

ネットワークリンク保全および速度ライト 
(内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑色のライト；100 Mb 伝送時はオレンジのライト 

診断コードライト 

背面パネルに4つの2色(黄色と碌色）のライト 

■巧 

DC 電源装置： 


ワット数 

スモールデスクトップコンピュータ：180 W 


ミニタワーコンピュータ:250 W 

熱散旌 

スモールデスクトップコンピュータ：500 BTU / 時(モニタなしの最大 
負荷状態で） 




































































ミニタワーコンピュータ：91〇 BTU / 時 

電圧 

90 V 〜135 V (60 也)、 180 V 〜265 V (50 Hz ): 自動切り替え 

バックアップバッテリ 

3 V CR 2032 コイン型 

サイズと■量 

スモールデスクトップコンピユータ： 


高さ 

10.6 迎 

幅 

38.9 cm 

頃斤 

43.2 cm 

重量 

9.9 k 3 

ミニタワーコンピュータ： 


高さ 

42.5 cm 

幅 

18.1 cm 

留行 

44.7 cm 

重量 

12.7 kg 

環境 

温度： 


動作時 

10° ~ 35° C 

保管時 

- 40° 〜65 。 C 

相対湿度 

20 %-80 % (結露しないこと） 

晶大振動： 


動作時 

0.25 を (3 Hz 〜200 Hz 、0.5 オクターブ/ 岔） 

お管時 

0.5 G 口 Hz 〜200 Hz 、 1ホクターブ/分） 

晶大衝挈： 


動作時 

50.8 cm / 巧の速度を化でボトム/\ーフサインパルス 

保管時 

508 cm / 秒の连度を化で27 G フェアードスクェアウてーブ 

高度； 


動作時 

- 16 m 〜3,048の 

保管時 

- 16 m ~ 10,600 m 
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ユーザー アカウントおよび ユーザーの 簡易切り替え 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ ユーザーの簡易切り替えの巧い方 
♦ ユーザーの簡易切り替えで起こること 
♦ ユーザーの簡易切り替えに巧ずるち 慮 

♦ ユーザーの簡易切 y 替えをオフにする 

♦ ユーザーの 追加 

メモ： ユーザーの簡易切り鲁えは、 Home および Professional Edition の両方のデフホルトユーザー画面ですが、 Windows XP Professional ではコンピュータがコンピュータドメインのメンバーであ 
W る場合は無効になっています。 


Microsoft Windows XPI こは、 1 台のコンピュータに複数のユーザーがアクセスできるおしい機能が含まれています。 Home および Professional Edition の両方で利用可能なユーザーの簡易切り替えを使 
って、レ： I 前のユーザーがログホフしなくても、ユーザーはデスクトッブやを種アプリケーションをきむ自分の設定でそのコンピュータにアクセスすることができます。新しいユーザーはログホンしてから元 
のユーザーのセッションを自分のセッションに切り替えます。新しいユーザーは、デスクトップとアプリケーションを元のユーザーのじゃまにならずに実行できます。元のユーザーが戻ったとき、そのユ 
ーザーはデスクトップとアプリケーンヨンを元の設定に房すことができます。個々のユーザーがコンピュータからログホフしな<ても、な上のことが実行できます。 


セットアップ中に、コンピュータ管理者はコンピュータで使われるすべてのアカウントを作成します。ヴカウントのタイブと新ししヴカウントの追加方法についての情漸ホ、 r ユーザーのお加 I ををおしてく 
ださい。 ） コンピュータが起動したら、メインユーザーの画面にすべてのユーザーちが表示されます。この画面から、アカウントを選んでセッションにログインします。 


ユーザーの簡易切り替えの使い方 

ユーザーの簡易切り替えにアクセスずるには、次の手順を実行します。 

1, スタートボタンをクリックし、ログホフをクリックします。 

2. Windows のログホフの画面が表示されたら、ユーザーの切 y 替えまたはログホフをクリックします。 

ユーザーの切り替えを選んだ場合、メインユーザーの画面がき示されまず。次に、アカウントちを選んでログインします。個人のデスクトップが表示されます。 


ューザーの簡易切り替えで起こること 


ユーザーの簡易切り替えが実行されるとき、元のユーザーはレ: I 前の Microso けホペレーティングシステムでおこなわれていたのと異なり、コンピュータからログオフされません。伽 ndows XP では、ユーザ 
-のログホンはアクティブのまま残りますが、がしいユーザーと置き換わります。ユーザーはログイン ID 間を自由に切り替えることができます。 

ただし、アクティブなユーザーアプリケーションはユーザー切り替え中はアクティブのまま残り、新しいユーザーが巧業中はバックグランドで実行され続けます。このことにより処理が終了するまでコンピ 
ュータが遅くなることがあります。たとえば、1人のユーザーが大きなファイルをインターネットからダウンロード中に別のユーザーがコンピュータにログオンした場合、ファイルのダウンロードは完了するま 
でバックグランドで継続されます。 

ほとんどのアプリケーションは、ユーザーの管理切り替え中にバックグランドで実行を続けますが、マルチメディアアプリケーションは実行しません。マルチメディアアプリケーションは1台のシステムで異 
なったユーザー間で簡単に共有できないリソースを使巧しますので、これらのアプリケーションはユーザー切り替えの間終了して新しいユーザーがマルチメディアを最大限に利用できるようじします。 


ユーザーの簡易切り替えに対するち慮 

ユーザ— の簡易切り替えを使用する場合は、レツ下のことを考慮に入れてください。 

I 古し、 Windows ゲームによっては、ユーザーの簡易切 y 替えで動かしないものがあります。 

I マルチメディアゲームは、ユーザーの簡易切り营えでは終了することがあります。 

I DVD ソフトウェアはお了し、ユーザーが戻ったときに再起動する必要があります。 

I メモリ構巧がほいコンピュータでは、問題が発生することがあります。コンピュータはメモリを使って、 2 番めのユーザーカ《ログオンしている間に最初のユーザーのプログラムをバックグランドで実 
行し続けます。メモリが限られているコンピュータでは、このことにより全がめなコンピュータの速度が遅くなることがあります。 RAM が 128 MB な下のコンピュータでは、ユーザーの簡易切り替え 
はデフホルトではオフになつています。 


コンピュータに邮 ndows XP Professional がインストールされていてコンピュータト•メインのメンバーである場合、ユーザーの簡易切り替えは利用できません。 


ユーザーの簡易切り替えをオフにする 

ユーザーの簡易切り菅えをホフにずるには、コンピユータ管理者のアカウントが必要です。ヴカウントのタイプについては、 「 ユーザーの追加 I を参照してください。 ) 
ユーザーの簡易切り菅えを無効にするには、次の手順を実行しまず。 

1, スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. コントロールバネルウィンドウで、ユーザーアカウントをクリックします。 

3. 作業を a ぴますで、ユーザーのログホシやログオフの方まを g まするをクリックしてレ U 下のうちの 1 つを実行します。 

I ユーザーの柏忌切 y 替えを巧用するチェックボックスを選んで、ユーザーの簡易切り替えをち効にします。 

I ユーザーの ffi 易切り替えを巧用するチェックボックスの選がを解除して、ユーザーの簡易切り替えを無細こします。 

4, ホプシヨンの*用をクリックします。 















ユーザーの 追加 


コンピュータ管理をまたは管理を撞限を持つユーザーのみ力《複数のユーザーアカウントを巧成することができまず。巧期オペレーティングシステムセットアッブを実行するユーザーがコンピュータ管理 
考■アカウントを作成し、ネ刀期セットアップ中に任意の数のユーザーを追加することができます。セットアップ中に作成されたすベてのユーザーアカウントは、管理を権限があります。 

巧巧オペレーティングシステムセットアップ後に、コンピュータ管理者または管理者権限のあるユーザーはユーザーアカウントを追加して作成することができまず。 

ユーザーを追加するには、巧の手順を実斤します。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. コントロールバネルウィンドウで、ユーザーアカウントをクリックします。 

3. 作業を a ぴますのユーザーアカウントウィンドウで、新しいアカウントをホ巧するをクリックしまず。 

4. がしいアカウントにをがを付けますのボックスで、新しいユーザーのち前を入力します。巧へをクリックします。 

5. アカウントの a 巧を a びますで、コシピュータのち理者または制旧のうちの巧巧するアカウントのタイプの横の丸をクリックします。 

I コンピュータ管理者はすべてのコンピュータ設まを変更することができます。 

I 制限アカウントユーザーは、自分のパスワードなどの設をのみを変更できます。 
t アカウントの巧巧をクリックします。 

アカウントを作巧したら、すべてのアカウントがユーザーの簡易切り替えのメインユーザーの画面に表示されます。 


目巧ページに戻る 
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コンピュータの背面図 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザー ズガイド 

♦ シリアルコネクタ 
♦ パラレルコネクタ 
♦ オーディホコネクタ 

♦ PS /2 マウスコネクタ 

♦ PS /2 キーボードコネクタ 

♦ USB コネクタ 

• ネットワークアダプタ 

スモールデスクトップコンピュータ 



1 

口ーブロファイル AGP 力ードスロット 

3 

AC ァダブタ 

2 

PCI 拡張力ードスロット （2) 

4 

背面パネルのコネクタ 


ミニタワーコンピユータ 



1 

AGP 力ードスロット 

4 

AC 電圧スイッチ 

2 

PCI 扣;弓長力ードス□ット (4) 

5 

AC アダプタ 

3 

背面パネルのコネクタ 
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巧面パネルのコネクタ 































































































1 

パラレルコネクタ 

8 

マイク 

2 

マウス 

9 

USB (2) 

3 

リンクな全ライト 

10 

キーボード 

4 

ネットワークアダプタ 

11 

診断ライト 

5 

リンク動作ライト 

12 

シリアルコネクタ （2) 

6 

ライン入力 

13 

シリアルコネクタ （1) 

7 

ライン出力 




か付けデバイスをコンピュータの背面パネルに接続する場合、巧の手順を実行します。 

I 取り付けと設をの具体的な手順につい口よ、デバイスにが属のマニュアルを参暖丄てくださし、。 

たとえば、ほとんどのデバイスは、特定の m ポートまたはコネクタじ接続しないと正常に動作しません。また、通常プリンタなどのか付けデバイスを正常に動作させるには、デバイスドライバを口 
ードしておく必要があります。 

I 必ずコンピュータがオフのときじ外付けデバイスを怯続します。次に、コンピュータをオンにしてから、が付けデバイスをオンにします(デバイスのマニュアルに特に記載のないかぎリ）。 

。 を意： システム基板への損協を防ぐため、コンピュータの電源を切った後、10〜20砂間待ってからコンピュータからデバイスを取り巧してくださし、。 


シリアルコネクタ 

デフホルトの シリアルコネクタの 指定は、ポート1用が COM 1.、 ポート2巧が COM 2 です。この指定を使ったシリアルポートを含むお張力ードを追加する場合、 セ‘かアップユーティリ ティで シリアルポートの巧 
定を再割り当てすることができまず。 

セットアップ ユー ティリ ティで コン ピユータのシリアルコネクタを Auto じ設定して、特定の値こ設定したシリアルポートを含むお弓長力ードを追加すると、 コン ピユータは必要に応じて内商ポートを適切な COM 
設定に自動的にマッピング(割り当口します。 

シリアルコネクタに力ードを追加する前に、ソフトウェアに付属のマニュアルを参照して、ソフトウェアが新しい COM ポート指定にマップされるか確設します。 


パラレルコネクタ 

パラレルコネクタはす J ンタ、スキャナー、 zip ドライバなどのパラレルデバイスを接 結ず るために使用します。デフォルトの パラレルコネクタ の 指をは. LPTl です。 

。 メモ： セットアップユーティ JJ ティの バラレルポート オプションで指定されたアドレスと、同じアドレスに設定されたパラレルコネクタを持つ祐張力ードをコンピュータカ 《 検出した場合、内蔵パラレルコ 
M ネクタは自動のじ お 巧になります。 


オーディオコネクタ 

I マイクジャック ー 標準のコンピュータマイクを接結します。 

I スピーカー/ヘッドフォンジャックーコンピュータのスピーカー、ヘッドフォン、またはその他の才ーディホ出カデバイスを接続します。このジャックは、ヘッドフホンをサボートするために増幅され 
ています。 

I ライン入カジャックーカセットブレーヤー、 CD プレーヤ ー、 VCR などの録音/巧生デバイスを接続します。 


PS / 2マウスコネクタ 

背面パネルの6ピンマウスコネクタに PS リマウスケーブルを接続します。お使いのコンピュータで Microsoft 较 Windows ® をお使いの場合、 Deli ではハードドライブに必要なマウスドライバをインストール済 
みです。 

^ メモ： マウスとキーボードのコネクタは互いにがています。デバイスを接続する前に、コネクタが間違いないか痛認してくださし、。 

Wa メモ： PS /2 マウスと USB マウスを同時に使用しないでください。 




























PS /2 キーボードコネクタ 

背面パネルの6ピンキーボードコネクタに PS リキーボードケーブルを接続します。 


USB コネクタ 

キーボード、マウス、プリンタ、およびスピーカーなどの USB 互換デバイスを接結するのに使用します。 

^ を意： USB デバイスは. Microso け Windows NT 哲環境では動作しません。 

^ ゾモ： USB マウスモたはキーボードを巧続する場合、コンピュータ背面のポート1 USB コネクタの1つに必ず接続してください。 


ネットワークアダプタ 

ネットワ—クアダブタ じは、巧のライトがあります。 

I 黄色のネットワーク動かライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に点;ぶします。（ネットワークトラフィックが多い場合は、このライトが「点'灯」の状態に見えるこ 
とがあります。） 

I 2をのネットワーク保全ライトは、10 MMi ネットワ-クとコンピュ-夕間の接統が正常な場合は緑をで、100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が正常な場合はオレンジ色です。ライトカ《消 
'月■している場合、コンピュータがネットワークへの物理的な接続を検出していません。 

ネットワークコントローラには. リモートウェイクアップ 谜能があります。詳細についでま. 「 ネットワーク操巧 I および 「 雷腮宦理 I をを蹈してください。 

^ を意： モデムケーブルをネットワークアダプタに抵损しなし巧ください。電話回線からの電圧は、ネットワークアダブタを損傷する巧れがあります。 

ネットワーク接続要件 

UTP E 化 emet ケーブルの一ちの端ホ.カチッと音がして所定の位置に確実に化まるまでコンピュータのネットワークアダプタに}甲し込みます。ネットワークの構成じ応じて、ケーブルのもう一方の端を 
RI 45 ジャックを面プレートか. UTP のコネクタまたはハブ上の Rj 45ポートにお統します。 

お客巧のネットワーク用口ま、カテゴリ5のケーブルとコネクタのご使用をお勧めしています。 

Fj メモ： コンピュータに巧続するネットワークデバイスの種類を確認します。通常ハブは10 Mbps で動かします。スイッ于は10 Mbps または100 Mbps で動作します。ネットワークアダプタが適切な 
—速度に設定されているかお詔します。 IJ ソースを設ホするには- Del 磁がブロヴ ラム の Potion 5を畏巧します。 
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パッテリ 

Dell Precision ™ Workstation 340ューザーズガイド 

システム基椒こ取り付けられた 3.0 V の CR 2032 コイン型バッテリは、電源がオフになった場合に、設定、時刻、日付の情報を保持するための電力を供給します。コンピュータバッテリは交換しなくても数 
年動作するように造られています。担だし、設定またはクロックに関連した矛盾が生じたり、起動ルーチン中に次のメッセージのいずれかがき示された場合は、バッテリを交換する必要があります。 

Time-of-day not set - please run SETUP program 

(日時が設定されていません。セットアップューティリティを起動してください。） 

または 

Invalid configuration information - 
Sa&'StlTP セュ-ティりティ雄亂て化さい。） 

A 警告: 巧しいバッテリは、正し<装着しないと巧裂するるれがあります。バッテリを交換する場合、同じ種ちのバッテリ、または製造元が推ちする同等のバッテリのみを巧用して< 
^ ださい。巧用巧みのバッテリは、製造元の指示に巧って巧棄してください。 

ム 警告： このキ旧を実行する前に、 r 巧窠にあたってのを意 J をホおしてください。 

© を 意： コンピュータをコンセントからかした後10 〜 20秒待ってから、コンピュータからデバイスを取りかして〈ださい。システム基巧上のスタンバイ電源ライトがオフになっていることを確認してか 
ら、システム基板からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム其おのコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

1. セットアップユーティリ ティ のコンピュータ設を情報のコピーをまだ取っていない場合、コピーを取ります。 

バッテリ交換中にシステム設定情報が失われても、コンピュータ設定情報のコピーを参照して、正しし、設定を復元できます。 

2. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20巧待ちます。 

3. コンピュータカバーを閱きます 。 

4. /{ッテリを取り外します。 

システム基板のバッテリのな置は、 「 システム某おのコンポーネント I のイラストをを睛してください。 

バッテリの巧 y かし 



1 

バッテリ 

2 

バッテリソケット 

3 

タブ 


タブを押し込んで/《ッテリが外れるようじします。 


t 新しいバッテリを取り付けます。 

バッテリの「+」とラベルされた面を上に向けます。次に、バッテリをソケットに巧入し、カチッと所定の位置に収めます。 


バッテリの巧 y 付け 













6 . 


バッテリ 



コンピュータカバーを巧じまず 。 

7. コンピュータとデバイスをコンセントに巧続し、電源を入れます。 


& メモ： Chassis Intrusion オプションがち効な場合.次のコンピュータお動時にレ: I 下のメッセージが表示されます。 

ALERT ! Cover was previously removed .(警告！カバーが取り外されました〇) 

8. セットアッブユーティリ ティ を起動し.現巧の日時ホ再入力します。:欠にセットアップユーティリティを技了し、情報をお巧します。 

9. コンピュータの電源を切つて、コンセントから外します。コンピュータを10分な上ホフのが態にします。 

10. コンピュータをコンセントに巧続し、電源を入れます。 

11. セットアップユーティリ ティ を起動し、日時を確認します。 

12. それでも日時が間違っている場合. Dell じ津絡して テクニカルサポ~卜ををけてください。 
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メッセージとコード 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

♦ コン ピュ ~タメッセ ~ジ 
♦ コンピュータビープコード 
♦ 聖告 メッセージ 
♦ 診断 メッセージ 
♦ 診断ライト 

♦ SNMP プラットフォームイベントトラップ 

おほいのアブリケーシヨンプログラム、オペレーティングシステムおよびコンピュータは、問題を見つけてユーザーに知らせる機能を楠えていまず。問題が発生すると、モニタ画面にメッセージが表示され 
るか、ビーブコードが鳴ります。また、ライにードが生成される場合もあります。次の巧では、メッセージ、ビープコード、またはライトコードについて説明します。 


コン ピュー タメ ッセー ジ 

コンピュータメッセージが表示されたら、次の表を参照してメッセージによって示されたエラーを解まします。コンピュータメッセージはアルファベット順に表示されます。 

么 警告： コンピユータ内前のコンポーネントの化業をする前に. 「 作業にわたってのを 童 J を#おしてください。 

メッセージによって.問題に対する対応処置を決めること力巧きます。問題に対する対応化置を行う腾、コンピュータカバーを開ける必きがある場合、 r コンピュータカバー」 を参照して、推奨する対応処 
置をとる前の必要な手順を完了してください。推奨する対応処置をとった後も、問題が解みしない場合は、 Dell に盛絡して テクニカルサポ~トホきけて〈ださい。 

Fj メモ： 表示されているコンピュータメッセージが表じない場合は、メッセージが表示されたときに実巧していたアプリケーンヨンプログラムのマニュアルを調べるか、メッセージおよび巧奨されてい 
M る処置じついて説明しているオペレーティングシステムのマニュアルを調べて〈ださい。 


イツセージ 

巧因 

化置 

Address mark not found 

BIOS がディスクセクタの不良を 
検出したか、特定のディスクセ 
クタを検出できませんでした。 

「/\— ドライブの巧頭1 をを照してください。 

Alert! Cover was previously removed. 

コンピュータカバーが開けられ 
ました。 

セットアップユーティ IJ ティを 朽動して. Chassis Intrusion 
オフシヨンをリセットします。 

Alert! CPU fan not detected. 

マイクロプロセッサ冷却ファンが 
取り付けられていないか、巧垣 
しています。または、システム基 
巧に正し <接続されていません。 

動作しているマイクロブロセッサ巧の冷卽ファンが取り付けら 
れていて、システム基板じ接統されていることを確認します。 
また、マイクロプロセッサエアフローカバーが正し〈取り付けら 
れているか確認します。 

「マイク□ブ□セッサの問顆 J を参照してください。 

Alert! Previous attempts at booting this system have failed at 
checkpoint [nnnn]. For help in resolving this problem, please note this 
checkpoint and contact Dell Technical Support. 

同じエラーによって、コンピュー 
夕は3回連続して起動ルーチン 
を終了できませんでした。 

テクニカルサポートを受けるため Dell に連絡して サポートキ旦当 
者にチェックポイントコード ( nnnn ) を伝えてください。 

Alert! Previous fan failure. 

前回コンピュータを使用したとき 
に、ファンにエラーが発生しまし 
た。 

コンピュータを部の換気口がふさがれていないか、またはコン 
ピュータ巧卽のすベてのファンが正しく動作しているか確認し 
ます。 

Alert! Previous processor thermal failure. 

前回コンピュータを使用したとき 
に、マイクロプロセッサカ{ホー/く 
—ヒートしました。 

コンピュータ後部の換気口がふさがれていなしけ、、またはコン 
ピュータ内部のすべてのファンが正し〈動作しているか確認し 
ます。また、マイクロプロセッサのヒートシンクが正し〈取り付 
けられているか確認します。 

Alert! Previous reboot was due to voltage regulator failure. 

前回コンピュータを使用したとき 
に、 VRMI こ廣害がを生しまし 
た。 

Del に連絡して テクニカルサポートを受けて〈ださい。 

Alert ! Previous shutdown due to thermal event. 

前回コンピュータを使巧したとき 
に、マイクロプロセッサまたはハ 
-ドドライブが才ーバーヒートし 
ました。 

コンピュータ後部の換気口がふさがれていなしけ、、またはコン 
ピュータ巧卽のファンが正し〈動巧しているか確設しまず。ま 
た、マイクロプロセッサのヒートシンクが正しく取り付けられて 
し、るか確認します。 

Alert! Previous voltage failure. 

コンピュータによって使用される 
電圧が限界値を越えたか、およ 
び必要な最ほ電圧な下になりま 
した。 

「雷ミ悟のお額1 わよ7ぴ システム某析の問閣1 ホを隔してくド古 
い。 

Alert ! System battery voltage is low. 

コンピュータバツテリからの電圧 
が適切ではありません。 

「パッ テ ij の巧顆 1をを晓して< ださし、。 

Alert ! Unable to initialize all installed memory. 

1つまたは複数のメモリモジュー 
ルが不良か、 正しく取り付けら 
れていない可能ながあります。 

「コンピュータ y モリの問顏1 をを暖.してくださし、。 

Alert ! Uncorrectable memory error previously detected... 

Address XXXXXXXXh, 

Device RIMM_ ピ 

1つまたは複数のメモリモジュー 
ルが不良か、 正し〈取り付けら 
れていない可能ながあります。 
またシステム基板が不良である 
可能性があります。 

「コンドュー々メモ U の巧閣1 モナ-は 「システム某怖の間頭 1东 
参照してください。 

Attachment failed to respond 

フロッピードライブまたはハード 
ドライブコントローラは、関連す 
るドライブにデータを送れませ 
ん。 

「フロッピードライブの問題1 または 「ハードドライブの巧頭 1を 
参照してください。 

Bad command or file name 

入力したコマンドが存在しない 
か、指定したファイルちではあり 

コマンドのスペルが正しいか、スぺースを適切な位置に置いた 
か、正し〈パスちを使巧したか確認します。 















































ません。 


Bad error- correction code (ECC) on disk read 

フロッピードライブまたはハード 
ドライブコントローラカ<、修正不 
能な読み取リエラーを検出しま 
した。 

「フロッピードライブの問題1 または 「ハードドライブの問頭 1を 
参照してください。 

Controller has failed 

ハードドライブまたはそれに関 
連するコントローラが不良です。 

「/\- ドライブの巧頭1 を参照してください。 

Data error 

フロッピーまたはハードドライブ 
がデータを読み取れません。 

Microsoftre ® Windows 狡2000の場合、 ScanDisk ユーティリ 
ティを実行し 、 Windows XP の場合、 chkdsk ユーティリティを 
実行して、フロッピーまたはハードドライブのファイルの構造を 
調べます。詳細については、ホペレーティングシステムのマ 
ニュアルを参照.してください。 

異なるオペレーティングシステムを使用しているときは、対応 
するユーティリティを実行し、フロッピーまたはハードドライブ 
の構造を調べてください。オペレーティングシステムのマニュ 
アルを参照して〈ださい。 

Decreasing available memory 

1つまたは複数のメモリモジュー 
ルが不良か、 正し〈取り付けら 
れていない可能ながあります。 

「コンピュー々メモ IJ の巧聞1 をを睛してけ巧い。 

Diskette drive 0 seek failure 

ケーブルがゆるんでいるか、コ 
ンピュータ設定情報がハードウ 
ェア構成と一致していない可能 
性があります。 

「フロッピードライブの問聞1 をを照して〈ださい。 

Diskette read failure 

ケーブルがゆるんでいるか、フ 
ロッピーディスクが不良の可能 
性があります。 

「フロッピードライブの問頭1 を氣喝して〈ださい。 

Diskette subsystem reset failed 

フロッピードライブコントローラ 
が不良の可能性があります。 

Dell 診陆ブロゲう ムを幸巧します。 


Diskette write protected 

フロッピーディスクの書き込み 
保塞機能が有効になっていま 
す。 

ドライブ A からフロッピーディスクを取り出し、書きをみ保譲夕 
ブをロックされていない位置に移動して〈ださい。 

Drive not ready 

フロッピーディスクがドライブ内 
にありません。フロッピーディス 
クカ％いと、操作を続行できま 
せん。 

ドライブにフロッピーディスクを入れるか、ドライブラッチを閉じ 
てください。 

ゲート A20 の廣害 

1つまたは複数のメモリモジュー 
ルがゆるんでいる可能性があり 
ます。 

「コン ピュー々メモ IJ の巧聞1 ホを暖してくドさし、。 

General failure 

オペレーティングシステムがコ 
マンドを実行できません。 

通常、このメッセージのをろじは具体的な情報がかきます 
(例えば、 PRINTER OUT OF PAPER) 。適切な処置を 
とって対応してください。 

Hard disk configuration error 

ハードドライブが巧期化をおこな 
えませんでした。 

「/\- ドうイブの問頭1 を蒂晓して <ピさい。 

Hard disk controller failure 

Hard disk failure 

Hard drive read failure 

ハードドライブが巧期化をおこな 
えませんでした。 

「/、ー ドうイブの問顆1 を参晓して <ピさい。 

Invalid configuration information - please run SETUP program 

コンピュータ設定情報がハード 
ウェア構巧に合っていません。 

セットアップユーティ U ティを 巧動し.コンピュータ設ホ情がホ 

修正してください。 

Keyboard controller failure 

Keyboard failure 

Keyboard stuck key failure 

ケープルまたはコネクタにゆる 
みがあるか、キーボードまたは 
キーボード/マウスコントローラ 
が不良の可能性があります。 

「キーボードの問頭 1を参照してください。 

Memory address line failure at address, read value expecting value 

1つまたは複数のメモリモジュー 
ルが不良力、、 正し〈取り付けら 
れていない可能ながあります。 

「コンピュー》メモリの問題1 を参障.してくださし 、 n 

Memory allocation error 

実行しようとするソフトウェアカ<、 
オペレーティングシステムまた 
は他のアプリケーションプログラ 
ムあるいはユーティリティとコン 
フリクトしています。 

コンピュータの電源を切り、30お、待ってから電源を入れます。 
再度プログラムを実行してみます。問題が解消しない場合、 
ソフトウェア会なにお巧い合わせください。 

Memory address line failure at address, read value expecting value 

Memory address line failure at address, read value expecting value 

Memory address line failure at address, read value expecting value 

Memory address line failure at address, read value expecting value 

1つまたは複数のメモリモジュー 
ルが不良か、 正し〈取り付けら 
れていない可能ながあります。 

「コンピュータメモリの問題1 を参障.してくださし 、 n 

Memory size in CMOS invalid 

コンピュータ設定情報に記録さ 
れているメモリ量がコンピュータ 
に実瞭取り付けられているメモ 
リと一致していません。 

コンピュータを再起動します。エラーが再度表示される場合 
は. 「コンピュータメモ IJ のお聞1 をき蹈してください。 

No boot device available 

コンピュータカ 《 フロッピーまたは 
ハードライブを検出できません。 

セットアップユーティ IJ ティを 朽動し.フロッピー户ハードドライ 

ブに関するコンピュータ設定情報を確認し、必要であれば、そ 
の情報を修正して〈ださい。 

No boot sector on hard drive 

セットアップユーティリティのコ 
ンピュータ設定情報が正しくない 
力、、オペレーティングシステムが 
不良である可能ながあります。 

セットアップユーティリ ティを起動し、ハードドライブにおするコ 
ンピュータ設定情巧を確認し、必要であれば、その情報を修 
正してください。 

メッセ—ジがミ肖えなければ、オペレーティングシステムを再イ 
ンストールしてください。オペレーティングシステムじ付属の 
マニュアルを参照して〈ださい。 










































No timer tick interrupt 

システム基板上のチップが誤イ乍 
動している可能性があります。 

Del 輸断プロヴ ラムを 事巧します。 

Non-system disk or disk, error 

ドライブ A のフロッピーまたはハ 
ードドライブに起動巧能オペレ 
-ティングシステムがインストー 
ルされていません。 

フロッピーディスクがドライブ A にあります。フロッピーディスク 
を、起動可能なオペレーティングシステムの入ったフロッピー 
ディスクと交換するか、ドライブ A からそのフロッピーディスク 
を取り出してコンピュータを再起動します。 

Not a boot diskette 

フロッピーディスクにホペレーテ 
ィングシステムがありません。 

ホペレーティングシステムを含むフロッピーディスクでコンピュ 
ータを起動しまず。 

Please connect USB Keyboard/Mouse to USB port(s) on the back of the 
computer. 

USB キーボードとマウスの両方 
またはどちらかを、コンピュータ 
背面の USB コネクタじ接続する 
必要があります。 

コンピュータの電源を切り、 USB キーボードとマウスの両方ま 
たはどちらかを、コンピュータ背面の USB コネクタに接続し、コ 
ンピュータを再起動します。 「背面パネルのコネクタ1 をを照し 
てください。 

Plug and Play Configuration Error 

1つまたは複数のお張カードを 
言を定しようとしてコンピュータに 
巧題が生じました。 

「抗日信力ードの問頭 1ホ泰昭1 .てけ-’か,、。 

Read fault 

Requested sector not found 

オペレーティングシステムがフロ 
ッピードライブまたはハードドラ 
イブからデータを読み取れませ 
ん。 

ディスク上の特定のセクタが見 
つからなかったか、要ホされた 
セクタが不良です。 

「フロッピードライブの巧頭1 または 「ハードドライブの問頭 1を 
参照してください。 

Reset failed 

ディスクのリセットに失故しまし 
た。 

「フロ'ソ P - ドうイブの巧顔1 モナ-は r ハードドうイブの問謂 ホ 
参照してください。 

Sector not found 

オペレーティングシステムがフロ 
ッピーまたはハードドライブ上の 
セクタを見つけることができませ 
ん。 

「フロッピードライブの巧頭1 または 「ハードドライブの問頭 1を 
参照してください。 

Seek error 

オペレーティングシステムがフロ 
ッピーまたはハードドライブ上の 
特定のトラックを見つけることが 
できません。 

フロッピードライブ上にエラーがある場合、そのドライブ巧に異 
なるフロッピーを入れてみてください。 

シャツトダウン障害 

システム基板上のチップが誤イ乍 
動している可能性があります。 

Del 驗断ブロ グラムを 実行します。 

刻時機構が惇止 

バッテリが消耗している可能性 
があります。 

セットアッブユーティ IJ ティを お動し曰枯ホ訂 TF します。 

巧韻が齡肖しない場合. 「バッテ IJ の問頭 ホきおしてけ巧 
い。 

Time-of-dav not set 

コンピュータ設定情報に表示さ 
れる日時がコンピュータクロック 
に合っていません。 

セットアップユーティリティを 起動し、日時を訂正します。 

Timer chip counter 2 failed 

システム基板上のチップが誤イ乍 
動している可能性があります。 

Deli 診断ブ□ヴう ムを事巧します。 

Unexpected interrupt in protected mode 

キーボードコントロ ーラが誤動 
作しているか、1つまたは複数の 
メモリモジュールがゆるんでい 
る可能性があります。 

Deli 誇断ブロヴ ラムを 実行します。 

WARNING : Dell's Disk Monitoring System has detected that drive [0/1] on 
the [primary/secondary ] EIDE controller is operating outside of normal 
specifications. It is advisable to immediately back up your data and 
replace your hard drive by calling your support desk or Dell Computer 
Corporation. 

?{ I ? P 0 ST が IDE ドライブのステー 
タス情報を調べました。？巧ドラ 
ィブが、動作仕巧のエラー状態 
を検出したことを示します。 

コンピュータが起動を終了したら、ただちにデータのバックアッ 
プホトリ. ハードドうイブを巧削，ます。 ？巧データホで巧巧ド 
ライブに再記録します。 

?巧ハードライブのデータをバックアッブします。交換用ドライ 
ブをすぐには使用できず、そのドライブが唯一の起動ドライブ 
ではない場合、 セットアップユーティリ ティを起動し、が応する 
ドライブの設定を None に変更します。ドライブをコンピュータ 
力、ら取りかします。 

Write fault 

内 rite fault on selected drive 

オペレーティングシステムがフロ 
ッピーまたはハードドライブにデ 
ータを書き込めません。 

「フロ'ソ P - ドうイブの問顆1 モナ-は r ハードドうイブの問頭 ホ 
参照してください。 


コンピュータビープコード 


モニタ上で報告できないエラーが起動時に発生ずると、コンピュータは問題を識別するビープコードを出す場合があります。ビープコードは音のパターンでず。ビープコードは音のパターンです。たとえ 
ば、1つのビープの後に2ま目のビープが付き、その勸こ3つのビープの連続音(コード 1-1-3) ががしげこ場合.これはコンピュータが NVRAM 巧のデータを読み取れなかつもことホ貴はします。 


ビープコードが発生したら、 該断チェックリスト ホ扣刷し.そのコードを書き留め、巧の表でそのコードを調べてください。ビープコードの意巧を調べても問題を解みできなかった場合、 Dell 誇陆ブロヴラム 
を巧巧してその原因をつきとめてください。それでも問き頁が解みしない場合. Delll こ连裕して テクニカルサポ~トホ受けて〈ださい。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイクロプロセッサレジスタ障害 

1-1-3 

NVRAM 読み書き璋害 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム摩害 

1- 2-1 

プロヴラム巧能インターバルタイマ 

1-2-2 

DMA 初期化障害 

1-2-3 

DM A ぺージレジスタ読み書き障害 

1-3 

ビデホメモリの不良 

1-3-1 

メモリモジュールが正しく認識されていないか使用されていない 

2- 4-4 

























































3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスタ DMA レジスタ摩害 

3-1-3 

マスタ割り込みマスクレジスタ隆害 

3-1-4 

スレーブ割 y 込みマスクレジスタ障害 

3- 2-2 

割り込みベクタロード障害 

3- 2-4 

キーボードコントローラ障害 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

NVRAM 構成 

3-3-3 

リアルタイムクロック ( RTC ) またはキーボードコント□-ラが検出されません 

3-3-4 

ビデホメモリの不良 

3-4-1 

ビデオな期化障害 

3-4-2 

ビデホリトレース障害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4- 2-1 

タイマーチック障害 

4- 2-2 

シャットダウン障害 

4- 2-3 

ゲート A 2 日の障害 

4- 2-4 

巧護モードで予測外の中断が発生 

4-3-1 

アドレス OFFFFhJil 上のメモリ障害 

4-3-3 

タイマーチップチャネル2障害 

4-3-4 

刻時機構が惇止 

4- 4-1 

シリアルまたはパラレルコネクタ障害 

5- 1- 2- 3 

メモリ読み書き障害 

5- 2-2-1 

メモリモジュールが不一致またはサポートされていない 

5- 2- 2- 2 

メモリモジュールペアの不一致 

5- 2- 2- 3 

メモリモジュールを巧期化できない 


警告メッセージ 

アプリケーションプログラムまたはホペレーティングシステムは、巧題が発ましている可能性があることを知らせ、処置をおこなってから実巧を結けるように指示しまず。たとえば、フロッピーディスクをフ 
才ーマットする前に、間違ってデータを消去または上書きしないようにする方まとして、フロッピーディスク上のすべてのデータを失う可能性があるとしづことをメッセージで警告します。これらの害告メッ 
セージは通常、手 II 頃を中断し、 y (はい)または n| いいえ)と入力して応答することを要ホします。 


診断メッセージ 

Dell 訟おブロ グラム で テストグループモたはサブテストを実巧すると、エラーメッセージがを生ずる場合があります。この項では、これらのエラーメッセージじついては説明していません。 該断チてックリ 
ストの コピ ー I こメッセージホ記入し. Dell じ連絡して テクニカルサポートををけて〈ださい。 


診断ライト 

么 警告： コンビュータ巧曲のコンポーネントの巧業をする前に. r 巧かこわたってのを gj を♦おしてください。 

ライトによって、問題に対する対応処置をみめることができます。問題に対する対応処置を巧う際、コンピュータカバーを開ける必要がある場合、 「コンピュータカバー」 を参照して、推奨する対応処置をと 
る前の必要な手順を完了してください。お奨する対応処置をとったをも、巧題が解みしない場合は、 Dell [こ產絡して テクニカルサポ~卜をきけて〈ださい。 


■巧ライト 

ハードドラ 

イブライト 

巧因 

巧な姐1 

緑をの点■灯 

- 

電源がホンで、コンピュータは正常に動巧しています。 

巧応処置は必要ありません。 

緑をに点滅 

ホフ 

コンピユータはサスペンド状態 (Windows 2000および Windows XP ) 
です。 

適切な方法の 1 つを使巧して、コンピュータを r ウ X イクアツブ」します。 「電源管 
理」 を参照してください。 

緑色に数回点滅したあとオフにな 
る 

— 

設まエラーがあります。 

同をの Pp 3 頭を識別できるかドうか巧誦するわめに. 訖断う イトを 補記[します。 

黄をの点な 

— 

Dell 診断プログラムが テストを実行中、またはシステム基巧のデ 

Del 驗断 プログラムが 実行中であれば、テストホ格了させます。 



バイスが 不良 か、正し<取り付けられていない可能性があります。 

固ちの巧頭を識別できるかどうか確認するために、 誇断 ライトを 確認します。ま 
わ. 「システム其板の間顏 ホ参剧，て<ピさい。 




コンピユータがお動しむい場合. Dell じ澤絡して テクニカルサポートホをけて<だ 
さし、。 

黄をの点戚 

ホフ 

電源装置またはシステム基板に障害があります。 

同ちの巧頭お話別できるかドうか巧韶するわめに. おがう イトを 巧認します。ま 
た、 「雷;原の問頭」 または 「システム基板の巧顏」 を参照して〈ださい。 

黄をの点戚 

緑をの点 
巧 

システム基板に障害があります。 

固巧の巧頭を識別できるかどうか巧認するために、 誇断 ライトを 確認します。ま 
た、 「システム其怖の問 韻」 を参照してください。 

POST 中の緑をの点灯とビープコ 
-ド 

— 

BIOS 実行中に問題が検出されました。 

ビープコードじよる訟飾こついては. 「コンビユータビーフコード ホ参剧，て<ピさ 
し、また、固ちの問頭を識別できるかどうか巧設するために、 較断ライト ホ確認 

































































します。 

POST 中の緑をの点'な、ビープ コ 
ードおよびビデホ表示なし 

— 

モニタまたはグラフィックカードが不良力、、正しく取り付けられてい 
ない可能性があります。 

同ちの巧頭お話別できるかドうか巧誦するわめに. 該断 ライトを 巧認します。ま 
た、 「ビデナの巧 韻」 を参照してください。 

POST 中の緑をの点な、ビープ コ 
—ドはないが コン ピュータがロック 

— 

内蔵システム基板に义陥がある可能性があります。 

固巧の巧頭ホ識別できるかどうか確認するために、 診断 ライトを 確認します。巧 
題を識别できない場合、 Dell に運絡して テクニカルサポートを受けてください。 


コン ピュータの電源を入れると、一連の自己該断巧のチェックを実行します。 POST が正常に終了すると、ビープ音が1つ聞こえ、通常の操作が始まったことを示します。 コン ピュータが POST を完了でき 
ない場合、 コン ピュータの一連のライトで、どの POST テストが失がした力、、あるいはシステムが坛応しなくなった原因がわかります。これらのライトは、 POST 実巧前および実行中の問題のみを示し、通 
常の操作中の問題は示しません。 


次のきに診断ライトのコード、考えられる原因、推奨する対応処置を示します。お使いのコンピュータのバターンを、表に示されたパターンの1つと簡単じ一致させられるように、ライトはラベルされていま 
す。 


ライ h / 《夕一 

ン 


原因 

化 《 

A 

O 


ホフ 

コンピュータに電力が供給されていませ 

コンピュータをコンセントに持結します_ TF 巧 i パネん雷•:悟う イトが ナンになっているか 



ん。 

確認します。電源ライトが点なしてし々い場合、コンピュータが動巧しているコンセン 

B 

o 


ホフ 


卜に巧締されているか確認し、 電源 ボタンを 巧します。 

C 

o 




D 

o 


ホフ 


それでも問頭が鞋ましない場合、 Delll こ連絡して テクニカルサポートを受けてくださ 
い。 



ホフ 



A 

Q 


黄色 

マイクロプロセッサが不良の可能性があ 
ります。 

「マイクロブロセツサのを 1 賴 1 の手順を実巧します。 

B 

O 


黄を 



C 

9 





D 

O 


緑を 





黄を 



A 

Q 


黄を 

メモリに不具合の可能ながあります。 

「コンピュー々メモ IJ の問頭 1 の丰川頁ホ幸巧します。 

B 

O 


黄色 



C 

9 





D 

み 


緑を 





緑色 



A 

O 


黄を 

お張カードに不具合またはコンフリクト 
の可能性がありまず。 

りに張力ードの問題 1 または 「"ードウエアのコンフリクト 1 の手順ホ実行します。 

B 

9 


緑を 



C 

Q 





D 

O 


黄を 





黄色 



A 

O 


黄色 

ビデホカードに不具合の可能性がありま 

ビデオカードを装着しなおし、巧テストのためコンピュータを再超動します。おおカード 



す。 

の巧り外しわよけ‘巧リイ 寸 けの丰 1 怕 (こついては. [梳银 力ードのおりかし 1 奈を照して<ピ 

B 

9 


緑を 


さし、。 

C 

O 





D 

Q 


黄色 


P 占頭が齡夹しない場合. 「祀張力ードの問頭 1 の丰 1 陌を車巧します。 



緑を 


それでも問頭がおみしない場合、 Dell に連盗して テクニカルサポートをきけて〈ださ 
い。 

A 

O 


黄色 

フロッピードライブまたはハードドライブ 
に不具合の可能性があります。 

r フロ’が-ドうイブの巧額 1 モナ-は「/、ードドうイブの巧頭 1 のま 1 陌ホ車行します。 

B 

9 


緑を 



C 

Q 





D 

O 


緑を 





黄を 



A 

Q 


緑を 

ビデホの初期化のを、費吿が検出され 

コンドュー々面丽こホ示ホれるすべ了のメッ巾ージ本記録し. 「システム其巧のお額 1 



ました。コンピュータの画面でエラーメツ 

およびし、ー ドウエアのコンフリクト 1 のキ 1 隔を実行します。 

B 

Q 


緑を 

セージを確認します。 


C 

Q 




D 

O 


緑を 





黄を 



A 

O 


緑を 

システムさあリソースおよびハードウ ェ 
アのどちらかまたは両方に不具合の可 

r システム基板の問頭 1 および r ぃードウ i アのコンフ IJ クト 1 の手順を実行します。 

B 

O 


黄色 

能性があります。 


C 

o 




D 

9 


黄を 





緑を 



A 

9 


緑を 

システム基板リソースおよびハードウ ェ 
アのどちらかまたは両方に不具合の可 

r システム某报の巧聞1およバ「"ードウ: L アのコンブけ卜1の丰1隔を事斤します。 

B 

O 


黄を 

能性があります。 


C 

Q 





D 

Q 


緑を 





緑を 
















































































A 

Q 


緑を 

お張カードに不具合またはコンフリクト 

「システム某祀の巧頭 1 および 「ハードウ 1 アのコンフ IJ ク hi の辛 1 旧を幸巧します。 



の可能性があります。 


B 

Q 


緑を 



C 

O 





D 

O 


黄色 





黄を 



A 

O 


黄を 

USB 障害の可能性があります。 

すべての USB デバイスとケーブルを外し、再テストのため コン ピュータを再起動しま 
す。それからすべての USB デバイスとケーブルを再巧統し、巧テストのため コン ピュ 

B 

Q 


緑を 


ータを再起動します。 

C 

9 




D 

9 


緑を 


それでも問頭が解みしない場合. Del に律給して テクニカルサポートホ耕十て<だ夕 
い。 



緑を 



A 

Q 


緑を 

POST をの通常の動作が態を示します。 

巧処する必要はありません。 

B 

O 


緑を 



C 

9 





D 

9 


緑を 





緑を 



o = 

ま色 




9 = 

禄色 




O = 

ホフ 





S N MP プラットフナームイベントトラップ 

お使いのコンピュータは.ネットワーク管理ソフトウェアを通して.ネットワーク管理をにコンピュータで特をのイベントが発生しもことをもえる. SNMP PET メッセージを生がします。 


巧の表に、コンピュータが巧成ずる SNMP プラットフホームイベントトラップを示します。 


お巧 

コード 

BIOS 起動失敗 

02 03 23 6f 00 

シャーシイントルージョン 

02 03 23 6f 00 

不適切な温度 

02 03 0106 01 

お効なパスワード 

02 03 06 6f 01 

不適切な電圧 

02 03 02 06 01 


且夕ぺ ージに 量る 
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アプリケーションとデバイスの互換性 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 


♦ プログラ_ム互を巧ウ主ザード 


Windows XP は広範囲なアプリケーシヨンプログラムやハードウェアデバイスじ対応するよう設計されていますが、古いプログラムやデバイスの中にはほ巧できないものもあります。 

WWW.mkroso け. com/japan の Microsoft ウェブサイトで、アプリケーシヨンプログラムとハードウェアデバイスについての互換性情報をお読み < ださい。巧しし、ソフトウェアやデバイスを御購入じなる際 
は 、 Windows XP 対応のラベルがあるか確認して<ださい。な前の Windows ホペレーティングシステム用に設計されているアブリケーシヨンプログラムを使巧していて問題がを生した場合 、 Windows XP が 
互換性モード谜能を提供します （「 ブログラム互搜性ウィザ~ ド 」 を参照）。レソ前の伽 Mows オペレーティングシステムで動作するよう設計されているアプリケーシヨンプログラムやハードウェアデバイスのイ 
ンストールがうま<ぃかなかった場合 、 Windows XP についての情韩 i や Windows XP へのアップデ ー H こついては、製品の製造元にお問い合わせください。 


Windows XP には、邮 ndows 巧アプリケーションプログラムを使うと]前のオペレーティングシステムで発生することのあった問題を解まする新しし、テクノロジも含まれています。これらのアブリケーション 
プログラムはインストール時に、特定の Window ロァイルの特定の/くージョンを古いバージョンに置き換えます。この状態が原因で、置き換えられたファイルじ巧巧するき斤し L ヴプリケーンョンプログラム 
に不具合が発生することがあります。オペレーティングシステムの安定性の問題を解消し、巧善するために 、 Windows XP は複数のバージョンのファイルを管理して、プログラムに必要な正しい/くージョン 
を使用します。 


& メモ： インストール後にオペレ~ティングシステムや他のアプリケーションに問題がを生する場合、 システムの復元 を 巧つ、な前のま定した状態にコンピュータを戻すことができます。 


プログラム互換性ウィザード 

Windows XP では、古いアブリケーシヨンブログラムを実行しようとするときに発生する可能性のある問題のうちのい<つかを解みするプログラム互換性磯能力 《 提供されています。プログラム互換なウィザ 
-ドを使って 、 Windows 95 、 Windows 98/ Me . Windows NT 4.0 Service Pack 5、または Windows 2000にぶい環境でプログラムを実巧するよう設定することができまず。 

プログラム互換なウィザードを使用するには、巧の手順を実行します。 

1. スタートをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリとポイントして、プログラム互！*性ウイザードをクリックしまず。 

2. プログラム互»性ウィザードが表示されたら、ホへをクリックします。 

3. 互換を設定を実行するプログラムの場所の指定ちミ去を、リストから、 CD を利用、または手動で指定の中から選びます。巧へをクリックします。 

4. プ□グラムが対応している、または正常に実行したオペレーティングシステムのタイプを選んでから、巧へをクリックします。 

5. ゲームについては、必要に応じてプ□グラムの画面設定を選びまず。 

6. 次へをクリックします。 

7. プロヴラムの設をの互換性をテストするには、巧へをクリックします。 

ブログラムが正常に実行することを確認したら、プログラム互み性ウイザードウィンドウに戻ります。 

8. プロヴラムが正常に実行されたらは いを 選び、そうでない場合、 いいえ、別の互#性のおをを防します またはい いえ、互換性の肢をぞ完了しますを 選んで、 巧へ をクリックします。 

9. はいを選んでほ巧した設赶こつしでの情報.および問題が留ミ夫したかどうかの情報を送信するか、いいえを選んでから、ホへをクリックします。 

10. 完了をクリックしてウイザードを閉じます。 


目次ページに房る 
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コンピュータカ/く一 

Dell Precision ™ Workstation 340 ユーザー ズガイド 

♦ コンピュータカ/く一を開く 
♦ コン ピュ~タカ/く ~を閉じる 


コンピュータカバーを 開く 

A 警告： このモ旧を実行する巧に、 r 作 g にあたってのま童 J を参巧してください。 

© を意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20巧待ってからコンピュータからデバイスを取りかして〈ださい。システム基キ反上のスタンバイ電源ライトがオフになっていることを確認してから、 
システム基巧からコンポーネントを取りかして〈ださい。このライトの位置をお認するロホ、 r システムぶ板のコンポーネント I のイラストをを照して〈ださい。 


1 . 

2 . 

3. 

Sd 

〇 

4. 

〇 


コンピュータとデバイスの電源をホフにし、それらをコンセントから巧いて10〜20秒待ちます。 

背面パネルの パドロック リング を 通してパドロックを取り付けてしぶ場合は、パドロックを取りみします。 

ミニタワーコン ピュ ータの 場合は、 コン ピュ ータの 側面を下にして置きます。 

メモ： スモールデスクトップコンピュータの場合、コンピュータカバーを開<前に、 スタンドを取りかして<ださい。 ミニ タワーコンピュータの場合、カバーを開<前にコンピュータの側面を下にして置き 
ます。 

を 意 ： コンピュータが机やテーブルの端こ置いてある場合、カバーを開けないで〈ださい。その状態でカバーを開けると、コンピュータカ{傾いて落ちる場合があります。カバーを置いておけこめに、 
机またはテーブルの端から少なくとも30 cm 離してコンピュータを設置してください。 

カバーが自由に持ち上がるようになるまで、2つのリリースボタンを巧します。 

を 意： ケーブルに損傷を与えなしなうにゆっくりとカバーを開きます。 


5. カバーの後部を持ち上げ、コンピュータの前方へ起こします。 

スモールデスクトツプコンピュータ 



〇 を意： ミニタワーコンピュータのシステム基巧への損傷を防ぐため、45度で固定されるまでカバーを開きます。次に、取りタル巧能メディアドライブデータケーブルとハードドライブデータケーブル 
の両方またはどちらか一方をシステム基巧から取りかし、カバーを90度の角度まで開きます。 


ミニタワーコンピユータ 















コンピュータカ/《一を閉じる 

1. すべてのケーブル接結、特に作業中に繰んだと思われるケーブル接結を確認しまず。ケーブルは邪魔にならない場丽こまね、コンピュータカバーに挟まれなしけうにします。 

2. コンピュータの内部に工具や余った部品（ネジなど)が残っていないか痛認します。 

3. スモール ミニ タワーコンピュータの場合、カバーを45度の角度に閉じ、取り巧し可能メディアドライブデータケーブルと/\-ドドライブケーブルの両方またはどちらか一方を接続します。 

4. カバーをコンピュータ後部じ向かって巧し、所定の位置にはめ込んでコンピュータカバーを閉じます。リリースボタンが所定の位置にカチッとはまったことを確認します。 

スモールデスクトップコンピュータ 





















ミニタワーコンピュータ 



t コンピュータのセキュリティのためにパドロックを使巧している場合、パドロックを取り付けます。 
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Dell 診断プログラム 

Dell Precision™ Workstation 340 ューザーズガイド 

♦ Dell 誇断ブログラムを巧用するとき 

♦ Deli 診がプログラムのま己動 


DeM 診断プログラムを使用するとき 

コンピュータに問題がを生した場合、 DeH テクニカルサボートに問い合わせる前に、 r 問頭の巧ずと 馆ミ夹方法 I の于エックを実巧し. Dell 該断プログラムを実行してください。 Dell 該断プログラムを実行する 
ことによって、 Dell に巧い合わせなくても問題を解みできる場合があります。 Dell に巧い合わせる場合、テストの結まは Dell のサポート担当者に重要な情報を提供します。 

Dell 訟断プ□グラムでは、 U 下のことが巧能です。 

I1 つまたはすべてのデバイスのクイックテスト、全がテスト、またはカスタムテストの実行 

I 起きている問題のを巧に基いたテストの選が 

I テストが実斤される回数の選巧 

I テスト結まの表示 

I エラーが検出された場合のテストの中断 

I テストとデバイスについて説明したホンラインへルブ情報へのアクセス 
I テストが正常お了したかどうかを知らせるステータスメッセージの受信 
I 問題がお出された場合のエラーメッセージの受信 


Dell 診断プログラムの起動 

作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 

^ を 意： Dell 診断プログラムは、 Deir コンピュータ専用です。このプログラムを別のコンピュータでほ用すると、エラーメッセージが表示されます。 

セットアップユーティリティをを己動し . コンピュータの設定情報を閲監して、テストするデバイスがセットアッブユーティリティに表示され、アクティブであることを確認します。 

/、ードドライブ または 『Drivers and Utilities CDj(『ResourceCDj とも呼ばれます）から DeH 診断プログラムを開きます。 

ハードドライブからの DeH 診断プログラムの起動 

1. コンピュータをシャットダウンして、再起動します。 

2. DELIJM □ゴが表示されたらすぐに、 < F 12>^ 巧します。 

^ メモ： 診断ブログラムユーティリティパーティションが検出されませんとし、うメッセージを受信した場合、手順になって 『Drivers and Utilities CDJI から DeH 診断プログラムを実斤します 。 

ここで時間をおきすぎて Microsoft ® Windows ® ロゴが表示されてしまったら、 Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。巧に、 スタートメ ニューを介してコンピュータをシャットダウンし、再 
度試みます。 

3. 起動デバイスの一背が表示されたら、 Boot to Utility Pa け ition を/\イライト表示し、迂 nter 靖巧します。 

4. Dell Diagnostics Main Menu が表示されたら、実行する テストを選びます 。 

『 Drivel'S and Utilities C DJ | からの DeM 診がプログラムの起動 

1. CD ドライカこ 『Drivers and Utilities CD 』 を挿入します。 

2. コンピュータをシャットダウンして、再起動します。 

DELL ™ ロゴが表示されたらすぐに、才12々押します。 

ここで時間をおきすぎて侧 ndows のロゴが表示されてしまったら、 Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。巧に、 スタートメ ニューを々してコンピュータをシャットダウンし、再度試みま 
す。 

^ メモ： この機能は、起動順をを1回だけ変更します。次回の起動時には、コンピュータはセットアップユーティリティで指定したデバイスから起動します。 

3. 起動デバイスの一背が表示されたら、 IDE CD-ROM Device を/、イライト表示し < Enter > を巧します。 

4. CD の起動メニューから IDE CD-ROM Device オプションを選びます。 

5. き示されたメニューから Boot from C D-R 0 M オブションを選びます。 

6 .1 と入力して Resour び CD メニューを起動します。 

7. 2 と入力して Dell 彭断プログラムを起動します。 

8. 番号の付いた一監から Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選びます。複数のバージョンが表示されている場合、お使いのプラットフホームに該当するバージョンを選びます。 














9. Dell Diagnostics Main Menu が表示されたら、実巧するテストを選びます。 


DeM 診断プログラムのメインメニュ ー 

1. Dell 彭断プログラムが□-ドされ Main Menu 画面が表示されたら、希望のオプション用のボタンをクリックします。 
^ メモ： お使いのコンピュータのサービスタグナンバーは、をテスト画面の一番上にあります。 


ホプシヨン 

機能 

Express Test 

デバイスのクイックテストを実行します。通常このテストは10〜20分かかり、お客様の操作は必要ありません。最初に Express Test を実行すると、問題をすばや<特定できる可能な 
力《増します。 

Extended 

Test 

デバイスの全体チェックを実行します。通常このテストは1時間な上かかり、質問に定期のに応答する必要があります。 

Custom Test 

特をのデバイスをテストします。実行ずるテストをカスタマイズできます。 

Symptom 

Tree 

検出した最も一般的なを化を一監表示し、巧題のを化に基いたテストを選巧することができます。 


2. テスト中に問題を検出すると、エラーコードと問題の説明を示すメッセージがき示されます。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の指示に従います。 
エラーが解ホできない場合、 Delll こお巧い合わせ<ださい 。 


3. Custom Tes ほたは Symptom Tree オプションからテストを実行する場合、レ: I 下のきでタブの詳細を確設し、適切なタブをクリックします。 


タブ 

楼ぉ 

Results 

テストの結ま、および発生したすべてのエラーの化態を表示します。 

Errors 

発生したエラーの巧態、エラーコード、および問題の説巧を表示します。 

Help 

テストについて説明しまず。また、テストを実行するための要件を示す場合もあります。 

Configuration 

選巧したデバイスのドウエア構なを表示します。 

Del 輸がプログラムは、セットアップユーティリティ、メモリ、および様々な内部テストからすべてのデバイスの設定情報を入手し、画面のちペインのデバイスー賣じ表示します。デバイ 
スー監には、コンピュータじ取り付けられたすべてのコンポーネントち、またはコンピュータに接統されたすべてのデバイスをが表示されるとはかぎりません。 

Parameters 

テストの設定を変更してテストをカスタマイズすることができます。 


4. テストが終了したら 、 『Drivers and Utilities CD 』 から Dell 診がプログラムを実行している場合、 CD を取り出します。 

t テスト画面を閉じ、 Main Menu 画面に戻ります。〇611餘巧プログラムを終了しコンピュータを巧起動するロホ、 Main Menu 画面を閉じます。 


目タページに戻る 


















目次ページに戻る 


ドライブ 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 


フロッピードライブの取りかしと取り付けースモールデスクトップコンピユータ 

フロッピードライブの取りかしと取り付けーミニタワーコンピユータ 

心25インチ取り外し可能メディアドライブの取り列•しと取り巧けースモールデスクトッブコン 

ヒユ ~夕 

5.25 インチ取りみし巧能メディアドライブの取りかしと取りがけ—ミニタワーコンピュータ 


ハードドライブの取 y かしと I 又り j ± けースモールデスクトップコンピュータ 


ハードドライブライブの取りみしと取りがけーミニタワーコンピュータ 

2台目のハードドライブの追加 

IDE ドライブのアドレス指定 

ドライブの培編 


A 警告： 巧■のるれがあるので、コンビュータおよびすベてのデバイスの■巧を切り、コンセントからプラグを巧きます。なに5巧な上待ってからコンビュータカバーを M きます。ま 
^ た、ドライブを巧 y 付ける前に、 r 作奠にあたっての注童 J に巧すその化のま童辜]1をみ巧してください。 

Q を意： 啞 による損傷を防ぐため、コンピュータ背面の塗装されてしけよい金属部州こ触れて身体の静電気を逃がしてください。 


1. ドライブを箱から出して、取り付けの準楠をします。 

[•■'ライブにか属のマニュアルを確認して、ドライブの設まがお使いのコンピュータに合ってし、ることを確認します。必要に応じて、ドライブの設定を変更します。 

2. 11吐 ドライブを取り讯ナる場合は、ドライブをケーブルセレクトに設まします。 

通常は、ドライブの種類によりジャンパまたはスイッチをケーブルセレクトに設定してドライブを構成します。ケーブルセレクトの設定手順じついては、ドライブじ付属のマニュアルを参.暗して<ださ 
い。 


フロッピードライブの巧りかしと取り付けースモールデスクトップコンピュータ 

1. コンピュータカバーを開きまず 。 

2. ドライブカザでにベイに取り付けられており、そのドライブを交換しようとしている場合は、ドライブとブラケットアセンブリを取りかず前に、ドライブ背面の電源ケーブルとフロッピードライブケーブ 
ルを取りかしていることを確認します。 

フロッピードライブケーブルの巧りかし 



1 

電源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブ J レ 

3 

フロッピードライブコネクタ 


3. ドライブベイの両測にある2個のタブを内側へ}甲し込み、ブラケットをシャーシからかします。 

4. ブラケットを引き上げ、シャーシから取り巧します。 


フロッピードライブの巧りかし 
























5. 交換するドライブにブラケットレールが付いていない場合、をレールをドライブに固定している 2 本のネジをかして、レールを古いドライブから取り外します。 
ドライブレールブラケットの巧 y みしと巧りせけ 

化_ 



t ドライブのネジカとレールのネジ巧を合わせてから4本のネジをすベて締めて、ブラケットを新しいドライブに取り付けます。 

7,タブが巧をの巧圏こカチッと確実に化まるまでブラケットを慎重にスライドさせて. 3.5 インチフ□ッピードライブおよびブラケットアセンブリをシャーンに取り付けます。 

フロッピードライブの巧 y 付け 



8. 電源ヶーブルとフロッピードライブヶーブルをドライブのコネクタに接続します。 

9. コンピュータカ/く一を閉じ 、 コンピュータおよびデバイスをコンセントに再度巧続してから電源を入れます。 

フロッピードライブケーブルの巧 y せけ 

















1 

電源ケーブル 

4 

フロッピードライブコネクタ 

2 

フロッピーケーブル 

5 

電源コネクタ 

3 

フロッピーケーブルコネクタ 




フロッピードライブの取り外しと取り付けーミニタワーコンピュータ 

1. コンピュータカバーを開きます 。 

2. 電源ケーブルとフロッピードライブデータケーブルをドライブから取リタルます。 

3. ドライブベイの両側にある2個のタブを巧測へ押し込み、ブラケットをシャーシからかします。 

4. ドライブを弓陪上げ、コンピュータから取り外します。 

フロッピードライプの巧りかし 



1> 


5. 交換するドライブにブラケットレールが付いていない場合、をレールをドライブに固定している2本のネジをかして、レールを古いドライブから取りかします。 

6. ドライブのネジ巧とブラケットレールのキジ巧を合わせてから4本のネジをすベて綿めて、ブラケットを新しいドライブに取り付けます。 

ドライブ レール ブラケットの巧 y みしと巧 y 付け 


化 . 




















7. タブが所定の位置にカチッと確実に化まるまで、 慎重に ドライブを所定の位置にスライドします。 

8. フ□ッピードライブデータケーブルを、フ□ッピードライブの背面に取り付けます。 

9. 電源ヶーブルをドライブの電源入カコネクタに}ま結します。 

10. コンピュータカバーを 巧に - コン ピュータおよびデバイスホコンセントに巧庙巧結してから電源を入れます。 

フロッピードライブケーブルの巧 y 付け 



1 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ 

2 

電源ケーブル 

4 

フロッピードライブケーブルコネクタ 


5. 25インチ取り外し可能メディアドライブの取り外しと取 y 付けースモールデスクトップコンピユータ 

1. コンピユータカバーを閲きます 。 

2. 取り外し可能メディアドライブデータケーブルをドライブから取り巧します。 

3. 電源ケーブルおよびオーディオケーブルをドライブから取りかします。 


巧 y かし可化メディアドライブケーブルの巧 y かし 



1 

ホーディオケーブル 

5 

電源ケーブルコネクタ 



















2 

取りかし可能メディアドライブデータケーブル 

6 

取りかし可能メディアドライブコネクタり DE SEC ) 

3 

電源ケーブル 

7 

ホーディオケーブルコネクタ 

4 

データケーブルコネクタ 




4. ドライブベイの両測にある 2 個のタブを内側へ}甲し込み、ドライブをコンピュータから取り巧します。 

5. ドライブを引き上げ、 コン ピュータから取りがします。 

取 y 巧し可能メディアドライプの巧りホし 



6. 交換するドライブにブラケットレールが巧いていない場合、をレールをドライブじ固定している2本のネジをかして、レールを古いドライブから取りかします。 

7. ドライブのネジ巧とレールのネジ巧を合わせてから4本のネジをすベて姉めて、レールを新しいドライブに取り付けます。 

8. 巧しいドライブを取り付ける場合、カバーの内側に取り付けてあるレールに接続します。 

巧 y かし可能メディアドライブの巧り付け 



9. タブが所定の位置にカチッと確実に化まるまでブラケットを慎重にスライドさせて、取り外し可能メディアドライブおよびブラケットアセンブリをシャーンに取り付けます。 

10. 専巧のコントローラカードが巧いてし、るドライブを取り巧ける場合、コントローラカードは t 皮おスロットに取り讯ナます。 

じ メモ： 2つの}が長力ードが同じリソース(メモリ、 I / O アドレス、 IRQ ) をほ用しようとすると、巧題が発生する場合があります。この種漂のコンフリクトを避けるため、詳細じつい口ま、 「 割り込み割り 
当てコンフリクト I や力ードじが尾のマニュアルホを鹿してください。 

11. 電源ケーブルをドライブ背面にある電源入カコネクタに接続します。 

12. 適切なインタフェースケーブルをドライブ背面じあるインタフェースコネクタに接続します。 


お使いのコンピュータに EIDE CD ドライブが搭載されている場合、既存のインタフエースケーブルに付いている予搞コネクタを使用します。それなかの場合、ドライブキットに付属の IDE インタフエ 
ースケーブルを使用します。 


巧 y かし可能メディアドライブケーブルの取り付け 











2 



1 

ホーディオケーブル 

5 

電源ケーブルコネクタ 

2 

取り巧し可能メディアドライブデータケーブル 

6 

取り外し可能メディアドライブコネクタ (IDE SEC ) 

3 

電源ケーブル 

7 

ホーディオケーブルコネクタ 

4 

データケーブルコネクタ 




13. ドライブの種類により、システム基キ反またはコントローラカードにインタフエースケーブルを接続します。 

I CD ドライブの場合、インタ フエー スケーブルのもう一での端をシステム基板の 「IDE SECJ とラベルされたインタ フエー スコネクタに巧続します。 
I ま用コントローラカードががいているドライブの場合、インタ フエー スケーブルのもう一方の端をコントローラカードに接続します。 

14. すべてのケーブル接統を確認します。冷がフアンや通風孔の师于にならないようにケーブルをまとめておきます。 

15. それまで取り外し可能メディアドライブベイに何も取り讯ナてしぶかつも場合.正面パネルから ドライブベイ カバー ホ 取りかします。 

16. コンピユータカバーを閉 に ， コンピユータおよびデバイスをコンセントにち度接結してから電源を入れます。 

17. 設定情報を更新します。 

18. Dell 該断プログラムを 実行して、コンピュータが正し〈動作することを確認します。 


5. 25インチ取り外し可能メディアドライブの取り外しと取り付けーミニタワーコンピュータ 

取りがし可能メディアドライブおよびブラケットアセンブリを取り付ける場合、巧の手順を実行します。ブラケットレールが付いていない新ししがライブを取り付ける場合、カバーの巧側に取り付けてあるレ 
ールに接続します。 

^ メモ： ミニタワーコンピュータ巧のブラケットにネジががいてしげよい場合、 Dell にお問い合わせください。 Dell へのお問い合わせの詳細については、 「困ったときは I を参照して〈ださい。 

1. コン ピュータカパーを開きまず 。 

2. 取り外し可能メディアドライブデータケーブルを取りかし巧能メディアドライブから取りかします。 

3. 取り外し可能メディアドライブ電源ケーブルとオーディホケーブルを取り外し可能メディアドライブから取り外しまず。 

4. ドライブベイの両側にある2個のタブを内側へ巧し込み、ドライブをコンピュータから取りかします。 


巧 y かし可化メディアドライプの巧 y かし 


















5. ドライブを引き上げ、コンピユータから取りかします。 

t 交換するドライブにブラケットレールが付いてし、ない場合、をレールをドライブに固をしている2本のネジを外して、レールを古いドライブから取り巧しまず。 

ドライブブラケットレールの巧りかしと巧り付け 


化 



7. ドライブのネジカとブラケットレールのネジ巧を合わせてから4本のネジをすベて締めて、ブラケットを新しいドライブに取り付けます。 

8. タブが所定の位置に確実にカチッと化まるまで慎氧こドライブをスライドさせて、取りがし可能メディアドライブおよびブラケットアセンブリをコンピュータに取りがけます。 

9. 専巧のコントローラカードが巧いてし、るドライブを取り巧ける場合、コントローラカードは t 皮おスロットに取り讯ナます。 

。 メモ： 2つの}が長力ードが同にリソース(メモリ、 I / O アドレス、 IRQ ) を使用しようとすると、巧題が発生する場合があります。この種類のコンフリクトを避けるため、詳細じついては、 「割り込み割り 
W 当てコンフリクト 」 や力ードに付属のマニュアルを参照してください。 

10. 取り外し可能メディアドライブ電源ケーブルと才ーディオケーブルを、取り外し可能メディアドライブに接結します。 

11. 取り外し可能メディアドライブデータケーブルを取りかし巧能メディアドライブに取り付けます。 

コンピュータに IDE CD ドライブが搭載されてし、る場合、巧巧のインタフエースケーブルに付いている予備コネクタを使用します。それなかの場合、ドライブキットに付属の IDE インタフエースケーブ 
ルを使用します。 

12. それまで取り外し可能メディアドライブベイに何も取りかけてしぶかつも場合.正面パネルから ドライブベイ カバー ホ 取りかします。 

巧 y みし可能メディアドライブケーブルの取 y 付け 










11 II 取り外し可能メディアドライブデータケーブル 

II 4 II 電源ケーブルコ本クタ 1 

1 2 II ホーディオケーブル 

II 5 II データケーブルコネ、クタ 1 

1 3 II 取り外し可能メディアドライブコネクタ (IDE SEC ) 

日電源ケーブル 


& メモ： 2台目の取り外し可能メディアドライブを取り付ける場合、ケーブルをフロッピードライブベイの側面にあるプラスチック製のクリップを通して配線しないで〈ださい。 
13. コンピュータカバーを巧じまず。 


ハードドライブの取り外しと取り付けースモールデスクトップコンピュータ 

A 警告： 感■のをれがあるので、コンピュータおよびすベてのデバイスの■巧を切り、コンセントからプラグを巧きます。ホに5巧な上待ってからコンビュータカバーを拥きます。ま 
^ た、ドライブを巧 y 付けるかに、 r 作かこわたってのホ童 J I こ巧すその化のま童禀] I を參巧しでください。 

1,残しておきたいデータを保をしてし、る/、ードドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開姑します。 

。 を 意： コンピュータ背面の塗装されてしぶい金属面に触れて、身体から詩電気を逃がしてください。 

© を意： ドライブをお包から取り出すときは、ドライブが損傷する巧れがあるので表面力《硬いものの上に置力、ないでください。ドライカホ、発活樹脂製のパッドなど十分なクッシ ヨン 性のあるものの 
上に置いてください。 

2. ドライブを箱から出して、取り付けの準棉をします。 

^'’ライブのマニュアルを参,昭しライブがおないのコンピュータに合わせて設定されていることを痛認します。 

3. コンピュータカバーを開きまず 。 

4. ドドライブカバー上部じあるインデントタブを巧し込みながらカバーを持ち上げるようにして、/\-ドドライブに被さっているプラスチック製のカバーを取り外します。 

/\ードドライプカバーと"ードドライブの巧 y 外し 
















5. 電源ケーブルとハードドライブデータケーブルをドライブから外します。 

"ードドライプケープルの巧 y かし 



1 

M - ドドライブデータケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

/、ードドライブコネクタ (IDE PRI ) 


6. シャーシからドライブブラケットを取りかします。 

a . すでにドライブブラケットに/、ードディスクドライブが取り付けられている場合、電源ケーブルとインタフエースケーブルを取り外します。 
t ブラケットの両側のタブを巧し込んでから、ブラケットを持ち上げて巧します。 

7. 交換するドライブにブラケットレールが付いてし、ない場合、をレールをドライブに固をしている2本のネジを外して、レールを古いドライブから取り巧しまず。 

ドライブプラケットレールの巧 y かしと巧り忖け 


み 



巧 


'巧 















8. ドライブとブラケットの 4 つのネジ穴を合わせ、アップグレードキットに付属のネジを差し込んで締めて、ブラケットレールを新しいハードドライブに取り付けます。 

9. ハードドライブブラケットが所定の位置にカチッと収まるまで慎重(こブラケットを巧し込んで、シャーシに取り付けます。 


ハードドライブの巧 y 付け 



' 4 ^ 


^ ま意： コンピュータへの損傷を巧ぐため、 IDE ケーブルのを帯をドライブのインタフエースコネクタの1番ピンに合わせてください。 

10. 電源ケーブルをドライブの電源コネクタに接結し、 M - ドドライブデータケーブルを "ー ドドライブに接結します。 

すべてのコネクタが正しく怯続され、しっか y と固定されていることを確認します。 

/\ードドライブケープルの巧 y 付け 



1 

ドドライブデータケーブル 

4 

/\-ドドライブデータケーブルコネクタ 

2 

電源ケーブル 

5 

/\-ドドライブコネクタ （IDE PRI ) 

3 

電源ケーブルコネクタ 




11. まだ接結していない場合、ハードドライブケーブルのもう一方の端をシステム基巧の IDE PRI コネクタじ接続します。 

12. 底部の2つのタブをシャーンの巧に入れ、上端を所定の位置にカチッと収めて、ドライブを覆うプラスティック製のカバーを取 y 付けます。 

13. コンピュータカバーを閉 に ， コンピュータおよびデバイスをコンセントにち度接結してから電源を入れます。 

14. 取り付けたドライブがプライマリドライブの場合、起動つ□ッピーをドライブ A に挿入します。 

15. コンピュータの電源を入れます。 

16. セットアップ ユー ティリ ティ を お動し.摘切な P rimarv Drive オブシ ョン (0 または 1) をアッブデートします。 

セットアップユーティリティの詳細については、 「 システム設定 I をを睛してください。 

17. シャーシイントルージョンディテクタをリセットしまず。 

18. コンピュータを再起動します。 






















19. 次の手順に進む前に、コンピュータのハードドライブにパーテイシヨンをイ乍巧し、論理フホーマットを実行します。 


パーティシヨンとフホーマットの手順じついては、お使いのオペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 

20, Dell 彭断プロヴラムを実行して、/\-ドドライブをテストします。 

詳細については、 r 巧題の解巧」を参照してください。 

21. 取り付けたドライブがプライマリドライブの場合、そのハードドライブにホペレーティングシステムをインストールします。 

手 II 頃じついては、ホペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 


ハードドライブの取り外しと取り付けーミニタワーコンピュータ 

1. 残しておきたいデータを保をしてし、る M - ドドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開姑します。 

2台目の/\-ドドライブを取り巧ける際は、 「 2 台目のハードドライブのお加 I を参輯してください。 

〇 ホ意： シャーン背面の塗装されてしぶい金属面に邮れて、身体から静電気を逃がしてください。 

© ま 意： ドライブをお包から取り出すときは、ドライブが損傷する巧れがあるので表面力順いものの上に置力、ないでください。ドライブは、発ミ包樹脂製のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの 
上に置いてください。 

2. ドライブを庭から出して、取り付けの準楠をします。 

3. ドライブのマニュアルを参障.し、ドライブがお使いのコンピュータじ合わせて設定されてし、ることを確認します。 

4 ‘ コン ピュータカパーを開きまず 。 

ハードドライブの巧 y みし 



t 電源ケーブルとハードドライブデータケーブルをドライブから外します。 

ハードドライプケープルの巧りかし 



1 

ハードドライブデータケーブル 

2 

電源ケーブル 


3 ハードドライブコネクタ （IDE PRI ) 















6. ブラケットの両測のタブを巧し込み、ブラケットを持ち上げて取りかします。 

7. 交換するドライブにブラケットレールが付いていない場合、をレールをドライブに固定している2本のネジをかして、レールを古いドライブから取り外しまず。 


の を 意： 詩電気放出 ( ESD } による損傷を防ぐため、シャーン背面の塗装されてし々い金属部分に独れてき巧の静電気を逃がしてください。 

© を 意： ドライブをお包から取り出すときは、ドライブが損傷する巧れがあるので表面力{硬いものの上に置力、ないでください。ドライカホ、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの 
上に置いてください。 

8. 必要に応じて、ドライブとブラケットの4つのネジ巧を合わせて、アツブグレードキットにか属のネジを差し込んで純め、ブラケットレールを丢斤ししり、ードドライブに取り付けます。 

9. ドドライブブラケットが所定の位置に力于ッと収まるまで、慎重にブラケットを巧し込んでシャーンに取 y 付けます。 

ハードドライブの巧 y 付け 



10. 電源ケーブルをドライブ背面の電源コネクタに接統し、ハードドライブデータケーブルをドライブのコネクタじ接続しまず。 

ハート•ドライプケーブルの巧 y 付け 



1 

/\-ドドライブデータケーブル 

4 

ドドライブデータケーブルコネクタ 

2 

電源ケーブル 

5 

ハードドライブコネクタく IDE PRI ) 

3 

電源ケーブルコネクタ 




11. すべてのコネクタが正し<接統され、しっかりと固定されていることを確認します。 

© を 意： コンピュータへの損傷を巧ぐため、 IDE インタフエースケーブルの色帯をドライブのインタフエースコネクタの1番ピン、およびシステム基キ反の IDE インタフエースコネクタ （IDE PRI とラベルさて 
L 、 る）じ合わせてください。 

12. まだ接続していない場合、 IDE ケーブルのもう一方の端をシステム基板の IDE 1 コネクタじ接続します。 

13. コン ピュータカバーを閉じます。 

14. 取り付けたドライブがプライマリドライブの場合、起動システムフロッピーディスクをフロッピードライブに挿入しまず。 

15. コンピュータの電源を入れます。 

K . セットアップユーティリティを起動し、適切な Primary Drive オプション (0 または 1) をアップデートします。 

セットアップユーティリティの詳細については、 「システム詰定」 を参照してください。 

















17. シャーシイントルージョンディテクタをリセットします。 

18. コンピュータを再起動します。 

19. 次の手順に進む前に、コンピュータの/\-ドドライブにパーティションを巧なし、論理フォーマットを実行します。 

パーテイションとフホーマットの手順については、おないのオペレーティングシステムにが属のマニュアルを参障•してください。 

20. Dell 彭断プログラムを実斤して、/\-ドドライブをテストします。 

詳細については、 r 間聞の特定とおみ方；ち I ををおしてください。 

21. 取り付けたドライブがプライマリドライブの場合、その/、ードドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

手 II 頃については、ホペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 


2台目のハードドライブの追加 

〇 ま 意： シャーン背面の塗装されてしぶいを属面に邮れて、身体から静電気を逃がしてください。 

© を 意： ドライブをお包から取り出すときは、ドライブが損傷する巧れがあるので表面力順いものの上に置力、ないでください。ドライブは、発ミ包樹脂製のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの 
上に置いてください。 

1. ドライブを庭から出して、取り付けの準楠をします。 

2. ドライブのマニュアルを参照.し、ドライブがお使いのコンピュータじ合わせて設をされてし、ることを確認します。 

3. コン ピュータカパーを開きます 。 

4. /、ードドライブベイの巧測にある2本の緑色のプラスチック製のレールを取り外します。 

これらのレールは、 M - ドドライブベイの巧側にネジを巧って取りがけられていません。レールを取りがすには、慎重にレールをベイから引き上げます。 

5. レールにがいている2本のネジを巧って、レールを M - ドドライブにのりかけます。 

レールのタブがハードドライブの背面に位置してしぶことを痛認します。 

。 を 意： 綺をのドライブレールを/、ードドライブケージの内側から取り外すまで、ドライブを下段の/\-ドドライブベイに取り付けなし、でください。 

6. 1台目の"ードドライブを上段のベイから取りがし、それを下段のベイに取り付けまず。 

a . 電源ケーブルおよびデータケーブルを1台目の/、ードドライブの背面から取りかします。 
t 2つの緑をのレールタブを巧し込み、1台目の/ \- ドドライブを上段のベイから引き出します。 

C. カチッという音が聞こえるまで、慎氧こ1台目のドドライブを下段のベイに巧し込みます。 
d . 電源ケーブルおよびデータケーブルを/、ードドライブの背面に取 y かけなおします。 

7. カチッという音が聞こえるまで、慎重に新しし、/、ードドライブを上段のベイに巧し込みます。 

2台目の/\ードドライプの巧 y せけ 



1 

レール タブ (2) 

2 

上段のベイの2台目の M - ドドライブ 

3 

下段のベイの1台目の M - ドドライブ 

4 

/\-ドドライブケージ 


Q ま 意： ケーブルのを帯をドライブの1番ピンに合わせます。 


8. 1台目のハードドライブに接統されているドライブケーブルの予楠のコネクタを巧し、そのコネクタを2台目のハードドライブに接続します。 
詳細につい "C は、 r iDE ドライブのアドレス指を I ををおして〈ださい。 


















IDE ドライブのアドレス指定 


すべての IDE デバイスは、ケーブルセレクト設定をおこなう必要があります。インタフエースケーブル上でのデバイスの位置によって、マスタとスレーブのステータスがデバイスに割り当てられます。通常 
は、ドライブの種穎によりジャンパまたはスイッチをケーブルセレクトに設定してドライブを構成します。デバイスのケーブルセレクト設定の方まについては、アツブグレードキットに付属しているドライブの 
マニュアルを参照して〈ださい。 i 本の IDE インタフエースケーブルに2台の IDE デバイスを巧統し、ケーブルセレクト設定をおこなう場合、インタフエースケーブル上の末端のコネクタに巧続されたデバイス 
が、マスタまたは起動デバイス（ドライブ 0) となり、ケーブル上の中間のコネクタに接統されたデバイスがスレーブデバイス（ドライブ 1) となります。 


システム基概こは IDE インタフエースコネクタカロつ搭載されているので、 IDE デバイスを2台まで取り付けることができます。 IDE ハードドライカホ 、 「IDE PRI 」 とラベルされた IDE インタフエースコネクタに接 
続する必要がありまず。（取りかし巧能メディアドライブは、必ず 「IDE SEC 」 とラベルされた IDE インタフエースコネクタに接続して < ださし、。） 


ドライブの接続 

ドライブを取り付ける場合、2本のケーブル （ DC 電源ケーブルとインタフエースケーブル)をドライブの背風こ按镜します。ドライブの電源入カコネクタの〔電源ケーブルの接続先）は、巧のようになってい 
ます。 

■巧ケーブルコネクタ 



1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


ドライブのインタフエースコネクタは、次の図のようなカードエッジコネクタまたはヘッダコネクタです。 


ドライブインタ フエー スコネクタ 



1 

ヘッダコネクタ 

2 

ケーブルの色帯 

3 

インタ フエースケー ブル 


インタフエースケーブルをドライブに接続する場合、ドライブのインタフエースコネクタの1まピンとインタフエースケーブルのを帯を必ず合わせてください。ドライブのインタフエースコネクタの1番ピンの位 
置についロホ、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 


インタフエースケーブルをシステム基キ反から外す場合、ケーブルコネクタのロックタブを巧し込でから、インタフェースケーブルをかします。インタフエースケーブルをシステム基キ反じ取り付ける場合、 ロッ 
クタブカけチッと音がして所定の位圖こ収まり、ケーブルがシステム基板上のコネクタにしっかりと取り付けられていることを確認します。 


インタフエースコネクタは、正し<接続されるようじ設計されています。つまり、片方のコネクタの切りをみやピンの义けが、もう一方のコネクタのタブや差し込み巧と一致します。これらのコネクタによつ 
て、ケーブルの1まピンワイヤけーブルの片側に色帯が付いています)が、コネクタの1番ピンの端に正し<巧統されます。基キ反または力ード上にあるコネクタの1番ピンの端をきすために、通常、さキ反や 
力ード上に ri 」 と直をシルクスクリーン印刷されていまず。 


〇 を意： インタフエースケーブルを接続する場合、インタフエースケーブルを裏返しにしないで<ださい(を帯をインタフエースコネクタの1番ピンの反対側じしないでください）。インタフエースケーブ 
ルを裏返しにするとドライブが動作しなかったり、コントローラやドライ义またはその両方を損傷するをれがあります。 
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快適な使い方 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

A 警告： 巧巧なを巧で*時 M キーボードを巧用すると、身体におお»をあぼす可化性があ y ます。 

么 警告: モニタ画面を S 時阳見なけると、旧精度巧の巧因となる場合があ y ます。 

コン ピュータを快適に効率よく使用するために、システムの設置と使巧に関しては、な下のま意事項を守ってください。 

I 作業中は、モニタとキーボードがき体の正面にくるようにシステムを配置します。キーボードの位置を調節できる専用の棚が販売されてしはす。 

I モニタを使用する場合は、目が疲れなしなうにモニタとの距離を調整します(通常は51〇~61〇 mm )。 

I モニタの正面に座ったときに、画面が目の高さかそれよりもかし下になるように設置します。 

I モニタの角度、コントラスト、輝度、および周困の照明(天井の照明、卓上ライト、周囲の窓にかかっているカーテンやブラインド)を調整し、モニタ国面の反射を最小限に抑えます。 
I しっかりとした背もたれのせし、た椅子を使用します。 

I キーボードやマウスを使届する際は、前脯卽と手首を水平にし、リラックスした快適な位置に巧ちます。 

I キーボードやマウスを巧用する際に、手を化めることができるスペースを確保します。 

I 上脑卽は身体の横に自巧に下ろします。 

I 足の裏を巧につけ、太ももを巧と平行にし、背筋を伸ばして座 y ます。 

I 椅子に座ってし、るときは、足の重さが椅子のシートではな<足の裏にかかるようにします。必要に応にて、椅子の高さを調節したり足台を使用して正しい姿勢を雄持しまず。 

I 作業じを化を持たせるようにします。長時間続けてタイプしないようじします。タイブしていないときはなるべ<両手を使う作業をおこなうようにします。 



1 

モニタは目線な下に設置する 

4 

腕は机と同じ高さにする 

2 

モニタおよびキーボードはユーザーの正面じ設置する 

5 

手首はリラックスさせて水平にする 

3 

足の裏は床にしっか y とつける 




且夕ぺージに屋る 
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静電気障害への対処 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

詩電気は、コンピュータ内部のデリケートな部品を損傷するあれがあります。詩電気による損傷を防ぐため、マイクロプロセッサなどのコンピュータの電子が品に触れる前に、きがから詩電気を逃がして 
ください。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることじより、静電気を逃がすことができます。 

コン ピュータ内部の巧業を続ける間も定期的に壁装されていない金属面に帥れて、き体内に蓄積した静電気を逃がしてください。 

さらに、 ESD による損協を防ぐため、次の手順を実行することをお勧めします。 

I 詩電気にお感な部品を出荷用お包から取り出す場合は、コンピュータに卽品を取り付ける用意ができるまで、その卽品を詩電気防止お包巧から取り出さなしで〈ださい。静電気防止パッケージ 
を開巧する直前に、必ずき体から詩電気を逃がして〈ださい。 

I 詩電気に敏感な部品を運ぶ場合は、最础こ詩電気防止を器またはパッケージに入れてください。 

I 詩電気にお感な部品の取り巧いは、詩電気のない場所でおこないます。可能であれば、詩電気防止用のフロアパッドと作業台パッドを使巧してください。 
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拡張カード 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ 化張力ードの取りがけ 
♦ が i 弓長力ードの取り外し 

♦ AGP ヴラフィックカードの取りがけ 

♦ AGP 力ードの取り外し 

お使いのコンピュータの拡張スロットには、な下の力ードを搭載できます。 

I スモールデスクトツブコンピュータには、32ビット、33 MHz の PCI 力ードを最大2枚。 

I ミニタワーコンピュータには、リビット、33 MHz の PCI 力ードを最大 4 权。 

I 32ビット AGP 力ード 1 か。拡弓長スロットは 1.5 ire の AGP 4 ち速(スモールデスクトップコンピュータの口ープロファイル)をサポートします。 

^ メモ： PC 99 Workstation 要件を満たすため、 Dell " コンピュータはに 立 おお力ードに対応してしほせん。このことは、使いやすいとし巧理由で業界の標準になっています。 

化巧カードのタイプ 


n n r 



2 


1 

32ビット PCI 力ード 

2 

AGP 4あ速力ード 


& メモ： AGP お張スロットは 1.5 V 信号を使用する力ードのみに対応してしなす。 


スモールデスクトップコンピュータ 


































& メモ： 力ードケージの取りかしにおする情制ま.[ お 張力ードケージ（スモールデスクトップコンピュータのみ） I をきおしてください。 

ミニタワーコンピュータ 



拡張カードの取り付け 

么 警告： この手 li をち巧する巧に、 r 巧業にあたってのを意 _1 を»おしてください。 

〇 ?ま 意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り巧して〈ださい。このライトの位置をお認するじは、 r システムを巧のコンポーネント 」 のイラストをき照してください。 

1. 拡張力ードを交換する場合.拡張力ード用の現在のドライバをオペレーティングシステムから削除します。 

2. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜20秒待ちます。 

3. コンピュータカパーを開きます 。 

4. おおカード保持アームのレバーを巧し、巧持アームを持ち上げまず。 

化な力ード保持アームースモールデスクトップコンビュータ 



が巧力ードな持アームーミニタワーコンピユータ 





































5. 新しい}が長力ードを取り付ける場合、をの力ードスロット開口部用の フィ ラーブラケットを取り巧します。次に手順6に進みます。 

6. 既にコンピュータに取り巧けられてし、るお張力ードをを換する場合、船長力ードを取り巧します。 

必要に応じて、力ードに巧続されているすべてのケーブルを外します。次に力ードの上端を持って、コネクタから取り外します。 

7. 巧しい扣;弓長カードを取り巧ける準備をします。 

力ードの設定、内部の接続、またはコンピュータに合わせたカスタマイズの情報については、扣;張力ードにが属のマニュアルを参障.してください。 

A 警吿： ネットワーク アダプタ の 中には> ネットワークにを巧すると自曲的にコンピュータをち a するものがお y ます。«■巧止のため、巧巧力ードを巧 y 付ける前に、コンピュータ 
心 の電巧プラグをコンセントからないて、システム基巧のスタンバイ■巧ライトが消えていることを巧皮してください。このライトの位置を巧おするには、 r システム g 拓の コンポー 
ネント J のイラストを參巧してください。 

8. 扣;弓長力ードを拡張力ードコネクタに挿入し、しっかりと下に巧します。力ードがスロットにしっかりと装着されてし、ることを確認します。 

フルレングスのお張カードの場合、カードをシステム基巧のコネクタの方へ下げながら、カードの端をお張カードガイドブラケットじ差しをみます。カードをシステムを巧の拡張カードコネクタにし 
つかりと挿入します。 

は巧カードコネクタ 



1 

スロットの外測にはみ出したブラケット 

2 

スロット内のブラケット 

3 

カードが完全に装着されたが態 

4 

カードが完全に装着されていないが態 


9. 保持アームを下げる晩ホ、すべての祐張力ードとフィラーブラケットが位置合わせパーとぴったり揃っていることを確認します。アームを所定の位圍こ押し、拡張力ードをコンピユータに固定しま 
す。 



























巧な力ードの巧 y がけースモールデスクトップコンピュータ 



巧巧力ードの巧り付けーミニタワーコンピュータ 



1 

力ード保持アーム 

2 

カードつ本クタ 

3 

お張カード 


10. 船長力ード保持アームを下ろして所定の位置に巧し込み、拡張力ードをシャーンに固定します。 

11. 必要なケーブルをカードに巧統します。 


力ードのケーブル接統についロホ、力ードにが属のマニュアルを参照して〈ださい。 

© を意： お張力ードケーブルは、描張力ードの上やをろを通して配線しなしでください。ケーブルをあ巧力ードの上に配線ずると、コンピュータカバーが正し < 閉まらなくなったり、装置に損傷をち 
える巧れがあります。 

12. コンピュータカ/く一を閉じまず。 






























13. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

14. セットアップユーティリ ティ ホお動し.新しい掘張力ードをち効にします。 


& メモ ： Chassis Int 川 sion オプションがち効な場合、次のコンピュータ起動時にレ U 下のメッセージが表示されます。 

Alert ! Cover was previously removed. ( 臺告！カバーが取り列•されました。） 

サウンドカードを取り巧ける場合、次の手順を実行しまず。 

a . セットアップユーティリ ティ を起動し 、 Integrated Devices ( LegacySelect } を選巧してから、 Sound の設定を Off に変更します。 

t 外付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタじ接統します。巧付けオーディオデバイスを、システムの背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフホンコネクタ、または 
ライン入カコネクタに接続しないでください （ r 背面パネルのコネクタ 」 を参照）。 

アドインネットワークアダプタを取り付ける場合、巧の手順を実行します。 

a . セットアッブユーティリ ティ を 起動し 、 Integrated Devices ( LegacySelect } を選巧してから 、 Network Interface Card の設定を0 ff にを要します。 

t ネットワークケーブルをアドインネットワークアダプタのコネクタに接統します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵コネクタに接続しないで<ださい （ r 直面パネルの 
コネクタ 」 を参照）。 

15. おお力ード用の適切なドライバをインストールします。 


掘張カードの取り外し 

^ 警告： この手 IK をち行する前に、 r 巧業にあたってのを童 j を♦巧してください。 

© を 意： コンピュータをコンセントからかしたを10 〜 20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取りかして〈ださい。このライトの位置をお認するじは、 r システム基板のコンポーネント 」 のイラストをき照してください。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20砂待ちます。 

2. コンピュータカパーを開きまず 。 

3. が:張力ードな枯アームのレバーを巧し.な枯アームホ梓ち上 I ずます（コンピュータ 拡張力ード保梓アーム のイラストのを参招）。 

4. 必異に応にて、力ードに接続されたケーブルを外します。 

5. 力ードの上端の角をつかみ、コネクタから引き巧きます。 

6. 力ードを取り外したままにする場合、をの力ードス□ット開口部じフィラーブラケットを取り付けます。 

フィラーブラケットが必寧な場合、 Dell にお巧い合わせください 。 

。 メモ： コンピュータの FCC 誤証を満たすため、フィラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミから 
M 保譲できます。 ~ 

7. 扣;張力ード保持アームを下ろして巧をの位置に押し込み、枕;張力ードをシャーシに固定します。 

8. コンピュータカパーを閉じまず 。 

9. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

10. ホペレーティングシステムからお張力ードのドライバをアンインストールします。 

& メモ ： C hassis Int 川 sion オプションが有効な場合、次のコンピュータお動時じむ下のメッセージがを示されます。 

Alert ! Cover was previously removed. ( 臺告！カバーが取り列•されました。） 

11. セットアップユーティリ ティ を起動し、扣;張力ードを無効にします。 

サウンドカードを取り巧す場合、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリ ティ を 起動し 、 Integrated Devices を選巧してから、 Sound の設定を Onl こをまします。 

t ). が讯ナオーディオデバイスホ、コンピュータ背面パネルの才ーディオコネクタじ抱席します （ r 背面パネルのコネクタ I を参輯）。 

アドインネットワークアダプタを取り外す場合、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリ ティ を 起動し 、 Integrated Devices ( LegacySelect } を選択してから 、 Network Interface Card の設定を0 n に変更します。 

Id . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの巧蔵コネクタじ接続します （ r 背面パネルのコネクタ 」 を参照）。 


AGP グラフィックカードの取り付け 

Wa メモ： スモールデスクトップコンピュータは、口ープロファイル AGP 力ードをサポートします。 

1. コンピュータカバーを開きます 。 

2. ヒンジレバーを持ち上げてから フィ ラーブラケットを引き上げて、ブラケットを上にスライドします。 

スモールデスクトップコンピュータの場合、タブが外れるまで親指を使って、インデントをシステム基巧の方へ斜めに巧します。レバーをつかんだまま持ち上げます。 


AGP スロットフイラーブラケットの巧 y ホしースモールデスクトップシャーシ 

























1 

タブ 

2 

インデント 


AGp スロットフイラーブラケットの巧 y かしーミニタワーシヤーシ 



3. AGP 力ードクリップレバーを pa スロット1の方へ巧しまず。 

4. AGP カードを巧定の位置に押しをみます。 



AGP カードの巧り付け 



























5. AGP 力ードクリップレバーのタブカな GP 力ード上の正面ちの切り込みとかみ合っていることを確認して、 AGP 力ードクリッブレバーを離します。 
t 背面パネル上の固をレバーを下げて、 AGP 力ードを固定します。 

7. コンピュータカバーを閉じます。 


AGP カードの取り外し 

1- コンピュータ背面のヒンジレバーを梓ち上げます。 

2. AGP 力ードクリップのレバーを PCI スロット1のちへ押します。 

3. AGP 力ードを引き上げて AGP 力ードクリップから取り出します。 


目次ページに戻る 















目次ページに戻る 


拡張カードケージ(スモールデスクトップコンピュータのみ) 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ 拡張カードケージの取り列■し 
♦ 拡張カードケージの取りかけ 

スモールデスクトップコンピュータの PCI ライザボードには、 PCI な張力ードスロットカロつあります。 


掘張カードケージの取り外し 

么 警告： この手旧を実行する前に、 r 巧業にあたってのま童 J を参巧して<ださい。 

1. コンピュータカバーを開きまず。 

2. 背面パネルの開口がを通して拡張力ードに巧続されているすべてのケーブルを確認します。シャーシから取りかした燃に、ケージに届かないすべてのケーブルを取り巧します。 

は巧カードケージの巧 y かし 



3. ハンドルを慎重に引き上げ、お張力ードケージをシャーンから持ち上げて取り出します。 


掘張カードケージの取り付け 


1. お弓長カードケージの側面のスロットを、コンピュータの側面のタブに合わせ、お弓長カードケージを下にスライドして所定の位置に装着します。 


が巧カードケージの巧 y 巧け 



2. ライザボードがシステム基おのコネクタにしっかりと装着されていることを確認します。 

3. r 描張カードケージの取りかし」の手順2で取りかしたすべてのケーブルを取り付けます。 
















目次ページに戻る 


問題の特定と解決方法 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ Dell Precis id 11 1 ^ 65〇1リて £ 〔0のイ吏し、ち 

♦ 雷源の問頭 
♦ モニタの 巧 頭 
♦ ビデオの 巧 聞 
♦ サウンドと スピーカーの 巧頭 
♦ プリンタの問題 

♦ シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

♦ マウスの 問題 
♦ キーボードの問 聞 
♦ フロッピードライブの 巧 頭 

♦ ドドライブの 巧頭 
♦ バッテリの巧 題 

♦ が:張カードの問 頭 
♦ ネットワークの巧 頭 
♦ 応答しないブログラムからの 回復 
♦ 応答しないコンピュータの再起動 
♦ 濡れたコンピュータの 修復 
♦ 落とした リ損语 をちえたコンピュータの 修復 

♦ /\-ドウエアのコンフリクト 
♦ コン ピュータメモリの FpI 顆 
♦ マイクロプロセッサの 問 頭 
♦ システム某巧の 巧 頭 

♦ 破指した BIOS 設定のリセット 

この章では、コンピュータのハードウ エア およびソフトウ X アの問題について説明し、その巧⑩まを提供します。また、 Dell 誇断プログラム ユーティリティおよびコンピュータのメッセージとコードについて説 
明します。 DeH テクニカルサポートに巧い合わせる前に、コンピュータの問題を解まする手巧けとなるな下の作業を奔了して〈ださい。 

I 「 情報およびサポートの検索 」 をお読みください。 

I 「 作業じあたってのま竟 I ホお読みくピさい。 

I 適切に動作していないコンポーネントまたは装置に関して、次の表で一莫き示している問題僻み巧を実行してください。 


阳坦 

化置 

グラフィックカード、ネットワークアダプタ、サウンドカード、ソフトウェア、またはその他のデバイスのドライバが必要 

「おがいのコンピュータ巧のドつイバ」 を参照してください。 

コンピュータの電源ライトが緑色に点1 灯しなし、 

「雷脯の巧顆1 を参照してください。 

モニタ電源ライトが点なしない 

「モニタの巧聞」 を参障.してくださし、。 

モニタにビデホ画像が表示されない 

「ビデオの問頭」 を参照してください。 

音が出ない 

「サウンドとスピーカーの問 聞」 を参照してくださし、。 

プリンタが正しく動作しなし' 

「プリン々の問頭」 を参照してください。 

シリアルまたはその他のパラレルデバイスが正しく動作しない 

r シ u アルモナ-はパうレルデバイスの巧閣 1ホを剧.てけ巧い- 

マウスが正しく動作しない 

「マウスの問頭」 を参照してください。 

キーボードが正しく動作しない 

「キーボードの問題 J を参照してください。 

ディスクに読み書きできない 

り □ッピードライブの問頭」 を参照してください。 

コンピュータが起動しなし1、または M - ドドライブじアクセスできない。 

「ハードライブの問頭」 を参照してください。 

コンピュータの時間がリセットされる、または時間が消える 

「バッ テ IJ の巧 頭」 を参昭丄てください。 

拡張カードのエラーまたは誤作動 

「祀银力ードの問强」 を参照してください。 

ネットワークと通信できない 

「ネットワークの問頭」 を参障.してください。 

プログラムがロックする 

「応答しないブ□グラムからの回復」 をを照してください。 

コンピュータカ{ロックする 

「お 沟.むいコンュー々の西抗副1 杏を照1，了<ドか、. 

コンピュータが濡れてしまった 

「患れナ-コンドュー々の條復」 を参照してください。 

コンピュータを落とした、または損惕をちえた 

「を W け昌お ホち X トコ V ドュー々の條復」 を参照してください。 

ハードウェアデバイスのコンフリクト 

「ハードウエアのコンフリクト」 を参照してください。 

コンピュータメモリの容量が正し〈ない 

「コンピュー》メモリの問頭」 を参照してください。 

マイクロプロセッサの誤作動 

r マイ々ロブロ巾’ソサの巧閣1 本を剧.てけ-‘ホい_ 

システム基板の誤作動 

「システム其巧の問頭 ホ参お1 .て <ドさい_ 

システム基板が損協を受けた 

「械 慢し卜 RIOS 訊ホのリト ット」 を参照してください。 

エラーメッセージ 

「メッセージとコード J を参照してください。 

コンピュータ起動時の連結したビープ音 

「メッセージとコード」 を参照してください。 



















































































Dell Precision ResourceCD の使い方 

Microsoft ® Windows 霞オペレーティングシステムを実行中に 『Dell Precision ResourceCDj を巧用するじは、巧の手 I おを実行します。 

1- CD ドライカこ 、 『Dell Precision ResourceCDj を挿入します。 

このコンピュータで 『Dell Precision ResourceCDj を初めて使用する場合、 ResourceCD がインストールを開始しようとしていることを伝える ResourceC D インス! -- ルウィンドウが開きます。 

2. 0 K をクリックして作業を続行します。 

インストールを完了するには、インストールブ□グラムの出す指示に応答してください。 

3. Dell ResourceCD 用の InstallShield ウィザードへようこそ画面で、々へをクリックします。 

4. 適切なシステムモデル， ホ ペレーティングシステム、デバイスの 種ち、 およびトピックを選びます。 

『Dell Precision ResourceCD ガイド』にアクセスするには、トピックブルダウンメニューでューザーズガイドをクリックし、 Dell Precision ResourceC D をクリックします。 

お使いの コン ピュータ巧のドライバ 

『Dell Precision ResourceCD 脂巧って コン ピュータのデバイスドライバの一黃を表示するには、次の手順を実巧しまず。 

1. トピックプルダウンメニューでマイドライバをクリックします。 

ResourceCD はコンピュータの M - ドウエアとホペレーティングシステムをスキヤンし、巧にシステム設定用のデバイスドライバの一黄が画面に表示されます。 

2. 該当するドライパをクリックし、指示に従ってお使いのコンピュータ用のドライバをダウンロードします。 

おほいのコンピュータじ利巧できるすべてのドライバの一監を表示させるじは、トピックプルダウンメニューからデバイスドライバをクリックします。 


電源の問題 

正面 パネル の 雷源ライトが-コンピュータに問題があるかどうかを判断するのに役に立つコードを示します。次の表は、電源ライトのコードー黄です。詳細じついては、 「 該卽ライト I を参照して〈ださい。 


■巧ライト 

巧因 

緑色の点な 

電源がホンで、コンピュータは正常に動作しています。 

緑色に点減 

コン ピュータはスリーブ状態 （Microsoft Windows 2000および Windows XP ) です。 


詳細については、 「重盤宣理」 を参照してください。 

緑色に数回点滅したあとホフになる 

設定エラーがあります。 


固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 誇断 ライトを 確認します。 

黄をの点■灯 

Dell 該おブロ グラムが テストを実行中、またはシステム基板のデバイスが不良か.正し<取りがけられてし、ない可能性があります。 

黄をの点滅 

システム基板または電源装置に喧害があります。 


基本チ ェック； 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 診断 ライト を 確認します。 

I コンセントのテスト：ランブなどの異なるデバイスを巧って、コンセントが正常に锁能しているか確認します。 

I 問題の該が中は、コンピュータの電源ケーブルを機能しているコンセントじ直接差し込んで、コンピュータがオンになるか確認します。電源保護装置、 UPS 、 電源タップまたは延長コードに接続し 
ないで〈ださい。 

I すべての電源ケーブルがコンピュータデバイスとコンセントに適切に、かつしっかりと接結されてし、ることを確認します。 

I 干渉のチェック：コンピュータと同じ回樹こ接続されている、またはコンピュータの近<で動作してし、る電気機器が干渉を起こすことがあります。 

I 電源ケーブルのテスト：コンピュータとモニタ間で電源ケーブルをを換して、問題の化態が変化するか見ます。 

某本チェックを完了しても巧頭が偶みしない場合、巧の手順を軍行して. 診断チェック リスト に 必要事項を記载してください。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜20秒待ちます。 

2. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

3. コン ピュータの電源を入れます。 

コンピュータの正面の電源ライトは点灯しますか？ 

はい：問題は辑ミ夫しました。 

いいえ： 手順4 に進みまず。 

4. コンピュータの電源を切り、電源ケーブルを機能しているケーブル(モニタケーブルなど)とな換してから、コンピュータの電源を入れます。 


コンピュータは正しく動作していますか？ 


はい：新しい電源ケーブルが必要です。 Dell じ連絡して テクニカルサポートを受けてください。 


















いいえ： コンピュータがな廣している可能性があります。 Dell じ连絡して テクニカルサポートををけてください。 


モニタの問題 

モニタの電源ライトが、問題力{あるかどうかを判断するのに役に立つコードを示します。次の表は、モニタの電源ライトのコードー莫です。詳細はモニタに付属のマニュアルを参照してください。 


モニタ■巧ライト 

巧 因 

緑をの点■灯 

電源がオンで、モニタはコンピュータからビデホ入力を受信してし、ます。コンピュータは正常に動巧してし、まず。 

黄をの点■灯 

電源はオンですが、モニタはコンピュータからビデホ入力を受信していません。 


基本チ;!:ック： 

I モニタのユーザーズガイドの手順に従って、モニタのセルフテストを実巧します。 

I 問題の該巧中は、モニタの電源ケーブルを攤能しているコンセントに直接差し这んで、モニタがオンになるか確認しまず。電源保護装置、 UPS 、 電源タップまたは延長コードに接続しないで<ださ 
い。 

I モニタの電源ケーブルがしっかりと接続されていて、電源ケーブルがモニタとコンセントに適切に接続されているか確認します。 

I コンセントのテスト：ランプなどの勇なるデバイスを使って、コンセントが正常に機能してし、るか確認します。 

I 電源ケーブルのテスト：コンピュータとモニタ間で電源ケーブルをを換して、問題の化態が変化するか見ます。 

I モニタ画面に何も映らない場合、コンピュータはサスペンド状態か休止状態に入っていると思われます。電源ボタンを巧してから離すか、マウスを動かすか、またはキーボードのキーを巧してサ 
スペンド状態からコンピュータを復掃させます。 

I コンピュータからモニタのインタフェースケーブルをかし、ケーブルコネクタが曲がっていない力、、ピンが壊れていないか確認します。ケーブルが損傷を受けていなし\または擦り切れていないか 
確認します。 

I モニタのインタフェースケーブルが損傷を受けていない場合、ケーブルがコンピュータにしっかりと接結されてし、るか確認します。 

I モニタの輝度およびコントラストの設定を調節します。 

I 画質が悪い場合、近くのフアン、ライト、ランプまたはその他の電気域器の電源をオフにします。これらのデバイスがモニタと干渉を起こしている可能性があります。 

基本チェックを完了しても問題が解みしない場合、:欠の手順を実斤して. 訖断チェック リスト に 必要事項を記載してください。 

1. コンピュータの電源を切り、30秒待ってから電源を入れなおします。 

2. コンピュータがコンポーネントの初期化をおこなうのに1分程要しますので、それからモニタの輝度とコントラストを調整します。 

モニタの 义字は読めますか？ 

はい： 問題は锅ミ夫しました。 

いいえ： を服！ に進みます。 

3. コンピュータとモニタの電源を切り、モニタのケーブルを满能してしぶケーブル(コンピユータのケーブルなど）と交換してから、コンピュータとモニタの電源を入れます。 

モニタは正しく動作していますかマ 

はい：新しい電源ケーブルが必要です。 Dell じま絡して テクニカルサポートをきけてくピさい。 

いいえ： 次の質問に進みます。 

正常に動かしているモニタを別にお持ちですかマ 
はい： 丰順4 じ進みます。 

いいえ： Dell に連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

4. コンピュータとモニタの電源を切り、10〜20秒待ってからモニタを外します。別のモニタをコンピュータに接続し、電源をホンにします。 

5. コンピュータがコンポーネントの初期化をおこなうのに1分程要しますので、それからモニタの輝度とコントラストを調整します。 

モニタの 义字は読めますか？ 

はい： 元のモニタが故障しています。問題は解ミ夫しました。 

いいえ： Dell じ連盗して テクニカルサポートをきけてください。 


ビデ ホの 問題 

基本チェック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 訟断 ライト を 確認します。 

I モニタのユーザーズガイドの手順に巧って、モニタのセルフテストを実行します。 
I モニタ雷源ライト ホチェックします。 

I ディスプレイの問題をならせる コンピュータビープコード を聞きます。 


モニタの電源ケーブルをコンセントに直接差し込んで、モニタがオンになるか巧認します。電源保護装置、 UPS 、 電源タッブまたは延長コー円こ接続しないでください。 


















I モニタ画面に何も映らない場合、コンピュータはサスペンド状態かが止状態に入っていると思われます。電ミ原ボタンを巧してから離すか、マウスを動かすか、またはキーボードのキーを巧してサ 
スベント'状態からコンピュータを復掃させます。 

I コンピュータからモニタのインタフェースケーブルをがし、ケーブルコネクタが曲がっていない力、、ピンが壌れていないか確設します。ケーブルが損傷を受けていなし\または擦り切れていないか 
確認します。 

I モニタのインタフェースケーブルが損傷を受けてし、ない場合、ケーブルがコンピュータにしっかりと接続されてし、るか確認します。 

I モニタの輝度およびコントラストの設定を調節しまず。 

I 干渉をチェックします。 

〇同じ回路に接結されている、あるいはコンピュータの近くで動作してし、る電気機器が干渉を起こすことがあります。 

〇コンピュータのすぐ近くで動作しているオーディオ機器やある種の電巧が干渉を起こすことがあります。 

I コンピュータを再起動します。 

I セ义トア乂プユーティ Ji ティ_ を起動し、 Integrated Devices オプションの Primary Video Controller が正し<設定されているか確認します。 AGP または PCI 力ードは、 Primary Video 
Controller を Auto または AGP (デフォルト)のどちらかに設定して動作させます。 

。 メモ： お使いの コン ピュータに AGP と PCI ビデホ拡張力ードが取り付けてある場合、 AGP 拡張力ードを使巧する口が rimary Video Controller を AG P に設定し、 PCI 拡張力ードを使巧するには 
**■ Primary Video Controller を Auto に設定します。 

基本チェックを完了しても問題が解みしない場合、:欠の手順を実斤して. 該断チェック リスト に 必要事項を記載してください。 

1. r モニタの問頭 I の手順が実巧します。 

コンピュータは正し〈動作していますか？ 

はい： 問題はおましました。 

いいえ：次の質問じ進みます。 

正常に動作しているコンピュータを別にお持ちですか？ 

はい： 手丽2 におみます。 

いいえ： 手!11自6 に谁みます。 

2. 元のコンピュータとモニタの電源を切り、10~20秒待ってからモニタを外します。 

3. 別のコンピュータの電源を切り、 10-20 お‘待ってからモニタを巧します。元のコンピュータのモニタを接結し、電源をオンにします。 

4. コンピュータがコンポーネントのネ刀巧化をおこなうのに1分程要しますので、それからモニタの輝度とコントラストを調整します。 

モニタので 字は読めまずかマ 

はい： モニタは正し<動巧してし、ます。元のコンピュータのビデオカードに問題があるかもしれません。 手順5 に進みます。 

いいえ： モニタに义陥があります。 「 モニタの問題 」 を参照してください。 

5. コンピュータとモニタの電源を切り、10〜20秒待ってからモニタを外します。元のコンピュータにモニタを接結しなおしそれらの電源をオンにします。 
t 巧<のファン、ライト、ランブまたはその化の電気製品の電源をオフにします。 

モニタの 义字は読めますか？ 

はし、： それらのデバイスの1つまたは複致が干渉の原因となってしなす。問題は牌ホしました。 

いいえ： 丰順7 じおみます。 

7. Dell 訖断ブロゲ ラム を 実斤します。 

いずれかのテストじ失敗しましたかマ 

はい： システム基板のビデオコントローラに障害がある可能巧があります。 Dell に連掩して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ： 手順 引 こ進みます。 

8. Dell 彭断プログラム を 実行します。 

9. いずれかのテストに失敗しましたか？ 

はい： システム基板のビデ ホ コント□-ラに障害がある可能性があります。 Dell に連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

いいそ： Dell じ連絡して テクニカルサポートをきけてください。 


サウンドとスピーカーの問題 

基本チェック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 診紐豆主 h を確認します。 

I が付けスピーカーを使用してし、る場合； 

〇列•がけナーデイオデバイスが コンピュータの背面 パネル の マイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、またはライン入カコネクタに正し〈接続されているか巧認します。 


〇スピーカーケーブルがコンピューかこしっかりと接镜されているか確認します。 














o コンセントのテスト：スピーカーが機能しているコンセントに接続されているか確認します。 

〇スピーカーの電源がオンになっていることを確認します。 

I ヘッドフォンを巧用している場合.ヘッドフ十ンケーブルがスピーカー/ヘッドフォンコネクタに巧倫されていることを巧誌します （「 コンピュータの正面図 I および 「 コンピュータの背巧図 I を輯。 ) 

I サウンドカードをお使いの場合は、外优ナオーディオデバイスが、コンピュータの背面パネルのサウンドカードコネクタに接続されており、マイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、または 
ライン入カコネクタじは巧結されていないことを確認します （ r コンピュータの背面図 I き照）。 

I 些_ の設までホーディオの音声が出ないように設定されていないか確認します。詳細については、 0 S のマニュアルを参照して〈ださい。 

I スピーカーの音量ががいている場合、音量ボタンを調節します。 

I 才ーディネソフトウェアじある音量コントロールを調節します。詳細は、 0 S またはホーディホソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

I 才ーディオ CD を聞こうとする場合は、異なるを試してください。 

I お使いのホペレーティングシステム用の才ーディオドライバを再インストールします。 

I 干渉のチェック；コンピュータと同じ回路に巧結されている、またはコンピュータの近くで動作してし、る電気機器が干渉を起こすことがあります。 

某本チェックを完了しても巧頭が偶みしない場合、巧の丰順を実斤して. 訟断チェック リスト に 必を事巧を記載してください。 

1. 巧くのフアン、ライト、ランプまたはその他の電気製品の電源をオフにします。 

列■かけスピーカーは正しく動巧してしなすか？ 

はい： それらの電気製品の1つまたは複数が干渉の原因となっています。問題は解巧しました。 

いいえ： 丰順2 じおみます。 

2. ホーディオ拡張力ードをお使いでない場合、 セットアップユーティ ティを 起動し、 Integrated Devices ホブションの Sound が On に設定されているか確認します。次じ、セットアップユーティリテ 
ィを正常に終了して情報を保巧し、システムの電源を入れます。 

才ーディオお張力ードをお使いの場合、 セットアップユーティリ ティを起動し、 Integrated Devices オプションの Sound が 0 けに設定されていることを確認します。次に、セットアップユーティリテ 
ィを正常に終了して情報を巧巧し、システムの電源を入れます。 

デバイスは正しく動作していますかマ 

はい： 問題はおましました。 

いいえ： 丰順3 じおみます。 

3. Dell 訖断ブロヴラム ホ実行します。 

テストは問題なく終了しましたか？ 

はい： 拡張カードは正しく動作しています。巧の質問に進みます。 

いいえ： Dell に連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

ヘッドフホンをお持ちですか？ 

はい： 手順 4 に進みます。 

いいえ： Dell に連絡して テクニカルサポートを受けてください。 

4. ヘッドフホンをスピーカー/ヘッドフォンコネクタに接続します。 

ヘッドフホンから音が聞こえますかマ 

はい： スピーカーが故障しています。問題は稱みしました。 

いいえ： DelH こ連結して テクニカルサポートを受けてください。 


プリンタの問題 

基本チ I ツク： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 訟卽ライト ホ確認します。 

I コンピュータからケーブルを外し、ケーブルコネクタが曲がってしけよいか、ピンが壌れてしぶいか痛認します。ケーブルが損協を受けていない、または擦り切れていないか確認します。 

I ケーブルが損傷を受けてしぶい場合、ケーブルがコンピュータにしっかりと接続されてしぶか確認します。 

I コンセントのテスト：ランプなどの勇なるデバイスを使って、コンセントが正常に谜能してし、るか確認します。 

I プリンタの電源がオンになってし、ることを確認しまず。 

I 干渉のチェック：コンピュータと同じ回樹こ接続されている、またはコンピュータの近<で動作してし、る電気機器が干渉を起こすことがあります。 

I 正しいパラレルコネクタのモードについては、キーボードに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 セットアップユーティリティ ホ起動し. Integrated Device メニューで適切なモードが選巧されて 
し、ることを確認します。 

某本チェックを完了しても巧頭が偶みしない場合、巧の手順を車行して. 診断チェック リスト に 必要事項を記載してください。 

1 .r シリアルまたはパラレルデバイスの巧顆 I の丰順を奎巧します。 

デバイスは正し <動作していますか？ 


はい： 問題は塔ミ夫しました。 



















いいえ： 手順2 に進みます。 

2. プリンタのセルフテストを実行します。 

セルフテストは問題な <お了しましたかマ 
はい： 手順3 に進みます。 

いいえ： プリンタに义陥がある可能性があります。プリンタを Dell からご廣乂いただいた場合、 Dell に連絡して テクニカルサポートを受けてください。そうでない場合、修理のため認可されたサー 
ビスセンターじお持ち〈ださい。 

3. 再度プリントします。 

問題なくプリントできましたか？ 

はい： 問題は辑ミ夫しました。 

いいえ： Dell じ連絡して テクニカルサポートをきけてください。 


シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

b メモ： ブリンタに巧頭がある場合、 「 プリンタの問聞 I を参暧してください。 

コンピュータのエラーメッセージが シリアル まもは パラレル コネクタ の 巧き頁を示している場合.ポートじ掩結されている届辺機器が正し〈動巧していない.モナこは全く動作してしぶい場合じは、巧顆の原因 
は]; I 下の項旨のいずれかの可能性がありまず。 

I ポートとデバイス間の接続不良 
I セットアップユーティリ オプションの間違った設定 
I オペレーティングシステムの設定ファイルの設定が正しくない 
I ポートとデバイス間のケーブルの不良 
I デバイスの不良 

I システム基板上のポート□ジックの不良 

I 問題がシリアルコネクタじある場合、 COM ポート 記をのコンフリクト 
I 問題がパラレルコネクタにある場合、 LPT ポート 設定のコンフリクト 
I 間違ったドライバまたはドライバが巧をしない 

基本チェック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 診邸豆主 h を確認します。 

I コンピュータからケーブルを外し、ケーブルコネクタが曲がってしけよいか、ピンが读れてしけよいか痛認します。ケーブルが損瘍を受けていない、または擦り切れていないか確認します。 

I ケーブルが損惕を受けてし、ない場合、ケーブルがコンピュータにしっかりと接続されているか確認します。 

I コンセントをテストします。デバイスが正常に域能しているコンセントに接結されているか確認します。 

I デバイスの電源がオンになってしぶか確認します。 

I 干渉のチェック：コンピュータと同じ回樹こ接結されている、またはコンピュータの近<で動作してし、る電気機器が干渉を起こすことがあります。 

基本チェックを完了しても問題が解ましない場合、巧の手順を実行して、 診断チェック リスト に 必要事項を記載してください。 

1. セットアップユーテリ ティを 起動し 、 <fc integrated Devices く/ fc > ホブションの設定を確設します。况こ、セットアップユーティリティを正常に終了して情報を巧巧し、コンピュータを再起動しま 

す。 

シリアルデバイスの場合、 Serial Po け オプションを確設しまたパラレルデバイスの場合は、 Parallel Po け オプションを確認します。ポートの設定および設定要件についての詳細ホ、デバイ 
スのマニュアルを参照してください。 

デバイスは正しく動作していますかマ 

はい： 問題は解ミ 夫し ました。 

いいえ： 手順2 に進みまず。 

2. Dell 診断ブロ グラム を 実斤します。 

これらのデバイスグループは、システム基おの 1/0 ポートロジックの基本め磯能を調べます。プリンタがパラレルコネクタじ接镜されている場合 、 Parallel Por じデバイスグループはシステム基キ反 
の I / O ポートロジックとプリンタ間の通信リンクをテストします。 

テストは問題なく終了しましたか？ 

はい： 手丽3 におみます。 

いいえ： Dell に連盗して テクニカルサポートホきけてください。 

3. 問題が特定のアプリケーンョンプログラムじ限定される場合.恃巧なポート設を要件についてはアプリケーンョンプログラムのマニュアルを参照.して〈ださし、。 

デバイスは正しく動作していますか？ 

はい： 問題は塔ミ 夫し ました。 


いいえ： 辛! 旧4 じホみます。 

















4. コンピュータとデバイスの電源を切り、デバイスのケーブルを機能しているケーブルと交換してから、コンピュータとデバイスの電源を入れます。 
デバイスは正しく動作していますかマ 

はい： 新しし、デバイスケーブルが必要です。 Delll こ連絡して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ： 手順 5 に進みます。 

5. コン ピュータとデバイスの電源を切り、そのデバイスを機能してしぶ同種のデバイスと交換してから、 コン ピュータとデバイスの電源を入れます。 
デバイスは正しく動作していますかマ 

はい： 新しいデバイスが必要です。 Dell に連路して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ： Dell じ連盗して テクニカルサポートホきけてください。 


マウスの問題 

基本 チ;!:ック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 訟節 ライト を 確認します。 

I コンピュータからケーブルを外し、ケーブルコネクタが曲がってしけよいか、ピンが壌れてしぶいか痛認します。ケーブルが損協を受けていない、または擦り切れていないか確認します。 

I ケーブルがコンピュータにしっかり巧結されているか確認します。 

I USB マウスをお读いの場合、コンピュータの背面パネルのポート 1 USB コネクタの 1 つじ必ず接続してください （「 背面 パネルのコネクタ J 参照）。 

I お使いのオペレーティングシステム巧のマウスドライバを再インストールします。 

I コンピュータを再起動します。 

基本チェックを完了しても問題が解みしない場合、:欠の手順を実斤して、 訖断チェック リスト に 必要事項を記載してください。 

1. コンピュータの電源を切り、10~20が待ってからマウスを外します。コンピュータにマウスを接続しなおし、電源をオンにします。 

デバイスは正しく動作していますかマ 

はい： 問題は辑ましました。 

いいえ： 手 II 度2 に進みます。 

2. PS /2 ウスをお使いの場合、 セットアップユーティリティを起動し Integrated Devices オプションの Mouse Po けが Onl こ設定されていることを巧認します。次に、セットアップユーティリティを正 
常に終了して情報を保存し、コンピュータを再起動します。 

デバイスは正しく動作していますか？ 

はい： 問題は锅ミ夫しました。 

いいえ： 丰麵3 じおみます。 

3. Dell 診断ブロヴ ラム を 実斤します。 

テストは問題なく終了しましたか？ 

はい： 次の質問じ進みます。 

いいえ： Dell に連絕して テクニカルサポートを受けてください。 

正常に動作しているコンピュータを別にお持ちですか？ 

はい： 手順4 に進みます。 

いいえ： 次の質問に進みます。 

正常に機能しているマウスを別にお持ちですか？ 

はし、： コンピュータの電源を切り、10~20砂待ってからマウスを外します。次に 手順 日 に進みます。 

いいえ： Dell に連盗して テクニカルサポートをきけてください。 

4. 5のコンピュータの電源を切り、 10-20 お‘待ってからマウスを巧します。 

5. 別のコンピュータの電源を切り、 10-20 秒待ってからマウスをがします。元のコンピュータのマウスを}ま結し、コンピュータの電源をホンにしまず。 

マウスは正しく動作していますかマ 

はし、： 元のコンピューかこ問題があります。 Del に連紹して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ： マウスに义陥がある可能性があります。 Dell に連雄して テクニカルサポートを受けてください。 
t 別のマウスをコンピュータに接続しコンピュータの電源をオソこします。 

マウスは正し < 動作していますかマ 


はい： 元のマウスに义陥があります。問題は解ましました。 
















いいえ： Dell じ連絡して テクニカルサポートをきけてください。 


キーボードの問題 

基本チ;!:ック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 診盛豆主 h を確認します。 

I コンピュータからケーブルを外し、ケーブルコネクタが曲がってしけよいか、ピンが壌れてしけよいか痛認します。ケーブルが損南を受けていない、または擦り切れていないか確認します。 

I ケーブルがコンピュータにしっかり接続されてし、るか確認します。 

I USB キーボードをおないの場合、コンピュータの背面パネルのポート1 USB コネクタの1つに必ず接続してください （「 背面パネルのコネクタ J 参照）。 

I 多様なスイッチ設定が可能な PS /2 キーボードをお使いの場合、スイッチは必ず PS /2 、 Enhanced XT / AT 、 または PC / AT に設定します。スイッチの設定は、通常キーボードの裏面にありま 
すが、パネルの裏側じあることもあります。詳細は、キーボード I こイ寸属のマニュアルを参照してください。 

I 干渉のチェック；キーボードの延長ケーブルが問題の原因となる場合があります。 

I コンピュータを再起動します。 

基本チェックを完了しても問題が解みしない場合、:欠の手順を実斤して. 該断チェック リスト に 必要事項を記載してください。 

1. コン ピュータの電源を切り、30巧待ってから再度電源を入れます。 

起動ルーチン中に、キーボードの Num Lock , Caps Lock , および Scroll Lock ライトは陽間点戚しますか？ 

はい： 手順2 に進みます。 

いいえ： 手順3 に進みまず。 

2 . キーボードを巧ってい < つかの文字を入力します。 

义字が画面に表示されましたか？ 

はい：問題は辑ミ夫しました。 

いいえ： Del ! に連給して テクニカルサポートを受けてください。 

3. Dell 診断プロヴ ラム を 実斤します。 

いずれかの該断テストに失おしましたか？ 

はい：元のキーボードに欠陥がある可能性があります。 手順4 に進みます。 

いいえ：次の質問に進みます。 

正常に動巧しているコンピュータを別にお持ちですか？ 

はい： 丰麵4 じおみます。 

いいえ：次の質問じ進みます。 

正常に動作しているキーボードを別にお持ちですかマ 

はい：コンピュータの電源を切り、10~20巧待ってからキーボードを外しまず。 丰丽 6 1こおみます。 

いいえ： Dell じ連盗して テクニカルサポートホきけてください。 

4. 5の コン ピュータの電源を切り、 10-20 お‘待ってから キー ボードをかします。 

5. 別のコンピュータの電源を切り、 10-20 お‘待ってからキーボードをかします。元のコンピュータのキーボードを接続し、コンピュータの電源をホンにします。 

キーボードは正しく動作していまずか？ 

はい：元のコンピュータじ問題があります。 Dell に演絡して テクニカルサポートをきけてください。 

いいえ：キーボードに义陥がある可能性があります。 Dell じ連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

6. 別のキーボードをコンピュータに接続しコンピュータの電源をオンにします。 

キーボードは正しく動作していまずか？ 

はい：元のキーボードに夕陥があります。問題は解みしました。 

いいそ： Dell じ連絡して テクニカルサポートホきけてください。 


フロッピードライブの問題 

POST 中に、コンピュータはフ□ッピードライブをチェックし、コンピュータの設定情報とその巧徴を比較します。コンピュータカにのチェックを実斤してし、る間、フロッピードライブライトは点滅します。 
基本チェック： 

I 固ちの問題を識別できるかどうか確認するために、 該卽ライト. を巧設します。 
















I ドライブがアクセスされているときに、聞きなれない引っかくような音、または擦るような音が聞こえる場合、ハードウェアが誤作動を起こしてしなす。 Dell じ 連盗して テクニカルサポートを章けてく 
ださし、。 

I コンピュータの電源を入れると、起動ルーチン中にドライブが動作している音が聞こえます。コンピュータが起動しない場合は. Dell に連盗して テクニカルサポートホをけてください。 

I データをディスクじコピーする場合、書込み禁止になっていないか痛認します。 

I 別のディスクをドライブに挿入します。新しいディスクが作動する場合、元のディスクに欠陥がある可能性があります。 

I 巧のいずれかのちまで、フロッピードライブライトをテストします。 

〇 MS - DOS ® をお使いの場合、ディスクをドライブに挿入し、ブロンプトに dir a: と入力し迂 nter ぶ押します。 

〇 Microsoft Windows をお使いの場合、ディスクをドライブに挿入し、デスクトップの マイコンピュ ータを開いて フロッピードライブ アイコンをダブルクリックします。 

I セットアップユーティリ ティ の 設をを確 f おします。 

I 市販のクリーニンヴキットを使ってドライブをきれいにします。 

〇 を意： 綿棒でドライブヘッドをはかなし巧ください。誤ってヘッドがずれてしまい、ドライブが操作できなくなる場合がありまず。 

基本チェックを完了しても問題が解ましない場合、巧の手順を実行し、 診断于ェック リスト に 必要事項を記載してください。 

么 警告： この手 IE を 巧 行する前に. r 巧 奠 にあたってのを 童 ■! を參巧してください。 

© を意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20砂待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム真ネ反のコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

1 . Dell 診断ブロヴ ラム を 実斤します。 

いずれかのテストに失敗しましたかマ 

はい； Dell に律紹して テクニカルサポートををけてください。 

いいえ： 丰麵2 じ進みます。 

2. コンピユータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20巧待ちます。 

3. コンピュータカバーを開きまず 。 

4. フロッピードライブを取りかしてからおりがけまず 。 

5. コンピュータカバーを閉じます 。 

t コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

起動ルーチン中に、フロッピードライブライトは点滅しますかマ 
はい： 次の質問に進みます。 

いいえ： Dell に連絡して テクニカルサポートホきけてください。 

ドライブエラーメッセージが表示されますか？ 

はい： メッセージの説日月について 「 コンピュータのメッセージ J を参照して、 手順7 に進みます。 

いいえ： 問題は辭ましました。 

7. 起動ディスクをフ□ッピードライブに挿入し、コンピュータを再起動します。 

ドライブはオペレーティングシステムを起動しますかマ 

はい： 問題は锅ミ夫したと思われます。巧題が解巧しない場合は、 Dell に連絕して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ： Dell に違給して テクニカルサポートを受けて〈ださい。 


ハードドライプの問題 

基本チェック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 診邸豆主 h を確認します。 

I ドライブがアクセスされているときに、聞きなれない引っか<ような音、または擦るような音が聞こえる場合、ハードウェアが誤作動を起こしています。 Dell に連絡して テクニカルサポートを受けて〈 
ださし、。 

I コンピュータの電源を入れると、起動ルーチン中にドライブが動作してし、る音が聞こえます。コンピュータが起動しない場合は. Dell に連絕して テクニカルサポートホをけてください。 

I 巧のいずれかの方法で、 M- ドドライブをテストします。 

〇 Windows 2000の場合、 スタート ボタンをクリックし 、ファイルちを巧をして実 巧をポイントし、く cs "Screen Text " 4> scandskw <;/ cs > と入力してから0 K をクリックして、 ScanDisk ユーティ 
リティを実行します。 

〇 Windows XP の場合.:欠の手順に巧って chkdsk ユーティリティを実行します。 

スタ—ト ボタンをクリックしお 了 オプションを選んでから、 再を 巧をクリックします。 

C : prompttCD \ Windows \ Command と入力し、 <£nter 绛押します。 


chkdsk と入力し、<£ nter 分巧します。 





















このユーティリティは、ステータスレポートを作成してき示し、ディスク上のエラーを一黃表示して訂正します。 


〇 Microsoft Windows NT 较の場合、影響を受けている箇所のプロパティシート開き、 ツール タブの エラーチェック 項目の チェックす るをクリックして、エラーチェックユーティリティを実巧し 
ます。 

基本 チェックを 完了しても問題が解ましない場合、巧の手順を実行し、 診断于 ェック リスト に 必要事項を記載してください。 

么 警告： この手厢を巧行する前に、 r 巧奠にわたってのを童 J を参巧してください。 

© を意： コンピュータをコンセントからかした後10 〜 20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基板からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム真ネ反のコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

1. セットアップユーティリ ティ を起動して、問題のドライブが正しく設定されていることを確認します。必要な場合は設をを変更して、コンピュータを再起動しまず。 

ドライブは正しく動作していますか？ 

はい： 問題は鮮ミ夫しました。 

いいえ： 丰麵2 じおみます。 

2. 次のいずれかの方まで、ドドライブをテストします。 

I Microsoft Windows 2000の場合、 スタート ボタンをクリックし 、ファイルをを巧まして 実行をポイントし、 scandskw と入力してから 0 K をクリックして、 ScanDisk ユーティリティを実巧しま 
す。 

I Windows XP の場合、巧の手順になって chkdsk ユーティリティを実行します。 

〇 スタート ボタンをクリックしお 了 オプションを選んでから、 巧を 動をクリックします。 

〇 C :プロンプトで C D \ Windows \ C ommand と入力し、 < Enter ぶ巧します。 

〇 chkdsk と入力し、 <£nter 绛巧します。 

このユーティリティは、ステータスレポートを作成して表示し、ディスク上のエラーを一監表示して訂正します。 

I Microsoft Windows NT の場合、影響を受けている箇所のプロパティシート開き、 ツール タブの エラーチェック 巧目の チェックす るをクリックして、エラーチェックユーティリティを実行しま 
す。 

ドライブは正しく動作していますか？ 

1丈い： 問題は辑巧しました。 

いいえ： を服！ におみます。 

3. Dell 訖断プロゲ ラム を 実斤します。 

I 也む \-ドドライブの場合、 IDE Devi び S デバイスグループを実行します。 

I SCSI / N - ドドライブの場合 、 SCSI Devi ぴ S デバイスグループを実行します。 

いずれかの彭断テストに失敗しましたか？ 

はい： 次の質問に進みます。 

いいえ： 丰順4 じおみます。 

いずれかの該断テストが、ドライブに障害があることを示しましたか？ 

はい： /、ードドライブに欠陥がある可能性があります。 Dell に連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

いいえ： 次の質問に進みます。 

いずれかの彭断テストが、ドライプコントローラに障害があることを示しましたか？ 

はし、： システム基樹こ欠陥がある可能性があります。 Dell に連絡して テクニカルサポートを受けて〈ださい。 

いいえ： 手順4 に進みます。 

4. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20砂待ちます。 

5. コン ピュータカバーを閱きます 。 

6. 電源装置の DC 電源ケーブルが、をドライブのコネクタにしっかりと接統されてしぶことを確認します。さらに、るドライブのインタフェースケーブルが、ドライブおよびシステム基楓こしっかりと接 
続されていることを確認します。 

7. 正面パネルケーブルが、システム基板および正面パネルにしっかりと接続されて L 、 るか確認します。また、コントロールパネルケーブルが、正面パネルにしっかりと接続されているか確認しま 
す。 

コントロールパネルには、 M - ドドライブライトがあります。システム基板と正面パネルコネクタの位置を確認するには、 「 システム基キ反のコンポー キント 」 のイラストを参照してください。 

8. コン ピュータカバーを閉じます 。 

9. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

起動ルーチン中に、ハードドライブ動巧ライトは点減しますか？ 

はい： 次の質問に進みます。 

いいえ： システム基巧に夕陥がある可能性があります。 Dell に連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

ドライブエラーメッセージが表示されますか？ 

はし、： メッセージの説明は、 「コンピュータメッセー ジ」 を参照して〈ださい。表に記載された対策を実行しても問題が解決しない場合は、 Dell に連絡して テクニカルサポートを受けてください。 















いいえ：次の質問に進みます。 


このプライマリハードライブにはオペレーティングシステムが含まれていますか？ 

はい：次の質問に進みます。 

いいえ： Dell に連絡して テクニカルサポートを受けてください。 

ドライブはオペレーティングシステムを起動しますかマ 
はい：次の質問じ進みます。 

いいえ：ホペレーティングシステムのファイルが壌れています。オペレーティングシステムのマニュアルを参障•してください。 
ドライブは正しく動作していますか？ 

はい：問題はおましました。 

いいえ： Dell じ連盗して テクニカルサポートホきけてください。 


バッテリの問題 

バッテリの巧題を示すエラーメッセージが表示されたり、コンピュータの電源を切ったときに セットアジブユーティィ からシステム設定情報が失われた場合は、バッテリが不良である可能性がありま 
す。 


A 警告： 巧しいバツテリは、正し<装着しないと巧巧する巧れがを y ます。バッテリを交換する場合、同じバツテリ、または製る元が推ちする同等のバッテリのみを巧用して<ださ 
^ い。巧用巧みのバッテリは、製造元の指示にがって巧棄してくださし、。 

A 替ま： この手厢を关行する巧に、 「 巧 業にあたってのを童 J を♦おしてください。 

© ま意： コンピュータをコンセントから巧した後10〜20砂待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置は、 「 システムを巧のコンボ~ネント 」 を参照してください。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜20秒待ちます。 

2. コン ピュータカバーを閲きます 。 

3. レ」とラベルされた面を上に向け、ソケットに バッテリを装着しなおします 。 

4. コン ピュータカパーを閉じます 。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

t セットアップユーティリ ティ を起動し、現巧の日時を再入力します。巧に、セットアップユーティリティを正常に終了して情報を巧巧しまず。 

7. コンピュータの電源を切って、コンセントから外します。コンピュータを10分な上オフのが態にします。 

8. コンピュータの電源プラグを接続し電源を入れます。 

9. セットアッブユーティリティ ホま己動し.日時を確認します。 

曰かと時刻は正しいですか？ 

はい： 問題は锅ましました。 

いいえ： バッテリに义陥がある可能性があります。 手顚10 に進みます。 

10. バッテリを取り付けます 。 

バッテリは正しく播能していますか？ 

はい： 問題は锅ミ夫しました。 

いいえ： システム基キ反に义陥がある可能性があります。 Dell に連絡して テクニカルサポートを受けてください。 


巧:張カードの問題 

化弓長力ー トの 問題を示すエラーメッセージが表示されたり、お張力ードカ{正常に動作しなかったり、まった<動作しない場合は、按綺が間違ってしぶか、ソフトウェアや他のハードウェアとのコンフリクトが 
発生しているか、またはおおカードが巧镇している可能性があります。次の手順を実行する前に、固ちの問題を識別できるかどうか確認するために、 お断 ライト を確認して〈ださい。また、デバイス間で 
ハードウェアのコンフリクトがないか確認しまず。また、デバイス間で ハードウエアの コンフリクト カめいか巧認します。 

巧の手順を実行し. 訟断于 ェック リスト に 必要事垣を記入してください。 

A 警告： この手帕を実行するなに、 r 巧葉にわたってのを童 j を参巧してください。 

〇 を意： コンピュータをコンセントからかしたを10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りタルてください。システムミ巧上のスタンバイ電源ライトカ《オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り巧して〈ださい。このライトの位置をお認するじは、 r システムぶ板のコンポーネント I のイラストをを照して〈ださい。 

1- コンピュータに取り付けられたすべてのお張力ードについて、製造元によって提供された診断プ□グラムを実行します。 

。メモ： ビデホカード、ネットワークインタフェースカード、およびサウンドカードなどのを < の力ードの製造元は、診がプログラムを提供しています。お使いのカードの該断プログラムをお持ちでない 
M 場合、 手順2 に進みます。 

該断テストにより問題が確認されましたか？ 

























はい： 力ードの製造元に連絡してください。 


いいえ： 壬服！ に進みます。 

2. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20巧待ちます。 

3. コンピュータカパーを開きまず 。 

4. 扣;張力ードがコネクタにしっかりと装着されているか確認します。拡張力ードがゆるんでいる場合、装着しなおします。 

5. 扣;張力ードのコネクタに対応するすべてのケーブルがしっかりと接続されてし、るか確認しまず。ゆるんでいるケーブルは接続しなおします。 

お張力ード上の特定のコネクタにどのケーブルを接結するかについては、お張力ードのマニュアルを参昭.してください。 

6. コンピュータカバーを巧じます 。 

7. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい： 問題はおましました。 

いいえ： 拡張カードに义陥がある可能性がありまず。 手順8 に進みます。 

8. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧しで10〜20秒待ちます。 

9. コンピュータカパーを開きまず 。 

10. ビデオカードを除き、 コン ピュータに取り付けられているずベての 拡張力ードを取りかします 。 

じ メモ： プライマリハードドライブがドライブコントローラカードに接続されていて、システム基巧の IDE コネクタのいずれかに接続されていない場合、コンピュータに取り付けられたドライブコントロー 
n * ラカードはそのままにしておきます。 

11. コンピュータカバーを閉じます 。 

12. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

13. Dell 診断ブログラム ホ実巧します。 

いずれかの彭断テストに失敗しましたか？ 

はい： Dell に连紹して テクニカルサポートををけてください。 

いいえ： 丰順14 におみます。 

14. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜20秒待ちます。 

15. コンピュータカバーを閱きます 。 

16. 前の手順で取 LJ がした祀張力ードの1つを取 LJ かけなおして- 手 III 目11 〜 手順 じ を 燥り返します。 

いずれかの彭断テストに失敗しましたか？ 

はい： 装着しなおしたおおカードが不良ですので、交換する必要があります。 

いいえ：罩なるおおカードについて 手順14 と 手順16 を繰り返しまず。 手順 17 1 こ進みまず。 

17. お弓長力ードをすべて取り付けなおしても、祐張力ードの問題が解みしない場合、 Dell じ連絡して テクニカルサポートを受けてください。 


ネットワークの問題 

基本 チ I ック： 

I 固有の問題が識別できるかどうか参照するために、 ネットワーク動作ライト を 確認します。 

I モデムおよびネットワークアダプタをお使いの場合、モデムケーブルがネットワークアダプタに接続されてし、ないことを確認します。 

I コンピユータからネットワークケーブルを外し、ケーブルコネクタが曲がっていないか、ピンが壊れていないか確認します。ケーブルが損傷を受けていない、または擦り切れていないか確認しま 
す。 

I ケーブルが損惕を受けてし、ない場合、ケーブルがコンピユータにしっかりと巧続されてし、るか確認します。 

I デバイス間で けードウエアの コンフリクト がない か痛認します。 

I セットアップユーティリ ティ を 起動して、 ネットワーク操作 が 正し〈設定されてし巧ことを確認します。 

I コンピュータに巧統するネットワークデバイスの種類を確認します。通常ハブは10 Mbps で動作します。スイッチは10または100 Mbps で動イ乍します。ネットワークアダプタが適切な速度に設定さ 
れていることを確認します。 Dell 該新プロヴ ラム ネを 照して〈ださい。 

巧の丰順ホ実行し. 訟断于1ッケ J スト に 必要事垣を記入してください。 

。 ま 意： モデムケーブルをネットワークアダプタに巧続しないで〈ださい。電話通信からの電圧は、ネットワークアダプタを損惕するをれがあります。 

1. ネットワークアダプタの種類を確認します。 

ネットワーク化張力ードの場合、 手願2 に苗みます。 

内蔵ネットワークアダプタの場合、 手順3 じホみます。 

























2. r 拡張カードの固墨 j の手順を実行します。 


コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい： 問題は锅ミ夫しました。 

いいえ： 手順3 に進みます。 

3. Dell 診断ブロ グラム を 実斤します。 

いずれかのテストに失敗しましたかマ 

はい： DelH こ連絡して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ： 手順3 に進みまず。 

4. Dell 診断ブロヴ ラム を 実斤します。 

テストは問題なく終了しましたか？ 

はい： 問題は阐巧しました。 

いいえ： 丰麵4 じ進みます。 

5. コンピュータの電源を切り、ネットワークケーブルを斌能してし、るケーブルと交換してから、コンピュータの電源を入れます。 
コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい： 新しいネットワークケーブルが必要です。 Dell に律絡して テクニカルサポートををけてください。 

いいえ： Dell じ連絡して テクニカルサポートをきけてください。 


応答しないプログラムからの回復 

1. < Ctrl >< Alt >< Delete 靖巧し、 タスクマネージャを クリックして アプリケーシヨンを 選巧します。 
タスクマネージャウ ィン ドウが 表示されましたかマ 

はい： 手順2 に進みます。 

いいえ： 手順4 に進みます。 

2. 応皆しなくなったプログラムをクリックします。 

3. タスクの終了を クリックします。 

コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい： 問題は锅ましました。 

いいえ： 丰順4 じおみます。 

4. スタート ボタンをクリックし 、シャットダウンを 選びます。 


応答しないコンピュータのち起動 

1. コンピュータをすぐにオフにするには、電源ボタンを日秒な上巧し結けます。 

コンピュータの電源は切れましたか？ 

はい： 手順3 に進みます。 

いいえ： 手順2 に進みます。 

2. コンピュータから 4^ 電源ケーブルを巧し、10~20砂待ってから AC 電源ケーブルを接続しなおします。 

3. 電源ボタンを巧して、コンピュータじ電源を入れます。 

の を 意： コンピュータが応答しない場さ、電源をホフじするか、最後の手段として電源コードをコンセントから巧きます。そうした場さ、コンピュータの設まや構成に問題が生じる場合があります。 


濡れたコンピュータの修復 

水滴をこぼしたり、巧体をかけたり、過度の湿気にさらすとコンピュータが損惕する恐れがあります。外付けデバイス(プリンタやモデムなど)が擺れた場合、それぞれの製造元にお問い合わせ〈ださい。 

么 警告： この手 I 田を史行する前に. r 巧奠じあわってのま童 j を#巧してください。 

© を 意： コンピュータをコンセントからタルたを10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システムる巧上のスタンバイ電源ライトカザフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り巧して〈ださい。このライトの位置を確認するには、 r システム某巧のコンポーネント I のイラストホを照して〈ださい。 













次の丰順ホ実行し. 該断チ X ック リスト に 必要事垣を記入して〈ださい。 


1. コンピュータとデバイスの電源をホフにし、それらをコンセントから巧いて10〜20秒待ちます。 

2. コンピュータカバーを開きまず 。 

3. コンピュータを24時間な上乾かします。な降の作業は必ずコンピュータが完全に乾いてからおこなってください。 

4. ビデオカードを除き、コンピュータに取りかけられているすべての 撤張力ードを取りかします 。 

じ メモ： プライマリハードドライブがドライブ コント ローラカードに接結されていて、システムを巧の IDE コネクタの いずれかに接続されていない場合、 コン ピュータに取り付けられたドライブ コ 
M ントローラカー ドはそのままにしておきます。 

5. コンピュータカバーを閉じます 。 

6. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し電源を入れます。 

コンピュータに電源が入っていますか？ 

はい： 丰麵7 じおみます。 

いいえ： Dell に連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

7. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜2日秒待ちます。 

8. コンピュータカバーを開きます 。 

9. すべての拡張力ードを取り付けます。 

10. コンピュータカパーを閉じまず 。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

12. Dell 診断ブロ グラム を 実斤します。 

13. いずれかの訟断テストに失故しましたか？ 

はい： Dell に連紹して テクニカルサポートをきけてください。 

いいえ：問題は解ミ夫しました。 


をとしたり損傷を与えたコンピュータの修復 

^ 警告： この手順を巧巧する前に、 r 巧葉にあたってのを童 _| を»照してください。 

© を意： コンピュータをコンセントから巧した後10〜20砂待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基板からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム真ネ反のコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

巧の手順を実斤し、 該断チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜2日秒待ちます。 

2. コン ピュータカバーを開きまず 。 

3. コンピュータ巧卽のすベての拡張力ードの接結を確認し、ゆるんだ拡張力ードを取り付けなおします。 

4. すべてのケーブルが正し<抱搞されてし、ること t すべてのコンポー本ントが巧定のコネクタやソケットに正しく装着されてし、ることを確認します。 

5. コン ピュータカパーを閉じまず 。 

6. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

7. Dell 診断ブロヴ ラム を 実斤します。 

いずれかの彭断テストに失おしましたか？ 

はい： DelH こ連紹して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ：問題は解みしました。 


ハードウエアのコンフリクト 

オペレーティングシステムが、同じコンピュータリソースを操作しようとしてし、る複数のデバイスを検出し、それらのリソースがデバイス間で共ちされない場合、ドウエアのコンフリクトが起こります。 

をが： 

I 賴こおをのデバイスを巧用してし、る場合、コンピュータがハングまたはロックします。 

I パリティがち効なコンピュータでメモリパリティエラーが発まします。 

I サウンドカードからのノイズまたはその他の問題。 

I 意味不明な义字がプリンタに印刷されます。 

I マウスがハンヴして動かない、またはぎこちない動きをします。 

I システムが最大の性能で動作していないことを示すメッセージが表示されます。 

I Microsoft Windows を実巧している場合、コンピュータはセーフモードに変わります。 























I 明確な理由がないのに、アプリケーシヨンのエラーやクラッシュが起こります。 

I ビデホモニタ固像が表示されません。 

/\-ドウェアのコンフリクトを#巧するには： 

I コンフリクトが ソフトウェアの問 頭 で ないことを掩試します。 

I 新しく追加したすべての M - ドウェアを取り外し、 M - ドウェアの製造元に連路します。 
I Oi のマニュアルを参照してください。 


コンピュータメモリの問題 

POST 中に、コンピュータはメモリをチェックし、装着されているメモリの容量を調べます。そして利用可能なバイト数を読み書きして、適切に動作できるようにします。 

基本チェック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 訟節 ライト を 確認します。 

I メモリ不足を示すメッセージが表示された場合は、作業中のすべてのファイルを保存してから閉じ、使巧していない開いているすべてのアプリケーションプログラムを終了します。追加のコンピュ 
-タメモリを取り付けることを考慮します。 

I コンピュータを再起動します。 

I Dell 診断プロヴラム ホ実行します。 

I オプションのメモリライザボードが取り付けられてし、る場合、ライザボードを装着しなおします。 

I メモリモジュールをシステム基巧またはライザボードソケットに装着しなおします。 

I オブションのメモリライザボードを巧用してしぶ場合、システム其キ反のすべてのメモリソケットには RIMM まもは CRIMM が取り讯ナられてしぶことを確誌します。 

I メモリモジュールは同じものを2枚1組で取り付ける必要があります。システム基おまたはメモリライザボードソケットペアに装着されたモジュールが同一であることを巧詔します。システム基板 
のソケットペアを識別するには、 r システムを彼のメモリ_コンボーネン いを参照してください。メモリライザボードソケットペアを識別するには、 「コンビュータメモリのおり付け ガイドライン」 を参照し 
てください。 

基本チェックを完了しても問題が解みしない場合、:欠の手順を実斤し. 該断チェック リスト に 必覃事項を記載してください。 

^ 警告： この手 I 田を ホ 行する前に、 r 巧業にわたってのを 意 J を#おしてください。 

© を意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム其板のコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

1. セットアップユーティリ ティ を起動し、 System Memory の惜がコンピュータに取リかけられた実際のメモリ量と一致してし、ることを確認します。 

メモリの合計が、コンピュータに実瞭に取り付けられているメモリ容量と一致していますかマ 

はし、：コンピュータを再起動したときに、コンピュータはメモリカウントを更新しました。問題は解巧しました。 

いいえ： 手! II 自2 じ谁みます。 

2. Dell 訖断プロゲ ラム を 実斤します。 

いずれかの彭断テストに失おしましたか？ 

はい； Dell に连紹して テクニカルサポートををけてください。 

いいえ： 手!11自3 じおみます。 

3. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20砂待ちます。 

4. コンピュータカパーを開きまず 。 

5. メモリモジュールを 取り かして から 取りがけます 。 

6. コンピュータカバーを閉じます 。 

7. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

表示された RAM の数値は、コンピュータに実際に取り付けられているメモリ容量と一致していますか？ 

はい：メモリモジュールに欠陥がありました。問題は解ましました。 

いいえ： Dell じ連絡して テクニカルサポートをきけてください。 


マイクロプロセッサの問題 

POST 中に、コンピュータは マイクロプロセッサを チェックし、その動作仕巧を確定します。情報は セットアップユーティリ ティに 保存されます。また、コンピュータは取り付けられているマイクロブロセッサ 
の数力勺つ力、2つか判断し、2つのマイクロプ百セッサが正し<動作できるように同じものであるか確認します。 

基本チ I ック： 

I 固有の問題を識別できるかどうか確認するために、 診断ライト を 確認します。 

I コン ピュータメッセージ が.マイクロプロセッサに問題があることを示した場合、プロセッサをな換する必要があるかもしれません。 


I Deli を断 プログラム を 実行します。 



























I マイクロプロセッサを装着しなおします。 

I マイク□プロセッサ用のホ却ファンを取り付けなおしまず。 

I コンピュータを再起動します。 

基本チェックを完了しても問題が解みしない場合、巧の手順を実行し. 該断于ェック リスト に 必要事項を記載してください。 

A 警告： この手 I 因を美行する前に、 r 巧業にわたってのを意 j を参おしてください。 

〇 を*: コンピュータをコンセントからかしたを10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りタルてください。システム基巧上のスタンバイ電源ライトカ《オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り巧して〈ださい。このライトの位置をお認するじは、 r システム某板のコンポーネント I のイラストをを照して〈ださい。 

1. Dell 診断プログラム を 実行しまず。 

いずれかの彭断テストが失敗したか、または Dell 診断プログラムが起動しませんでしたか？ 

はい： Dell に連紹して テクニカルサポートを受けてください。 

いいえ：次の質問じ進みます。 

2. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜20秒待ちます。 

3. コンピュータカパーを開きまず 。 

4. マイクロブロセッサを取りが•して巧りがけます 。 

5. マイク□プ□セッサファンケーブルが、システム基板のコネクタじしっか y と接続されているか確認します。 

6. コン ピュータカパーを閉じます 。 

7. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

コンピュータは正し〈動作していますか？ 

はい：問題は锅ましました。 

いいえ： DelH こ連絡して テクニカルサポートを受けて〈ださい。 


システム基板の問題 

システム基巧の巧題は、システム基巧のコンポーネントの巧障や、電源装置の巧障、またはシステム基巧に巧障したコンポーネントが接続されていることが原因で起こります。 

次の手順を実行する前に、固有の問題を識別できるかどうかお詔するために、 該断 ライトを 確設してください。システム基板の問題を示す コンピュータ メッセージが 表示された場合、巧の手順を実行して 
訟断 チェック リスト に 必きま I 頁を記入してください。 

A 警告： この手順を*行する前に、 「化 まにあと ユ でのをま J を#おしてください。 

© を意： コンピュータをコンセントからかしたを10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りタルてください。システム基巧上のスタンバイ電源ライトカザフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システムぶ巧のコンポーネ ント 」 のイラストをを照してください。 

1. コン ピュータを苗お動し. Dell 該断プ□ヴ ラム を 実行します。 

し、ずれかのテストが失敗したか、または De リ診断プ□グラムが起動しませんでしたか？ 

はい： Dell に連絡して テクニカルサポートをきけてください。 

いいえ： 丰順2 じおみます。 

2 . コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て 10~20 巧待ちます。 

3. コン ピュータカバーを閲きます 。 

4. 電源ユニットの電源ケーブルが、システム基板上のコネクタにしっかりと接続されてし、るか確認しまず。 

5. コン ピュータカパーを閉じまず 。 

6. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい：問題は锅ミ夫しました。 

いいえ： 手順7 に進みます。 

7. r コンピュータ y モリの 問題 J の手順を実行します。 

コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい：問題は锅ミ夫しました。 

いいえ： 手順 引 こ進みます。 

8. r 楠 張カードの問 頭 I の手 I 隔ホ実行します。 

コンピュータは正しく動作していますか？ 


はい：問題は稱ミ夫しました。 
























いいえ： 辛匪 引 こホみます。 


9. r キーボードの間頭 I の辛 I 旧を実行します。 

コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい：問題は辑ミ夫しました。 

いいえ： 丰麵 1 日 I こおみます。 

10. r 掘損した BIOS 設定のリセット I の辛順を実行します。 

コンピュータは正しく動作していますか？ 

はい：問題は留ましました。 

いいえ： Dell に連絡して テクニカルサポートを受けてください。 


破損した BIOS 設定のリセット 

コンピュータが起動せず、化に销まする手段が何もない場合、巧の手順を実行します。 

么 警告： この手厢を巧斤する前に、 r 巧 g にわたつてのを意 ■! を#巧してください。 

© を意： コンピュータをコンセントから巧した後10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム其板のコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20砂待ちます。 

2. コン ピュータカバーを開きまず 。 

3. ジャンパプラヴを RTCRST ジャンパピンに取り付■け、测こ取り外します。 

これは. BIOS 設定を出荷時の設定にリセットします。 

システム基板の CMOS クリアジャンパ （rCLR CM I とラベルされた）の位置は 「 ジャン パ設を I をき鹿してください。 


^ メモ： スペアのジャンパをお持ちでない場合、 PSWD ジャンパを使用することができます。ただし、コンピュータの電源を入れる前に、かならず PSWD ジャンパを PSWD ピンに戻して〈ださい。 
4 ‘ コンピュータカパーを閉じまず 。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

t セットアップユーティリティを 起動し、おないのコンピュータに合った設を情衝じををします。 

コンピュータ設定を変更したら、セットアツブユーティリティを松了し、コンピュータを再起動します。 

コンピュータは正し〈動作していますか？ 

はい：問題は锅ましました。 

いいえ： Dell に連紹して テクニカルサポートをきけてください。 

& メモ： RTCRST ジャンパを使用してリセットした後は、 セットアップユーティリ ティ を 起動し、デフオルト設をにないオブシヨン設ををを元します。 
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インターネット接続ファイアウナ ー J レ 

Dell Precision™ Wor い tation 340ユーザーズガイド 


今日の常時接続モデムや DSL インターネット接続は、今までじはなかったバンド幅を家庭巧に提供しますが、接続されているコンピュータや家庭内ネットワークカ{ハッカーの攻擊目標になる可能性がで 
てきました。これらの攻撃にはし、ろいろあります力<、目めはインターネットに接続されているコンピュータにアクセスすることです。ハッカーはコンピュータにアクセスすると、ハードドライブを参照してファ 
イルを追加したり削除でき、パスワードやクレジットカード番号を取り出したり、他のシステムやウェブサイトを攻撃するようシステムを設定できます。そのため、これらの攻撃からコンピュータを保護するフ 
ァイアウォールがますます必要になってきています。この必要性に対応するため、 Microsoft は Windows XP に組み込みのファイアウォールを提供し、外卽からのアクセスへの即時保譲を提供していま 
す。インターネットを続ファイアウホールをち巧じすると、ほとんどの一般ユーザーと小企業のユーザーに適切で基本的な保譲が提供されます。 


& メモ： インターネットを続フアイアウホールをち巧にしても、ウイルス検出ソフトは必要です。 


ファイアウォールはネットワークセットアップウィザードを実行するときに自動めに有なじなります。ネットワークを続にファイアウォールがち巧になると、コントロールパネルの ネットワークをな じホい 
背景のあるアイコンがき示されます。インターネット接続ファイアウォールはコンピユータのをインターネット巧統に適巧できます。ファイアウォールは基本ログイン機能も提供します。ログに示されるイべ 
ントすべてが ハツ カーの攻撃というわけではありません。インターネット接続業者がお客樣のコンピュータの有無を確認 ( ping ) するための定期的なチェックなどの害のない巧々なタイプのイベントがログ 
に表示されることがあります。 


コントロールパネルの各インターネット接続に関連する プロパティ ダイアログボックスを使って、ファイアウホールを設定します。ファイアウホールは、ち効または無効にできます。上級ユーザーには、追 
加の設定オプションが利巧できます。詳細オプションには、特定の TCP (Transmission Control Protocol ) や UDP (User Dataaram Protocol ) ポートを開いたり閉じたりする雜能や、ポートのリダイレクショ 
ンをち効じする钱能などが含まれます。ポートのリダイレクションを使うと、ファイアウホールの持定のポート(ウェブサーバポートのポート80など） への アクセス要ホを、ローカルネットワークの別のコンピ 
ュータに自動的にお送することができます。この機能で、家庭用ネットワークのウェブサーバがエッジファイアウォールで保譲できるようになります。 
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正面パネルドアおよびヒンジアーム 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ 正面ドアの取り付け 
♦ ヒンジアームの取りかけ 

コンピュータへの損傷を避けるため、正面ドアは持ち上げ過ぎると r かれる」ように設計されています。正面ドアが巧れてしまった場合、正面ドアとヒンジアームを取り付けなおす必要があります。 


正面ドアの取り付け 

1. コンピュータをシャットダウンします。 

2. ヒンジアームを垂直な位置に下ろします。 

3. 正面ドア内測の2つのクリップを2つのヒンジアームに合わせます。 

4. 正面ドアのクリップがカチッと両方のヒンジアームに収まるまで巧測へ巧し込みます。 

正面パネルドア 



1 

正面ドアのクリップ (2) 

2 

垂直な置のヒンジアーム (2) 

3 

正面ドア 


ヒンジアームの取り付け 

1. コンピュータをシャットダウンします。 

2. 正面パネルが装着されている場合、正面パネルを取り外します。 

正面ドアはカチッと音がして2つのヒンジアームから外れます。 

3. 両ちのヒンジアームを水平な位置に持ち上げます。次に、カチッと音がして巧定の位置に収まるまでアームを手前に引きます。 
〇 ま意： ヒンジアームを所定の位置に引き出す隙に力を入れ過ぎると、アームまたは正面パネルに損協をちえるをれがあります。 

1回でヒンジアームがカチッと所定の位置に戻らない場合、アームをかしだけ元の位置に房してから再度試みます。 


ヒンジアーム 



















[l I jjc 平な置のヒンジアーム (2) 


4. ヒンジアームがカチッと所定の位置に収まったら、アームを2、3回上下させてしっかり装着します。 
t 正面ドアを取り付けます。 


且夕ぺージに量る 
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コンピュータの 正面図 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 


♦ 正巧パネルドア 
♦ ボタンとライト 
♦ デバイスの巧結 

スモールデスクトップコンピュータ 



1 

正面パネルドア 

4 

フロッピードライブライト 

2 

電源ボタン 

5 

/\ードドライブライト 

3 

電源ライト 




ミニタワーコンピュータ 



1 

取り巧し可能ドライブパネル 

5 

正面パネルドア 

2 

取りがし可能ドライブパネル 

6 

電源ライト 

3 

/\ードドライブライト 

7 

フロッピードライブライト 

4 

電源ボタン 




正面パネルドア 

正面パネルドアを開いて2つの Uii コネクタおよびヘッドフォンコネクタじアクセスします。このドアは取りかし可能です。取りかしたり、間違ってヒンジからかれても所定の位置にカチッと戻ります。 
















































ドアを巧いた状おースモールデスクトップコンピュータ 



1 

ヘッドフォンコネクタ 

2 

USB コネクタ (2) 


& メモ： USB キーボードまたはマウスのプラグをコンピュータ正面のコネクタじ差しをまないでください。 

ドアを阳いた巧巧ーミニタワーコンピュータ 



1 

USB コネクタ (2) 

2 

ヘッドフォンコネクタ 


& メモ： USB キーボードまたはマウスのプラグをコンピュータ正面のコネクタに差し込まないでください。 

ボタンとライト 

^ メモ： ライにードと動作じついては、 「 兹節ライト I を参昭してくピさい。 

I 電源ボタンーコンピュータ のに 入力電源をコントロールします。 Microsoft ® Windows 涵または Windows NT ® を実行している コン ピュータ上での電源ボタンの機能は、次の表を参障.してくださし、。 

電巧ボタンの機能 


コンピュータの巧お 

■巧ポタンの機能 

オフ 

コンピュータをホンにするには、巧してから離します。 


オン コンピュータをすぐにホフにするには、6巧な上}甲し続けます。 












































メモ： この方までコンピュータをオフにすると、データが失われる可能性があります。この方法はコンピュータカ 《 普通にシャットダウ 
ンしない場合にのみほ巧します。 


オン (Windows NT ) 

通常のシャットダウンをおこなうには、巧してから離します。 

メモ： これは.コンピュータじ Dell システムユーティ1; ティが 口ードされている場合にのみ棵おします。ユーティ IJ ティがない場合.コ 
ンピュータは通常のシャットダウンを実行せずにすぐに電源が切れます。 

スリープ状態 

スリープ巧態からコンピュータを復帰させるロホ、巧してから離します。詳細については、 r 雷源管理 1を参昭してください。 


I 雷源ライト ーこのライトは. 2をで点滅したり点灯することで異なる状態を示します。 

I フロッピードライブライト ー ドライブがフ□ッピーディスクからデータを読み書きしている場合じ点灯します。このライトがオフになつてから、ドライブからフロッピーディスクを取り出します。 
I /、ードドライブライト — /、ードドライブカがライブからデータを読み書きしてしぶ場合に点巧します。 

I 訟がライト ーコンピュータの問題の診がに役立つ一連のライトです。 


デバイスの接続 

外付けデバイスをコンピュータの正面パネルに接続する場合は、次の手順に巧います。 

I 取 y 付けと設をの具体的な手順については、デバイスにが属のマニュアルを参照してください。 

たとえば、ほとんどのデバイスは、特定のポートカロネクタに接続しないと正常に動作しません。また、通常プリンタなどの巧付けデバイスを正常に動作させるには、デバイスドライバを口ード 
してお〈必要がありまず。 

I USB マウスまもはキーボードを巧統する場合 ■. コンピュータ 背面 の ポート1 USB コネクタの1つに必ず接続します。 

I 必ずコンピュータがオフのときじ外付けデバイスを怯続します。次に、コンピュータをオンにしてから、が付けデバイスをオンにします(デバイスのマニュアルに特に記載のないかぎリ）。 

^ を意： システム基板への損協を防ぐため、コンピュータの電源を切った後10〜20秒待ってから、コンピュータからデバイスを取り外して〈ださい。 

スピーカー/ヘッドフホンジャック 

コンピュータのスピーカー，ヘッドフホン、またはその他の才ーディオ出カデバイスを接結するために使用します。このジャックは、ヘッドフォンをサポートするために増幅されてし、ます。 

USB コネクタ 

プリンタやスピーカーなどの USB 互換デバイスをコンピュータに}ま続するのに巧巧します。 

^ を意： USB デバイスは、 Microsoft Windows NT 環境では動作しません。 

b メモ： USB マウスモナこはキーボードを巧綿する場合 ■. コンピュータ 背面 の ポート1 USB コネクタの1つに必ず挽続してください。 
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ファイルと設定の転送ウイザード 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 


ファイルと設定のお送ウィザードは、個人的なファイルと設定をコンピユータ間で移動するのに使用します(たとえば、新ししロンピユータじ買い換えた場合など）。個人ファイルじは、コンピユータ上の义 
書、イメージ、き計算、プレゼンテーシヨン、電子メールメッセージなどが含まれます。ユーザー設定には、コンピユータのディスプレイのプロパティ、ウィンドウのサイズ、ツールバーの設定、ダイヤルア 
ッブ搜続、 インターネットのブックマークなどが含まれます。ファイルと設定のお送ウィザードは、元の（古い)コンピユータ上で実行してデータを集め、移行先(き斤しい)コンピユータでもう一度実行してデー 
夕をインポートします。古いコンピュータがな前のホペレーティングシステムを使用している場合、ウイザードは Windows XP の CD 、 または新しい Windows XP コンピュータで作成したディスケットから起動で 
きます。新しいコンピュータにネットワークまたは直接シリアル接続をかしてデータを移行する力、、フロッピーディスク、 Zip ディスク、または書き么み可能 CD などのリムーバブルメディアに巧なします。 

ファイルと設定のお送ウイザードを使用するには、巧の手順を実行します。 


1. 巧しし 、 Windows XP コンピュータで、スタートをクリックしすべてのプログラムーアクセサリーシステムツールとポイントして、ファイルとおをのおをウイザードをクリックします。 

2. ファイルと肢定のおをウイザードの H 巧の画面で、ホへをクリックします。 

3. これはどちらのコンビュータ です か？の画面で、 ちを ホの 巧し いコンピュータを選んでから巧へをクリックします。 


阳 indows XP CD があります か？画面がき示されまず。 


ファイルと設定のお送ウイザードは、ユーザー設定、個人ファイル、またはその両方をま斤ししロンピュータじ移行するのに必要な手 I 頃を案巧します。 CD ドライブが利用できない場合、ウイザードを使って、 
古いコンピュータ上で実行するウイザードディスケットを巧ぶすることができます。 


& メモ： データの収集と移行にかかる時間は、収集するデータ量によって異なりまず。これには数分間から数時間かかることがあります。 
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情報およびサポートの検索 

Dell Precision™ Workstation 340 ューザーズガイド 

レ:下の表では、 Dell がサポートツールとして提供しているリソースについて説明します。追加のリソースがコンピュータといつしょに出巧される場合もあります。 


リソース 


巧を 


リソースのない方 


tiirt im. 



『セットアップおよびクイックリファレンスガ 

イド Ji 


セットアップユーティリティ 
サポートツール 
お問い合わせの多い質問 
基本的なトラブルシューティング 
アップグレード情報 


レ: i 下の情報じついては、『セットアップおよびクイックリファレンスガイド』を参照 
してください。 

I コンピュータのセットアップ 
I サポートリソースの検索および使巧方法 
I 問題の餘巧ち法 
I ツールとユーティリティの使用方ま 


み 


ユーザー ズガイド 


コンピュータとデバイスの『ユーザーズガ 

イド Ji 


お使いのオペレーティングシステムにもよります力《、デスクトップのユーザー ズ 
ガイド アイコンをダブルクリックしてハードドライブの電子マニュアルにアクセス 
するか、 スタートを クリックし、 ヘルプとサポートを 選びます。次の情報が入手 
できます。 

コンピュータの使い方 
システムの設定方ま 
部品の取り外しと取り付け 
問題の診が方ま 
仕様 

デバイスのマニュアル 
テクニカルサポートを受ける 



ITDell Precision ResourceCDJI 

I Dell 診断プログラム 
I ドライバ 
I ユーティリティ 

I コンピュータとデバイスのマニユア 
ル 


コンピュータに付属の ResourceCD のメインメニューを参照して〈ださい。プルダ 
ウンメニューを巧って、コンピュータに最適な巧目を選びます。次のタスクを実 
行することができます。 

I 問題の餘巧 

I ドライバ （My Drivers ) のインストールまたは再インストール 
I コンピュータおよびデバイスについての情報の入手 

メモ： ューザーマニュアルおよびドライバは、 Dell から出荷される隐に、コンピュ 
-夕にプリインストールされています。この CD を巧巧して、マニュアルにアクセ 
スしたり、ドライバを巧インストールしたり、診断ツールを実行することができま 
す。 

ResourceCD の使い方の詳細につい " C は 、 [Dell Precision ResourceCD の使い 
ち」 を参照してください。 


WWMMU.CC 

>f«；xxx)a 


i HlRkl ■ 


サービスおよび登録ラベル 

I エクスプレスサービスコード およ 
び サービスタグすンバー 
I プロダクトキー(プ己ダクト ID また 
は C 0 A とも呼ばれます） 

ラベルは Del 扫ンピ ュータ に貼られていま 
す。 


エクスプレスサーピスコードおよびサービスタグナン/く一は、お使いの Dell コンピ 
ュータを識別するためのものです。 

0 S セットアップを完了するには、プロダクトキー(またはプロダクト ID ) が必要に 
なります。 

詳細につい订ホ、『セットアップおよびクイックリファレンスガイド』を参照して〈た’ 
さい。 


$upport.jp.den.com 


Dell Suppo けサイト 

I Dell マニュアル 
I ファイルライブラリ 
I ベンダのリンク 
I ダウンロード 


support . jp . dell.com へ、お進みください。 

I 通常の使用、インストール、およびトラブルシューティングに関するヘル 
プファイルを入手 

I コンピュータおよびデバイスのマニュアルへのアクセス 
I お使いのコンピュータ用のドライバの入手 
I Dell のちきなベンダのホンラインリンクを探索 



ホペレーテイングシステムを再インストールするには、コンピュータじ付属の 0 S 
CD を使用します。 

メモ： 05 CD に、お使いのコンピュータ用のすべての最新ドライバが含まれて 
いるとはかぎりません。 0 S を巧インストールする場合、 ResourceCD を使用して 
コンピュータに付属のデバイス巧のドライバを再インストールして〈ださし、。 

0 S の再インストールの詳細についでホ、コンピュータじ付属の 0 S のインストー 
ルマニュアルを参照してください。 


0 S のインストールガイド 


0 S の再インストールおよび設定についての情報は、 0 S のインストールガイドを 
参照して〈ださい。 













































目次ページに戻る 


ドライブべイカ/く一 

Dell Precision ™ Workstation 340 ユーザー ズガイド 

♦ ドライブヘイカバーの取り外しースモールデスクトップコンピュータ 

♦ ドライブベイカバーの取りかしーミニタワーコンピュータ 

• ドライブベイカバーの取り付け 


ドライブベイカバーの取り外し ースモール デスクトップコンピュ ータ 

1. コンピュータの正面を手前に向けたが態で、指を使ってドライブベイカバーを取り巧します。 

2. ドライブベイカバーがポンと音がして巧れようになるまでカバーを巧します。 

ドライブベイ カバーの 巧りかし 










ドライブベイカバーの取り外しーミニタワーコンピュータ 

1. コンピュータカバーを45度の角度に開き、取りがし可能メディアドライブデータケーブルを巧しまず。 

2. カバーを90度の角度に開き、コンピュータの内側から挿入タブをかします。 

3. ドライブベイカバーがポンと音がして巧れようになるまでカバーを巧します。 

ドライプべイカバーの巧りかし 



ドライブベイカバーの取 y がけ 

ドライブベイカバーを取り付けるには、 r ドライブベイカバーの取り外し」の手 I [頃を逆の順巧で実行します。 
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コンピュータの 内部 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ システム其巧のコンポーネント 

スモールデスクトップコンピュータ 



1 

取り列■し可能メディアドライブ 

9 

AC 電源コオ、クタ 

2 

ハードドライブ 

10 

パドロックリング 

3 

カバーリリースボタン （2) 

11 

背面パネルのコネクタ 

4 

スピーカー 

12 

マイクロプロセッサ/を風装置アセンブリ 

5 

シャーシイントルージヨンスイッチ 

13 

メモリモジ ユール 

6 

電源装置 


システム基あ 

7 

お張カードケージ 

15 

フロッピードライブ 

8 

PCI 枯;張力ードスロット （2) 




ミニタワーコンピユータ 

























1 

取り外し可能メディアドライブ 

8 

PCI } 皮張カードスロット (4) 

2 

フロッピードライブ 

9 

背面パネルのコネクタ 

3 

ハードドライブ 

10 

AC 電源コネクタ 

4 

カバーリリースボタンロ） 

11 

パドロックリング 

5 

スピーカー 

12 

電源装置 

6 

シャーシイントルージヨンスイッチ 

13 

マイクロプロセッサエアフローカバー 

7 

システム基巧 




システム基板のコンポーネント 

巧の図に、システム基巧の主要なコネクタおよびコンポーネントを示します。 

スモールデスクトツプコンピュータ 




































毒 


V 一 含 



7 ^ 









巧!^ ド 



1 

フロッピードライブコネクタ ( FLOPPY ) 

12 

PCI 拡張力ードコネクタ (2) 

2 

バッテリ 

13 

正面パネルホーディホコネクタ 

3 

取り外し可能メディアドライブコネクタ （IDE SEC ) 

14 

テレフオニーコネクタ 

4 

ハードドライブコネクタ （IDE PRO 

15 

CD オーディホコネクタ 

5 

正面パネルコネクタ 

16 

背面パネルのコネクタ 

6 

システム基巧スピーカー 

17 

マイクロプロセッサ電源コネクタ 

7 

パスワードジャンパ 

18 

マイクロプロセッサ/ヒートシンクアセンブリ 

8 

補巧の"ードドライブ動作ライにネクタ 

19 

メモリモジ ュール ソケット （ RIMM 1と 2) 

9 

CLR CMOS ジャンパ 

20 

ファン電源コ木クタ 

10 

AGP 力ードコネクタ 

21 

メモリモジ ュール ソケット （RIMM 3と 4) 

11 

スタン/くイ電源ライト 

22 

メイン電源コ木クタ 


ミニタワーコンピユータ 










































































1 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 

13 

PCI ラィザボード 

2 

バッテリ 

14 

正面パネルオーディホコネクタ 

3 

取り巧し可能メディアドライブコネクタ （IDE SEC ) 

15 

テレフホニーコネクタ 

4 

ハードドライブコネクタ （IDE PRI ) 

16 

CD ホーディホコネクタ 

5 

正面パネルコネクタ 

17 

背面パネルのコネクタ 

6 

システム基板スピーカー 

18 

マイク□プ□セッサ電源コネクタ 

7 

パスワードジャンパ 

19 

マイクロプロセッサ/ヒートシンクアセンブリ 

8 

袖助の/、ードドライブ動作ライトコネクタ 

20 

メモリモジュールソケット （ RIMM 1と 2) 

9 

CLR CMOS ジャンパ 

21 

ファン電源コネクタ 

10 

AGP 力ードコネクタ 

22 

メモリモジュールソケット （RIMM 3と 4) 

11 

スタン/くイ電源ライト 

23 

メイン電源コネクタ 

12 

PCI 扣;弓長力ードコネクタ (4) 




システムさ巧のラベル 


コ本クタまたはコンポーキント 

ラペル 

AGP 

AGP 力 ~ ドコネ、クタ 

AUDIO 

オーディオコネクタ 

BATTERY 

バッテリソケット 

CD 

CD 才ーディホコネクタ 

CLR—CM 

CMOS ジャンパをクリア 

CPU 

マイクロプロセッサ/ヒートシンクアセンブリ 

DIAG LED 

診断ライト 

FANl 

マイクロプロセッサフアンコネ、クタ 

FLOPPY 

フロッピードライブコネクタ 

FNT PNL 

正面パネルコネクタ 

FNT PNL AUDIO 

正面パネルオーディオコネクタ 

KEY BRD _ M 0 USE 

PS /2 キーボード/マウスコネクタ 

MAIN POWER 

メイン電源コネクタ 

PARALLEL 

パラレル コネクタ 

PCIn 

m 拡張力ードコネクタ 

IDE PRI 

M - ドドライブコネクタのセカンド IDE コネクタ 

IDE SEC 

取り外し可能メディアドライブコネクタ 

PSWD 

パスワードジャンパ 



















































































RIMM_n 

メモリモジユールソケット 

SERIALn 

シリアル コネクタ （2) 

SCSI 

補助の/、ードドライブ動作ライトコネクタ 

SPEAKER 

システム基巧スピーカー 

STANDBY—LED 

スタンバイ電源ライト 

TELE 

テレフ十二一 ( TAPI ) コネクタ 

USB-LAN 

ネットワーク およびポート1 USB 口)コネクタ 
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ジャンパ設定 

Dell Precision ™ Workstation 340ューザーズガイド 
システム左巧ジャンパ 


Q 


i PSW 

巧 3 

な 


D 


© を意： システム基板上のスタンバイ電源ライトカ《オフになっていることを確認してから、ジャンパ設定を変更してください。電源が入ったままをましようとすると、コンピュータを破損したり予期でき 
ない結果を巧〈巧れがあります。このライトの位置は、 「 システム基巧のコンポーネント 」 を参照してください。 

ジャンパの設定を変更するには、ピンから巧いたプラグを指定のピンにま意深く巧し込みます。 

システムまなのジャンパ投定 


ジャンパ 

田: を 

巧明 

PSWD 

区3 (デフホルト） 

パスワード機能が有効になっています。 


1 ぃ 1 

パスワード機能が無細こなっています。 

CLR CM 

図く 

通常の設定 ー ピン1と2は、ジャンパされています。 


(ピン1と 2) 



尽図 

CLR CM 記をーピンか3は.ジャンパされています。 「秘捐した BIOS 話をの IJ セット1 をを暖して<ドさし、。 


(ピン2と 3) 


1^ ジャンパあり 「。 J ジャンパなし 


& メモ ： CLR CM 設定は、 AGP 力ードクリッブタブの横のシステム基板にもあります。 






















管理機能 

Dell Precision™ Workstation 340 ューザーズガイド 

♦ Dell OpenManaoe IT Assistant 
9 Dell OpenManaoe Client / クライアント 巧 ソフトウェア 

巧のシステム管理アプリケーシヨンはオプションであり、を义時にコンピュータにプリインストールすることが巧能です。 


Dell OpenManage IT Assistant 


Dell OpenManage IT Assistance 、 企業ネットワーク上のコンピュータやその他のデバイスを構成、管理、および監巧するための、最もすぐれた Dell ™ システム管理アプリケーンヨンです 。 IT Assistant 
は、最新のリモート管理テクノロジを採巧しており、業界標準の管理ソフトウェアをネ占み込んだシステム用の、資産管理、構成管理、イベント(アラート)管理、およびセキュリティ管理を提供しまず。この夕 
イプのソフトウェアは.システム管理 クライアント用ソフトウェア と呼ばれています。 


IT Assistant は、な下の業界標華に準拠する計装をサポートします。 

I SNMP 
I Ml 
I CIM 

お使いのコンピュータ I こ利用できる Instrumentation (計装）は、 DM 很よび CIM を基本にした 、 Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアです 。 IT Assistant の詳細じついては 、 Dell Suppo けウェ 
ブサイトで入手できる 『Dell OpenManage rr Assistant ユーザーズガイド』を参照して〈ださい。 


Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェア 

Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアは 、 IT Assistant などのリモート管理アプリケーシヨンプ□グラムカ、’、な下のことを実行するのを可能にするソフトウェアです。 
I おほいのコンピュータについての情報へのアクセス(搭載されているプロセッサの数や実行されてし、るオペレーティングシステムの種類など） 

I コンピュータのステータスの監ネ見(温度プ□-ブからの熱警告やストレージデバイスからの/\-ドドライブ障害警告を受信することなど） 

I コンピュータのステータスのをを （ BIOS のアップデート.またはリモートでのシャットダウンなど) 


Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアの情報は 、 Dell Suppo けウェブサイトで入手できる 『Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアユーザーズガイド J を参照して〈ださし、。 
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コンピュータメモリ 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ コンピュータメモリの取り付けガイドライン 

♦ メモリモジュールの取り外し 

♦ メモリモジュールの取り付け 

お使いのコンピュータは、容量力{64、128、256、512 MB のデュアルチャネル RDRAM RIMM をサポートします。メモリモジュールを取り付ける場合、 「コンピュータメモリ_のをりけ’けガイドう イン」の手 I 耐こ必 
ず従ってください。 ■ 

システム基巧のメモリソケットの位置は、 「 システム基板のメモリコンポーネント 」 を参照してください。 

メモリモジュールのラベル 



システム基巧のメモリコンポーネント 



1 

メモリモジュールソケット （RIMM 3および 4) 

2 

メモリモジュールソケット （ RIMM 1および 2) 


コンピュータメモリの取り付けガイドライン 


I 新しし、メモリモジュールを取り付ける前に、おほいのコンピュータ巧の最新の BIOS を Dell S 叩 po けウェブサイト suppo け . jp.dell.com からダウンロードしてください。 


I システム基板のをメモリソケットは、 RIMM または CFUMM のどちらかによって占ちされている必要があります。 


メモリモジュール 



































1 

RIMM 

2 

CRIMM 


© ま意： メモリのアップグレード中にコンピユータから元のメモリモジユールを取りかした場合、新しいモジユールが Dell から購入されたものであっても、お持ちのま斤しいモジユールとは区别して保 
管してください。元のメモリモジユールは、 RIMM 1 と RIMM 2コネクタまたは RIMM 3と RIMM 4コネクタのどちらかにそれぞれペアで取り付ける必要があります。元のメモリモジユールとおしし、メ 
モリモジユールをペアにしないでください。ペアにずると、コンピユータが正しく起動しないことがありまず。 

I メモリソケットは、同じものを2枚1組で必ずアップグレードします。いいかえれば、2つ1組のソケットには、容量、コンポーネントの数、および速度が同一のモジユールを取り付ける必要がありま 
す。ソケットのペアを識別するには、 「 システムをネ反のメモリコンポーネント I をき照して〈ださい。 

I ECC とが ECC モジユールを組み合わせたペアは、常に非 ECC モジユールとして谜能しまず。 

I モジユールを別のソケットに装着する前に、必ず景础こ RIMM をソケット K プロセッサに最もおい)に取りがけてください。 

I システム基板は、 PC 800メモリモジュールに対応しています。 


メモリモジュールの取り外し 

么 警告： a 常の巧ホ中に、 RIMM は非#に*温になることがわ y ます。十分な時旧を置いて RIMM の温度が下がったことを巧 B してから、 RIMM に曲れてください。 

么 警告： この手曲を巧行するが!に. r 巧奠にあわってのを童 J を♦巧してください。 

© を意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム其板のコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20砂待ちます。 

2. コン ピュータカバーを閱きます 。 

〇 を 意： メモリモジュールの損協を防ぐため、メモリソケット両端の固定クリップを同に力で巧してください。 

3. モジュールがソケットからルし持ち上がるまで、メモリソケット両端の固をクリップを同時に外側へ巧し開きます。 

© を意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリモジュールを取りかした場合、新しいモジュールが Dell から購入されたものであっても、お持ちの新しいモジュールとは区别して保 
管してください。元のメモリモジュールは、 RIMM 1と RIMM 2コネクタまたは RIMM 3と RIMM 4コネクタのどちらかにそれぞれペアで取り付ける必要があります。元のメモリモジュールと新しい 
メモリモジュールをペアにしないでください。ペアじすると、コンピュータが正しく起動しないことがあります。 


4. モジュールをソケットから持ち上げて取りがします。 

メモリモジュールの巧 y 外し 



1 

固定クリップ 

2 

メモリモジ ュール ソケット 


メモリモジュールの巧り付け 




















Q ま意： メモリモジュールを取り付ける前に、お使いのコンピュータ用の最新の BIOS を Dell Suppo けウェブサイト suppo け . jp.dell.com からダウンロードしてください。 


1. 必要に応じて、アッブグレードモジュールを取り付ける予定のシステム基巧ソケットを占ちしているメモリモジュールを取り巧します。 

2. カチッと音がして開くまで、両測の固定クリップを同時じか側へ巧し開きます。 

3. モジュールの底面のス□ットを、ソケット内測の隆起部に合わせます。 

^ ホ意： メモリモジュールの損協を防ぐため、モジュールを取り付ける際は、両端に均等に力をかけてソケットにまっすぐ差し込むようにしてください。 

4. 固定クリップカ{モジュールの両端にカチッと収まるまで、モジュールをスロットに真っ直ぐに巧し込みます。モジュールが正しく装着されるとカチッという音が聞こえます。 

メモリモジュールの巧 y 付け 



1 

固をクリップロ） 

3 

スロット (2) 

2 

リッジ (2) 

4 

メモリモジュールソケット 


5. コンピュータカバーを巧にます 。 

t コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 


L メモ： C hassis Intrusion オプションがち効な場合、次のコンピュータ起動時じ lii ■下のメッセ—ジが表示されます。 Alert ! cover was previously removed. (警告！カバーが取り外さ 
れました。） 


新しいメモリ容量が既存のシステム設定情報と一致しないことを コン ピュータがお出すると、次のメッセージが表示されます。 


The amount of system memory has changed. 

Strike the FI key to continue, F2 to run the setup utility 

(システムメモリの容量が変更されました。続けるには FI キーを、セットアップユーティリティを起動するには F 2 キーを巧してください。） 

7. セットアップユーテ ィリティ ホお動し. System Memory の値を確認します。コンピュータは新し〈増設したメモリを認識して、 System Memory の値を変更しているはずです。新しし、メモリ総量 
が正しければ、 手順 9 へ進みます。 

8. メモリ総量が正しくない場合は、 r メモリモジュールの巧りかし I の 丰順 1 〜 丰 III 目3 を操りあします。モジュールがソケットに正し〈装着されているかお詔します。次に、「メモリモジュールの取り付 
け I の 丰順7 〜 丰 II 頃9 を操りあします。 

9. System Memo けの合計が正しい場合、セットアップユーティリティを挺了します。 

10. Dell 教断プロヴ ラム ネ 実行し.メモリモジュールが正し〈動作していることを確認します。 


目次ページに戻る 
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家庭用および小企業用ネットワーク 

Dell Precision™ Wor い tation 340ユーザーズガイド 


♦ ネットワークセットアがを]:ザード 


ネットワークセットアップウィザードには、家庭またはル企業のコンピュータ問でファイル、プリンタ、またはインターネット接続などのリソースの共有処理を説明するチェックリストと手 I 頃が含まれていま 
す 。 Windows XP では、 Microsoft はま庭用またはか企業用ネットワークのセットアツブ巧オンラインマニュアルとホペレーティングシステムツールの使い勝手を向上させています。オペレーティングシステ 
ムの新しい機能じは、 PPPoE ( Point - to-Point Protocol over Ethernet ) とビルトインファイアウホールのサポートが含まれています。 


ネットワークセットアップウイザード 

ホームネットワークウイザードは Windows Me で最巧に導入されました。家庭用または小企業巧ネットワークを簡単にセットアップできるよう、 Microsoft は邮 ndows XP 用により強化されたネットワークセット 
アップウイザードを開発しました。このバージョンでは、家庭巧またはル企業用ネットワークのセットアップじより完全なオンラインマニュアルとサポートを提供しています。ま斤しし、ウイザードが本項で後述 
するパーソナルファイアウナ ー ルを自動的にホなじしますけ インターネット巧結ファイアウナール I ををお）。 

ウイザードを利用す对こは、次の手順を実行します。 

1. スタートをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリー a 信とポイントして、ネットワークセットアップウイザードをクリックしまず。 

2. ネットワークセットアップウイザードが表示されたら、巧へをクリックします。 

3. ネットワーク化成のチェックリストをクリックします。 

チェックリストが家庭用またはル企業巧ネットワークのセットアップに必要な手順を紹介し、を手順でさまざまな情街を提供します。必要な接続とを搞が完了したら、ネットワークセットアップウ 
イザードに戻ります。 

4. インターネット接続方まを選んで巧へをクリックします。 

5. 必要に応にて、希望するインターネット接続を選んでホへをクリックします。 

6. コン ピュータの説日月と コン ピュータをを入力してから巧へをクリックします。 

7. ネットワーク設をを痛認し、巧へをクリックしてセットアップを完了します。 

8. セットアップ化理が終わったら、完了をクリックしてウイザードを閉じます。 


目巧ページに戻る 









目次ページに戻る 


Windows XP の概要 

Dell Precision™ Workstation 340ューザーズガイド 

♦ ヘルプとサポートセンター 

Windows® 2000 オペレーティングシステムがより強化された Windows XP ロホ、一船ユーザー用の Windows XP Home Edition およびビジネス巧の邮 ndows XP Professional がありまず。このマニュアルで 
述べる特徴は両方の Edition で利用可能ですが、 Professions レくージョンはビジネス環境に対応して、ビジネスじ重要な生産性、セキュリティ、ネットワーク、および管理谜能がより充実しています。 

-般ユーザーの方には、 Windows XP は Windows 2000/ Windows NT 孩オペレーティングシステムで固ちに楠わっていたま定性とセキュリティを一層高めて提供しまず。ノートブック コン ピュータ への サポ 
-卜も向上しています。 Windows XP の主な新しい钱能じはレ: TF のものがあります。 

I 巧良されたデスクトップとユーザーインタフエース 
I ファイルと設まの転送ウィザード 
I アプリケーションプ□グラムの互換巧の強化 
I システムの復元 
I ューザーの 簡易切 y 替え* 

I お張された家庭用および小企業用ネットワーク磯能* 

I インターネット常時巧続用パーソナルファイアウオール* 

* 家庭巧およびル企業用の機能 


ヘルプとサポートセンター 

ヘルプとサポートセンターは、 Microsoft Windows Me(Millennium Edition) で導入された、 lil 前のオペレーティングシステムの Windows ヘルプに代わるものです。ヘルプとサポートセンターでは、コンピュ 
ータおよび搭載されているハードウェアデバイスとインストールされたソフトウェアの使用、設定、およびトラブルシューティングの情報提供と支援をする統合リソースセンターを提供していまず。 Windows 
XP では、ヘルプとサポートセンターはフルテキスト検索をきむ巧実した検索機能、およびハードドライブ上のファイルに加えて複数のリモートサイトでの検索磯能を備えています。プリントコマンドを 1 回 
巧巧ずるだけで、章全体のヘルプの内容を印刷できます。 


ヘルブとサポートセンターを開くには、 スタート ボタンをクリックしてから ヘルプとサポートを クリックします。ホー ム ページから検索したり、情報の カテゴリを 選んで、コンピュータのほ用についての作業 
や情報トピックに進むことができます。インストールされているハードウ ェア デバイスとソフトウェアを含む、お使いの Deir コン ピュータの使用方まについての情報は、 ユーザーガイドおよびシステムガ 
イドを クリックしてください。 
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システムパスワードとセットアップパスワード 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 


システムパスワード 
システムパスワードの設定 

システムパスワードの巧い方 
システムパスワードの取り消しとをを 

セットアップパスワード 


♦ セットアップパスワードの設定 

♦ セットアップパスワードがち効な場合のコンピュータの操作 

♦ セットアップパスワードの取り消しとずを 

9 システムパスワードとセットアップパスワードの無効化 


システムパスワード 


システムパスワードを設定ずると、パスワードを巧っているユーザーでなければ、コンピュータの全機能を巧巧することはできません。お使いのコンピュータは、出荷時にはシステムパスワードが設定さ 
れていません。 


〇 を意ソ 《スワードは コン ピュータ巧のデータに対してセキュリティを提供します力《、絶対にま全であるというわけではありません。より強固なセキュリティが必要なデータについては、データ暗号 
化プログラムなどの保護磯能をご自身でご用意ください。 

© を意： システムパスワードを設定せずに作動中のコンピュータから離れたり、コンピュータをロックせずに巧置した場合、第三をがジャンパの設定を変更して、 パスワードを經隆 することができま 
す。その結果、誰でもハードドライブ内のデータにアクセスずることができるようになります。 


セットアッブユーテイリ テイ の System Password の設定 


Ci 


メモ： Enabled または Disabled のいずれかが表示されている場合、システムパスワードの変更や新しいパスワードの入力はできません。 System Pass word が Not E nabled じ設定されてい 
る場合にのみ、システムパスワードを設定することができます。 

E nabled — システムパスワードが設定されています。 

Disabled — システムを板の ジャンパ 設定 に よって、システムパスワード機能が無効になっています。 

Not Enabled — システムパスワードが設定されていないが態で、システムさキ反のパスワードジャンパが有な(デフオルト)設定になつています。 


システムパスワードの設定 

1. Password Status が Unlocked に設定されていることを確認します。 

2. System Password を/\イライト表示し、左ち矢印キーを巧します。 

オプション名が Enter Password にをわり、その後ろじ32义字かのをのフイールドが現れます。 

3. 巧しいシステムパスワードを入力します。 

32文字まで入力できます。 

それぞれの文字キーほたはを白としてのスぺースバー)を巧すごとにい」が表示されまず。パスワードの設定操作では、キーボード上の位置でキーが認識され、大文字と小文字は区別されま 
せん。たとえば、パスワード設定時に M を入力しても、 M と m の両方が正しい文字として認識されます。 

お効なキーの雄み合わせもあります。そのような組み合わせで入力すると、スピーカーからビープ音が鳴ります。 

入力した文字を訂正する場合、<8 ackspace > またはち矢印キーを押します。 

b メモ： システムパスワードの入力をが中で中止したい場合は、 < Tab > または <5 hi け xTab ホ押して別のフイールドに梯動するか、 手順5 を格了する前に迂 sc ホ巧します。 

4. < Enter >^ 巧します。 

新しいシステムパスワードが 32 文字未満の場合、フイールド全部にい」が挿入されます。巧に、オプションちが Verify Password じをわり、その後ろに 32 文字分の別のをのフイールドが現れま 
す。 

5. パスワードを確認するために、もう一度パスワードを入力して < Enter ぶ巧します。 

パスワード設定は Enabled じ変わります。これで、システムパスワードが設定されました。 セットアップユーティリ テイを 終了して、コンピュータを使巧することができます。コンピュータを再起動 
すると、パスワード保譯機能は有がじなります。 


システムパスワードの使い方 

コンピュータを起動すると、 Password Status が Unlocked に設定されている場合、次のプロンプトがき示されます。 

Type in the password and 

- press く ENTE 民 > to leave password security enabled. 

- press く CTRLXENTE 民 > to disable password security. 

Enter password: 

(パスワードをタイプして、 <£ NTER > を巧すと、パスワードセキュリティはち効なままです。 ^ TRLxENTER ホ押すと、パスワードセキュリティは無効になります。パスワードを入力して < ださし、。） 


Password Status 力 《 Lo£ked に設定されている場合、次のプロンプトがき示されます。 




















Type the password and press < 巨 nter>. 
(パスワードを入力し、 < Enter 绛巧して〈ださし、。） 


& メモ： セットアップパ スワード が 設をされている場合.コンピュータはセットアップパスワードホシステムパスワードの化巧としてをけがけます。 

入力したシステムパスワードが間違ってし、ると、次のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

Enter password: 

(誤ったパスワード。パスワードを入力して < ださい。） 

入力したシステムパスワードが 2 回目も間違っていると、同じメッセージが表示されます。システムパスワードを 3 回間違えると、それな降はな下のメッセージが表示されます。 

，* Incorrect password. ** 

Number of unsuccessful password attempts: 3 
System halted! Must power down. 

(誤ったパスワード。間違ったパスワード入力の回数; 3 システムが惇止しました！電源を落として <ださい。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でも、再び誤ったシステムパスワード、または不完全なシステムパスワードを入力する風こ、上記のメッセージが表示されます。 

r ィ メモ： セットアップユーティリ ティのパスワードステータスオプションの他に、システムパスワードとセットアップパスワードオプションも併用すると、権限のないを更に対してシステムの巧譲を強化 
L できます; 


システムパスワードの取り消しと変更 

1. セットアッブユーティリティ ホお動して、 Password Status が Unlocited じ設定されていることを確認します。 

2. コンピュータを再起動して、システムパスワードを要求するプ□ンプトを表示させます。 

3. ブ□ンブトが表示されたら、システムパスワードを入力します。 

4. < Enter 靖巧して通常の操作を続ける巧わりに、 < Ctrl >< Enter 每巧して現巧のシステムパスワードを無効にします。 

5. System Password オプションじ Not Enabled がき示されていることを確認します。 

System Password オプションに Not Enabled と表示されたら、システムパスワードは取り;肖されていまず。新しいパスワードを設定する場合、手順 6 に進みます。 System Password ホプシ 
ョソこ Not Enabled がき示されない場合、づ Ut><B ホ巧してコンピュータを再起動し、手順 3〜5 を繰り返します。 

6. 新しし V くスワードを設定する場合は、 「システムパスワードの設定 J の手順に従います。 


セットアップパスワード 

セットアップパスワードを使うと、パスワードをそ日つているユーザーでなければ セッ上アップユーテと i テ •£ の全谜能を使用することはできません。お使いのコンピュ-夕は、出荷時にはセットアップパスワ- 
ドが設定されてしなせん。 

セットアップユーティリ ティ の Setup Password オプション 

I Enabled — セットアップパスワードの設定ができません。セットアップパスワードをををするロホ、セットアップパスワードを入力する必要があります。 

I Not Enabled — セットアップパスワードの設定ができます。パスワード磯能はも効ですがパスワードが設定されていません。 


セットアップパスワードの設定 

1. セットアッブユーティリティ ホお動して、 Setup Password が Not Enabled に設定されていることを確認します。 

2. Setup Password を/\イライト表示し、左ち矢印キーを押します。 

パスワードの入力と確認のプロンプトが表示されます。パスワードに巧用できなしぶ字を巧定すると警告のビープ音が鳴ります。 

3. パスワードを入力して確認します。 

パスワードの確認が挺わると、 Setup Password は Enabled にをわります。これむ降は、 セットアッブユーティリティ を 起動する際に、セットアップパスワードの入力をボめられます。 

メモ： セットアップパスワードとシステムパスワードは同じでもかまいません。 

。 メモ； これらのパスワードが異なる場合でも、セットアップパスワードを システムパ スワードの 代わりに入力することができます。ただし、システムパスワードは、セットアップパスワードの代わりに 
M 使巧することができません。 

Setup Password へのを更はただちじち効になります(再起動は必きありません）。 


セットアップパスワードが有効な巧合のコンピュータの操作 

セットアッブユーティリ ティ を お動すると. Setup Password オプションが"イライト表示され、パスワードの入力を求められます。 

正しいパスワードを入力しないと、セットアップユーティリティ画面は表示されまず力《、 セットアップユーティリ ティのオプションを変更することはできません。 


















Fj メモ： セットアップユーティリ ティのパスワードステータスオプションの他に、システムパスワードとセットアッブパスワードホブションも併用すると、撞限のない変更に巧してシステムの保譲を強化 
M できます。 


セットアップパスワードの取り消しと変更 

既巧のセットアップパスワードを変更するには、そのパスワードを知っている必要があります。 

1. セットアッブユーティリ ティ を 起動します。 

2. セットアップパスワードを既に設定してし、る場合、プロンブトでそれを入力します。 

3. Setup Password を/、イライト表示させてから、ちち失印キーを押して、既存のセットアップパスワードを取りミ肖します。 
設定は Not Enabled にをわります。 

4. 巧ししホットアップパスワードを設定する場合、 「セットアップパスワードの設を J の手順を実行します。 


システムパスワードとセットアップパスワードの無効化 

^ ホ 意： この手順をおこなうと、システムパスワードとセットアップパスワードの両方が消モされます。 

A 警告： この手旧を*行する前に、 r 巧業にあたっての;ま意 _| を»巧してください。 

© を意： コンピュータをコンセントからタルたを10〜20抄待ってから、コンピュータからデバイスを取りタルてください。システムミ巧上のスタンバイ電源ライトカ{オフになっていることを確認してか 
ら、システム基板からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置は、 「 システムを巧のコンポ~ネント 」 を参照してください。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜2日秒待ちます。 

2. コンピュータカバーを開きます 。 

3. PSWD ジャンパからジャンパプラヴを取りがし、パスワード锁能を無効じします。 

システム真あのパスワードジャンパ （ rpswDi とラベルされわ）の化置は 「 ジャン パ設定 I ホ参輯してください。 

4. コンピュータカバーを閉じます 。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

既存のパスワードは消ちされます。 

^ メモ： Chassis In い usion オプションが有巧な場合、巧のコンピュータ起動時に] iL 下のメッセージが表示されます。 

ALERT ! Cover was previously removed. (警告！カバーが取りかされました。） 

6. 巧しいパスワードを設定する場合は、手順7に進みます。 

^ ゾモ： 新しいシステムパスワードまたはセットアップパスワードを設定する前に、 PSWD ジャンパプラグを取り付けて、パスワード磯能を有効じします。 

7. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20砂待ちます。 

8. コン ピュータカパーを開きまず 。 

9. PSWD ジャンパプラヴを取り讯ナます。 

10. コンピュータカバーを閉 L まず 。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

PSWD ジャンパを取り付けてからコンピュータをホンじすると、パスワード機能が有なじなります。 セットアップユーティリテ;! を起動すると、どちらのパスワードオプションも Not Enabled になって 
います。これは、パスワード磯能がち効でも、パスワードが設定されていなしにとを意なします。 

12. 新しいシステムパスワード、またはセットアップパスワードを設定します。 


目次ページに戻る 


















目次ページに戻る 


マイクロプロセッサ 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ マイク□プ□セッサの取り外し 
♦ マイク□プ□セッサの取り付け 
♦ コンピュータ機能の巧就 


マイクロプロセッサの取りかし 

& メモ： 巧術者な巧の方は、巧の手順をおこなわないことをお勧めします。 

么 警告： ぶ «の 操 巧中に、プロセッサはホ#に高温にな y ます。十かな時 m を置いてプロセッサの温まが下がったのを 巧 店してから、プロセッサじ tt るようにしてくださし、。 

^ 警吿： このキ旧をち巧する前に、 r 作窠にわたってのを意 J を参おしてください。 

〇 を意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20お待ってから、コンピュータからデバイスを取りかしてください。システム基板上のスタンバイ電源ライトがホフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取り巧して〈ださい。このライトの位置をお認するじは、 r システム某巧のコンポーネント I のイラストをを照して〈ださい。 

1. ファン 電源ケーブルをシステム基板から巧します。 

2. 12 V 電源ケーブルホ システム其ネ 反 から かします。 

3. ミニタワーコンピュータの 場合、 エアフローカバーを 引き上げます。 

エアフローカバーの引き上げーミニタワーコンピュータ 



4. スモールデスクトップ コン ピユータの場合、ヒートシンクは送風装置に装着されています。固定クリップを取りがして、ヒートシンク/送風装置アセンブリを取り外します。 

ミニ タワーコンピュータの場合、金属裝の固定用ラッチを押し下げて、固定クリップが保持基盤からかれるようにします。かこ、クリップを保持基盤のタブから持ち上げ、ヒートシンクから取り外し 
ます。 


〇 を意： サーマルグリースが巧いた面を上に向けてヒートシンクを置きます。サーマルグリースが巧業面に付<ようにヒートシンクを置かないでください。 
ヒートシンク/を 足ち置 アセンブリの巧りホしースモールデスクトップコンビュータ 


























1 

固定クリップ (2) 

4 

ヒートシンク 

2 

ラッチ （2) 

5 

ネジの 

3 

保梓基盤 

6 

送風装置 


ヒートシンクの巧 y ホしーミニタワーコンピュータ 



1 

固定クリップ (2) 

4 

ZIF ソケット 

2 

ラッチ （2) 

5 

な持基盤 

3 

タブ (3} 

6 

ヒートシンク 


5. ヒートシンクまたはヒートシンク/送風装置アセンブリを持ち上げてマイクロプロセッサから取り外します。 
t スモールデスクトツブコンピユータの場合、を風装置の2本のネジを取り外して、ヒートシンクからを風装置を取り巧します。 

© を 意： Dell のマイクロプロセッサアッブグレードキットを取り付ける場合なか、元のヒートシンクと固定クリップは廃棄しないでください。取り付けるマイクロプロセッサアップグレードキットが Dell か 
らのものでない場合、おしし N マイクロプロセッサを取り付ける晩ホ、元のヒートシンク、送風装置、および固定クリップを再利巧してください。 


ZIF ソケットには、マイクロプロセッサを ZIF ソケットに固定したり ZIF ソケットから解放するための、レバータイプのハンドルが付いています。 


7. マイクロプロセッサがかれるまで、ソケットレバーをまっすぐ引き上げます。 


Q ホ意： マイクロプロセッサパッケージを ZIF ソケットから取り外すときは、ピンを曲げないように気をつけてください。パッケージのピンが曲がると、マイクロプロセッサに修復できない障害が生じま 































マイクロプロセッサの巧 y ホし 



1 

ZIF ソクツトレ/く一 

3 

マイクロプロセッサ 

2 

ZIF ソケット 




8. マイクロプロセッサをソケットから取りがします。 


新しし、マイクロプロセッサをすぐに取り付けられるよう、リリースレバーは広げたままにしても'きます。 


マイクロプロセッサの取り付け 

^ を意： マイクロブロセッサとコンピュータに修復できない損協をちえないため、マイクロブロセッサパッケージをソケットに正しく装着してください。 

1, ZIF ソケットのリリースレバーが完全に開いていない場合、その位置まで動かします。 

2. マイク□プ□セッサパッケージの1番ピン{斜角じなつたち）をソケットの1番ピソこ合わせます。 

Fj メモ： マイクロプロセッサの1番ピンは、マイクロプロセッサの1つの角じかさな S 角が付いていることでわかりまず。ソケットの1番ピソホ、ソケットの1つの角にルさな；ちが付いていることでわか 
M ります。 

マイクロプロセッサの巧 y 付け 



[1] マイクロプロセッサとソケットの1番ピンの角 


〇 を 意： マイクロプロセッサのピンは壊れやすいものです。マイクロプロセッサへの損傷を巧ぐため、マイクロプロセッサとソケットカ 《 きちんと揃っているか確認します。プロセッサを取り付ける際 
は、力を入れすぎないでください。 
















3. 慎重にマイクロプロセッサをソケットじ置き、轻<押さえて装着します。 

4. カチッと巧をの位圍こ化まるまで、レバーをソケットへ巧し下げて、マイク□プロセッサパッケージを固をしまず。 

Q ホ意： 取り付■けるマイクロプロセッサアップグレードキットが Dell からのものでない場合、マイクロプロセッサを取 y 付ける際は、もとのヒートシンクおよび固をクリップを再利用してください。 

5. 巧しし、ヒートシンクを取り付ける場合、ヒートシンクの届面を覆っているフイルムをはがします。 

t スモールデスクトップコンピュータの場合、送風装置をヒートシンクに装着する2本のネジを取り付けます。 

7. ヒートシンクまたはヒートシンク/さ風装置アセンブリをマイクロプロセッサに押し下げ、ヒートシンクが保持基盤に収まるようにします。 

8. 保持基盤のタブに、ラッチが被さっていないほうの固定クリッブの端をそれぞれはめ込みます。巧に、クリップの中典を保持基盤の中央のタブにはめ込み、クリップのラッチを押し込んでクリップ 
を保持基盤に固定します。 

9. ミニタワーコンピュータの場合、エアフ □- カバーをヒートシンク上に下ろします。 

10. 冷却フアン電源ケーブルのプラグを、システム基巧のコネクタに差し込みます。 

11. 12 V 電堀ケーブルのプラグをシステム基板のコネクタに差し込みます。 

12. コンピュータカバーを閉じ、コンピュータをコンセントに接続してから電源を入れます。 


コンピュータ擬能の確認 

コンピュータを起動すると、コンピュータは新しし、マイクロプロセッサを認識し、セットアップユーティリティのコンピュータ設定情報を自動的に変更します。 
b メモ： カバーを開けて閉にると、;欠のシステム起動時に、シャーシイントルージョンディテクタはむ下のメッセージを表示します。 

ALERT ! Cover was previously removed. (警告！カバーが取り外されました。） 

1. セットアップユーティリティを起動し、システムデータの領域で、搭載されたマイクロプロセッサが正しく認識されていることを確認します。 

セットアッブユーテリティのをいちについては、『ユーザーズガイド J ] を参照してください。 

2. セットアップユーテリティで、左右矢印キーを}甲して Reset を選巧し、それから Enabled 、 Enabled - Silent . または Disabled を選んで Chassis Intrusion オプションをリセットしまず。 
^ メモ： セットアップパスワードが他の人によって設定されてし、る場合は、シャーンイントルージョンディテクタのリセットちまをネットワーク管理者にお問い合わせください。 

3. Dell 診がプログラムを実行し、新ししヴロセツサが正し<動作していることを確認します。 
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電源管理 

Dell Precision ™ Workstation 340 ユーザー ズガイド 


お使いのコンピュータは、巧業しない場合じかない電力で動作するよう設定できます。コンピュータにインストールされた 0 S ボよび セットアップユーテと i ティの 特定のオプション設定を使って、電力ほ巧 
をコントロールします。節電されている期間を「スリープ状態」と呼びます。 


I スタンバイーこのスリープ状態では、ほとんどのコンポーネント(:令却フアンを含む）への電力は減少されるか切られます。ただし、システムメモリはま動が態にあります。 


この状態は Windows NT ® 4.0 ではサポートされていません。 


じ メモ： スタンバイが態になるロホ、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネントがこの機能をサポートしまた適切なドライバカ《口ードされている必要があります。詳細については、をコ 
M ンポーネントの製造元の マニュアルを 参照してください。 


I か止が 巧一 このスリープが態は、システムメモリのすべてのデータをハードドライブに書き込み、それからシステムの電源を切ることによって、電カミ肖費を最小じします。このが態からウェイ 
クアップするとコンピュータが再起動し、メモリの内容が回復されまず。そしてコンピュータは休止状態に入った時のが態から動作を開おします。 


この状態は Windows NT 4.0 ではサポートされていません。 


じ メモ： 休止状態になるじは、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネントがこの钱能をサポートしまた適切なドライバが口ードされている必要があります。詳細については、をコンポー 
**■ ネントの製造元のマニュアルを参照してください。 


I シャットダウン ー このスリープ状態では、ネ甫助用のわずかな量を除いてコンピュータからすべての電源を切ります。コンピュータカ{コンセントに巧続されているかぎり、自動的にまたはリモート 
で起動することができます。たとえば、 セットアツブユーティ ティの Auto Power 0 n を使うと、コンピュータを特定した時間に自動めに起動することができます。また、ネットワーク管理者は 
PME (リ モートウェイクアツフ など)を使って、コンピュータをリモートで起動することができます。 


巧の表に、それぞれのホペレーティングシステムで利用できるスリープ状態と.それぞれの状態からを掃させるためじ巧巧できる方まを一黄表示します。 


スリープの巧態 

ウェイクアップのホを 


Windows ® 2000および Windows XP 

Windows NT 4.0 

スタンバイ 

1電源ボタンを巧す 

1才ートパワーオン 

1 PME 

1 PS /2 マウスを動かすかクリックする 

1 USB マウスを動かずかクリックする 

1 PS /2 キーボードのキーを巧す 

1 USB キーボードのキーを巧す 

1 USB デバイスアクティビティ 

サポートされていない 

化止が態 

1電源ボタンを巧す 

1才ートパワーオン 


サポートされていない 


1 PME 



シャットダウン 

1電源ボタンを巧す 


1電源ボタンを巧す 


1才ートパワーオン 


1ホートパワーオン 


1 PME 


1 PME 


& メモ： 電源管理の詳細については、 0 S のマニュアルを参照してください。 
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認可機関の情報 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

♦ VCCI 捕を'情報化巧巽巧等古巧障靑自主規制協謡会捕を） 

♦ ENERGY STAR ® へのを 拠 

空間に巧がされたり、電源コードやケーブルを経由して伝導されたりする、あらゆる電ぶやな射物を電磁干;’ホ ( EMI ) といいます。この電波や巧が物が、無線操縱や他のま全業務の機能をを険にさらした 
り、機能ほ下を}召いたり、巧害したり、または無線通信業務を燥り返し中断させたりすることがあります。無線通信サービスには、 AM / FM の商業が送、テレビ、携帯電話のを種サービス、レーダー、おま 
交通管制、ポケットベル 、 PCS (Personal Communication Services ) などがありますが、これらに限定されません。これらの認可サービスは、コンピュータシステムを含むデジタル装置などの意図的には 
電磁波を放射しない装置とともに、電磁環境に影響を与えます。 

EMC (電磁的両立性)とは、多数の電子機器が同一の環境で共に正常に動イ乍する能力のことです。本コンピュータシステムは、認可磯関の EMI に関する制限に準拠する設計がなされており、適合してい 
ますが、特定の設置を件で干渉が発生しないとしづ保証はありません。この装置が無線通信サービスに巧して干ホするかどうかは、その装置の電源をオン/ホフすることによって判定できるので、な下 
の方法を1つ、またはそれ上実施して問題を解みしてください。 

I 受信アンテナのち向を変えてください。 

I 受信巧に巧してコンピュータを再配置してください。 

I 受信磯からコンピュータを遠ざけてください。 

I コンピュータを別のコンセントにつないで、コンピュータと受信機を別々のか歧回路上に置いてください。 

必要に応じて、 Dell のテクニカルサポート担当を、またはラジオ/テレビの技術まじお問い合わせくださし、。 

Del 侦コンピュータシステムは、システムが置かれる電磁塌境じ合わせた設計、テスト、分類がなされています。一般に、電磁環境は、次のようにか類されます。 

I クラス A — 主として商工業環境用 
I クラス巳一主として住ま環境用 

情報技術装置り TE ; Information Technoloay Equipment ) は、面辺谜器、拡張力ード、プリンタ、入出力 （ I / O ) 装置、モニタなどを含み、システムに統合または接統されるもので、 コン ピュータシステムの電 
磁摄境の分類に適合しなければなりません。 

シールド付き但号ケーブルに田するを童：巧边機器の DELL 製ち置へのまなにはシールド付きケーブルのみを巧用して、無な affl サービスとの干巧の可おせを城らしてください。シー 
ルド付きケー ブルの使用によ y 、 目的とする巧境に適した EMC 分届塞率を巧たします。 

大半の Dell 製 コン ピュータシステムは、クラス B 環境に分類されています。しかし、 コン ピュータシステムじ特定のオプションを付加することにより、一苗5の構成はクラス A に類別されることもあります。お 
巧いのシステムまたは周辺機器の電磁的類別を確設するには、次項を参照してください。な下の項には、 EMC / EMI または製品の安全に関する情報が記載されています 


VCC I 規定（情巧処 a 装置等電波障害自主規制協議会規定） 

ほとんどの Dell のコンピュータシステムは、 VCCI でクラス B 情報装置 ( ITE ) として類別されています。しかし、コンピュータシステムじ持定のオプションを付加することにより、一部の構成はクラス A 情報な 
術装置に類別されることもありまず。情報巧術装置は、周辺磯器、お張力ード、プリンタ、入出力く I / O ) 装置、モニタなどを含み、システムに統合または接続されるもので、コンピュータシステムの電恼摄 
境の頻别（クラス A またはクラス B ) に適合しなければなりません。 

お手元の コン ピュータにどちらの類別が適巧されている力、を確認ずるロホ、 コン ピュータの底部や背面パネルに;’を付されている VCCI 表示ラベル （ rvcci クラス A 情報技術装置基準」および rvcci クラス 
B 情報技術装置基準」のラベルを参照)を調べてください。 VCCI の類別を確認できたら、巧の該当する部分をご黄ください。 

クラス A 情お技術装置 


この装置は、巧が化巧を置等を液睹害自主規制惊議会 ( VCCI ) の 
基華に基づくクラス A I 盾爺巧巧装ちです。この装ちを家庭環ちで 
巧巧するとを孜巧害を引きおこすことがあります。この場合には 
巧用るが適切な巧策を諸ずるようお巧されることがあります。 


VCC I クラス Alt 巧巧が装置基巧のマーク 

VCCI 表示ラベルに次の マー クが含まれる場合、お使いの コン ピュータはクラス A 製品です。 

VCCI 


クラス B 情報技術装置 


このお晋は、巧報化巧お愚等電ぶ障害自ま規をけお譲会 ( VCCI ) の 
ま華に基づくクラス B 巧まが支術装置です。この装置はま庭馬をで 
巧巧ずることを目的としていまずが、ラジナやテレビジョンまなお 
にを接して使用されると、受信巧害を引き起こすことがあります。 
巧お説明ミにがつて正しい取り巧いをしてください。 


VCCI クラス B 情巧は巧ち置基ホのマーク 

VCCI き示ラベルに次のマークが含まれる場合、お使いのコンピュータはクラス B 製品です。 






1/ の 


ENERGY STAR ® への準拠 


特定の構巧の Deir コンピュータは、省エネコンピュータを目指した米国環境保護局 ( EPA ) が規定するき件を满たしてし巧ず。お使いのコンピュータの正面パネルに ENERGY STAR ® エンブレムがあれ 
ば、このコンピュータの出荷時の構成はこの規格に準拠しており、コンピュータの ENERGY STAR ® 電力管理磯能のすべてがほ用できます。 

メモ ： ENERGY STAR ® エンブレムの付いた Dell コン ピュータは、 Dell からの出荷谢こ EPAENERGY STAR ® の要件に巧って構成されていることが話明されています。この構肋こなんらかの変更(おお 
力ードまたはドライブの増設など)をおこなうと、 コン ピュータの消費電力は EPA の ENERGY STAR ® Computers プログラムで設定されている限界を超えるあれがあります。 

ENERGY STAR ® エンブレム 



EPA の ENERGY STAR 较 コン ピュータプログラムは、省エネ コン ピュータ製品を促進することによって大気巧染を減らすためじ、 EPA と コン ピュータメーカーが共同で作成したものです。 EPA では、 
ENERGY STAR ® コン ピュータ製品を使用することによって、 コン ピュータユーザの年間電気おが最高で20億ドル節約されると予測しています。この電気使用量の節減によって、温室な果の一番の原因 
となる二酸化炭素の発生、および酸性雨の主要な原因である二酸化硫黄と窒素酸化物の発生を減少させることができます。 

また、夜間および週末などコンピュータを長時間使用しないときじ電源を切ることによって、電気使用量とそれによる悪影響を減少させることができます。 
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システムの復元 

Dell Precision ™ Workstation 340ューザーズガイド 

♦ システムの巧元の巧い方 
♦ 復元化理 

♦ ドライバの口ールバック 

Windows XP のシステムの復元機能は、不具合が起きた場合に個人データファイルのード文書、画像、電子メールなど)を失わずにオペレーティングシステムを復元ずる機能を提供します。 

システムの復元はシステムファイルの変更やアブリケーシヨンファイルの変更を監視して、変更が起こる前のな前のバージヨンを記録または保存します。システムの復元は、復元ポイントの記録を回記 
させながら錐持しまず。つまり、使用容量を抑えるために古い復元ポイントを削除して新ししがイント巧のスぺースを作ります。 

オペレーティングシステムに重大な問題が起こった場合、システムの復元はセーフモードまたは通常モードから使巧でき、最適なシステム機能を復元してな前のシステムが態に戻すことができます。 
b メモ： システムの復元は、ユーザーデータまたは义書ファイルをを更しませんので、復元によってファイル、メール、履歴やお気に入りがなくなることはありません。 

Wa メモ： Dell は、データファイルを定期的にバックアップすることをお勤めしています。システムの復元は変更を監視したり、データファイルを復元しません。ハードドライブの元のデータが誤って削 
M 除されたり、上書きされた場合、またはハードドライブの不具合でアクセス不能になった場合、失ったデータや損傷したデータを復元する I こはバックアッブファイルが必要です。 


システムのを元の使い方 

システムの復元は、システムおよびアプリケーンヨンプログラムのファイルの主要なセットを監視し、変更される前のこれらのファイルの状態を記録したリコピーします。システムの復元は復元ポイントを 
自動のに作成しますので、ユーザーが介入する必要はありません。また、ご希望の場合、復元ポイントを手動で巧成できます。 

レ： i 前のシステム巧態を選ぶことができるように、復元ポイントが巧巧されます。各復元ポイントは特定の時点のシステムが態に復元するのに必要な情報を集めます。復元ポイントには3種類あります。 

Iシステム（自動的に作成）復元ポイント(コンピュータでスケジユールされています） 

Iインストール（イベントが起動）復元ポイント（ブログラムがインストールされた時） 

I手動復元ポイント(ユーザーが必要に応じて巧成します） 

スケジュールされた自動を元ポイント 

デフオルトで、システムの復元はコンピュータを実行ずる日すべてに復元ポイントを作巧しまず。コンピュータの電源が1日な上切られている場合、次にコンピュータの電ミ原を入れた時に新しい復元ポイン 
卜が作成されます。 

イベントが起動するを元ポイント 


イベントが起動する復元ポイントは、システムに重きな変更が加えられる前に巧巧されます。システムのを元は、レ:I下のイベントの前に復元ポイントを作成しまず。 


Iアプリケーシヨンのインストールーシステムの復元力 《 、 Windows XP 対応のアプリケーシヨンプログラムをインストールする前に復元ポイントを作成しまず。古いプログラムをインストールする場 
合、インストール前に手動で復元ポイントを作成するとよし、でしよう。 

I 自動を新のインストール —アップデートをインストールする場合、システムの復元はアップデートの実際のインストールが開始する前に復元ポイントを巧巧します。 

I 復元の操作 一元に房せるよラを元操巧自体も復元ポイントを巧なします。 

I M に rosoft バックアップューティ jJ ティ_のを去 一 Microsoft バックアップューティリティ (Windows XP Professional でのみ利用可能)がバックアップの復元をおこなう前に、システムの復元は復元ポ 
イントを作成します。 

I ホまをドライバのインストール — Windows の INF インストーラは署名のないデバイスドライバのインストールを検出します。署名のあるドライバ(デバイスの製造元が電子的に認定した）は、復 
元ポイントを生成しません。 


手動を元ポイント 


コンピュータ管理を、または管理を隹限を持つユーザーとしてコンピュータにログホンする場合、オンデマンドのを元ポイントを作巧したり、名前を付けることができます。（ユーザーアカウントのタイプにつ 
いての情報は、 「ユーザーの追加」 を参照して < ださい。）これは、特にリスクの大きい変更を加える前、共ちシステムを别のユーザーに任せる前、または最適だと思われる特定のが態に房るためのチェ 
ックポイントを作成するために役立ちます。 


復元ポイントを作成するには、巧の手順を実行します。 

1. スタートをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールとポイントしてから、システムのな元をクリックします。 

2. 復元ポイントの作巧を選んで，ホへをクリックします。 

3. 復元ポイントの説明を入力して、作巧をクリックします。 

日付と時刻が新しい復元ポイントの説明に自動めに追加されます。 


復元化理 

コンピュータを使用してい<と、管理や介入をしな<てもを元ポイントが集められます。オペレーティングシステムに不具合が発生した場合、システムの復元磯能を使ってシステムの復元ウィザードが示す 
復元ポイントのいずれかを選ぶことができます。 

デバイスドライバのインストールをに問題が発ちした場合、まず ドライバの□-ル バック を 巧ってみます。それでも問題がお;夫しない場合、システムの復元を使用します。 

コン ピュータを W 前のを定したが態に戻すには、次の手順を実行します。 

1 スタートをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールとポイントしてから、システムのな巧をクリックしまず。 















2. コンピュータをな前の巧おに復元するを 選んで、 巧へを クリックします。 

な元ポイントの a 巧 画面が表示されます。左側のカレンダーに、復元ポイントが巧巧された日がが太文字で示されています。 

3. 日巧をクリックし、その日付の復元ポイントをクリックして、ホへをクリックします。 

4. 巧へをクリックして復元ポイントの選巧を確認し、復元処理を完了しまず。 

システムの復元がデータの収集を完了したら、コンピュータが自動的にち起動し な元は 完 T しました 画面が表示されます。 

5. 0 K をクリックします。 

復元の結果に満足がいかなし、場合、別の復元ポイントを巧って前の手順を繰り返したり、復元を元に戻すことができます。 

復元を元に房すには、次の手順を実行します。 

1. スター トをクリックし， すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールと ポイントしてから、 システムのな 元をクリックします。 

2. な 前のな元を虫 ty おすを選んで、 巧へ をクリックします。 

3. ホへをクリックして復元を元に戻すことを確認します。 

システムの復元がデータの収集を完了したら、 コン ピュータが自動的にち起動し、 巧 y ミ 肖し完了 国面が表示されます。 

4. 0 K をクリックします。 


ドライバのロールバック 


Windows XP デバイスのドライバの口ールバックは、デバイスドライバをな前にインストールされたバージヨンと置き換えることができます。新しいデバイスドライバをインストールしたらシステムが不ま定 
になった場合、ドライバの口ールバックを使って la 前のドライバを再インストールします。ドライバの口ールバックが]前のドライバを巧インストールできない場合、システムの復元を使って新しいデバイス 
ドライバのインストール前の状態にオペレーティングシステムを房します。 

朽イバの口ールバックを使用するには、次の手順を実行します。 

1. スター トをクリックしてから* マイコンピュータ をちクリックします。 

2. プロパティをクリックします。 

3. /\- ドウ エア タブをクリックしてから、 デバイスマネー ジャをクリックします。 

4. デバイス マネージャウィンドウで、新しし、ドライバをインストールしたデバイスをちクリックしてから.プロパティをクリックします。 

5. ドライバ タブをクリックしてから、 ドライバの口ールバックを クリックします。 
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作業にあたっての;ま意 

Dell Precision ™ Workstation 340ユーザーズガイド 

き巧の安全を守り、システムの損傷を防ぐため、次のま全に関するミ主意に巧ってください。 


コンピュータ内部の作業をする巧合 

コン ピュータカバーを開く前に、巧の手順を順番どおりに実行してください。 

A 警吿： オンラインの Dell ™ マニュアルまわは Dell 巧巧の手巧♦で説明されている場合を除いて、ご自をでコンビュータの巧守をおこなわないでください。化ず手旧をぶ巧にホって 
^ ください。 

^ ま 意： システム基巧への損傷を防ぐため、コンピュータの電源を切った後5砂間をってから、システム基巧からコンポーネントを取り巧したり、 コン ピュータからデバイスを取り巧してください。 

1. ホペレーティングシステムのメニューを巧って、コンピュータを適切にシャットダウンしまず。 

2. コン ピュータと巧結されてし、るずベてのデバイスの電源を切ります。 

3. コンピュータ背面の力ードスロット開口部など、シャーンの塗装されてし、ない金属部分に触れてから、コンピュータ巧部の部品を取り巧ってください。 

作業中も、定期的にコンピュータシャーシの塗装されてしぶい金属部分に邮れて、内商コンポーネントを損協する恐れのある静電気を逃がしてください。 

4. コンピュータ、およびモニタをまむデバイスをコンセントからかします。さらに、電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから取りかします。 

このようにすれば、けがや感電を防ぐことができます。 

さらに、該当する場合は、な下の安全に関するボイドラインに従ってください。 

I ケーブルを巧〈瞭は、ケーブルそのものをつかむのではな <、コネクタまたはストレインリリーフループをつかんで巧きます。一部のケーブルには、コネクタにロッキングタブが付いています。この 
タイプのケーブルを巧く ㈱ ホ、ロッキングタブを巧してからケーブルを巧きます。コネクタを巧<際は、コネクタのピンを曲げないようにまっすぐじ引き巧きます。また、ケーブルを接続する前に、両 
方のコネクタが正しい向きに揃っていることを確設します。 

I 部品や力ードは下寧に取り巧って〈ださい。力ード上のコンポーネントまたは巧点に触れないでください。力ードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付けブラケット部分を持ちまず。マイクロプロ 
セツサなどの卽品を持つ際は、ピンではな〈縁を持ってください。 


A 警吿： 新しいパッテリは、正しくを着しないと巧巧するをれがあ y ます。バッテリを巧换する場合は、同じバッテリ、または製造元が巧爱する同等のバッテリのみを住用して<ださ 
^ い。バッテリを一巧のゴミといっしょにちてないでください。最奋リのごみ化み化おに問いをわせてバッテリ化み場を庙巧してください。 

/《ッテリの廃棄 

このコンピュータじはリチウムコイン型電おが使用されています。バッテリは寿命が長<、交換の必要はほとんどありません。巧一取り替えなければならない場合、コンピュータのバッテリを参照してく 
ださい。 

バッテリを一般のゴミといっしょに捨てなし、でください。最寄りのごみ処分施設に問い合わせて電池処分場を痛認してください。 

A を意： オンラインの Dell マニュアルまたはその化のマニュアルで説明されてし、る場合を除いて、ご自身でコンピュータの保守をおこなわないでくださし、。必ず手順を厳密に守ってください。 

1- コンピュータとすべての周辺機器の電源を切ります。 

2. コンピュータ背面の力ードス□ット開口部など、シャーンの塗装されてし、ないを属部分■じ触れてから、コンピュータ巧部の部品を取り巧ってくださし、。 

作業中も、定期めにコンピュータシャーシの塗装されてしぶい金属部分に舶れて、内蔵コンポーネントを損傷する恐れのある詩電気を逃がしてください。 

3. コンピュータと周辺機器をコンセントから巧きます。 

コンピュータをコンセントから外した後10〜20巧待ってから、コンピュータから周辺谜器を取り巧して〈ださい。システム基巧上のスタンバイ電源ライトがオフになっていることを確認してから、シス 
テムを巧からコンポーネントを取りかしてください。このライトの位置は、 r システム其ネ反のコンポーネント I を急照してください。 

電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから巧します。このようにすれば、けがや感電を防ぐことができます。 

さらに、該当する場合は、な下のま全に関するガイドラインに巧ってください。 

I ケーブルを巧く瞭は、ケーブルそのものをつかむのではな〈、コネクタまたはストレインリリーフループをつかんでキちきます。一部のケーブルには、コネクタにロッキングタブが付いています。この 
タイプのケーブルを巧〈腕ホ、ロッキングタブを押してからケーブルを巧きまず。コネクタを巧<際は、コネクタのピンを曲げないようにまっすぐに引き巧きます。また、ケーブルを接続する前に、両 
方のコネクタが正しい向きに揃っていることを確認しまず。 

I 部品や力ードは下寧に取り巧って〈ださい。力ード上のコンポーネントまたは巧点に触れないでください。力ードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付けブラケット部分を持ちまず。マイクロプロ 
セツサなどの卽品を持つ際は、ピンではな〈縁を持ってください。 



また r 静電気 语 害への対化」 を参照して〈ださい。『システム情報ガイド J の安全上のを意も定期的に確認することをお智めします。 
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セキュリティ 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

♦ シャーシイントルージョンディテクタ 
♦ セ丰ュリ_テケーブルスロットとパドロ之クリ_ン么 


シャーシイントルージョンディテクタ 

シャーシイントリュージョン監視機能が、コンピュータが開けられたかどうかを検出します。 セットアップユーティリティ の C hassis Intrusion オプションは、監視機能のステータスを表示します。 

1. セットアップユーティリティ を 起動します。 

2. 下失印キーを押して、 System Security オプションへ移動します。 

3. <Enter>^ 巧して、 System Security ホプションのポップアッブメニューにアクセスします。 

4. 下矢印キーを巧して、 Chassis Int 川 sion オプションへ移動します。 

5. スペースバーを巧してオプション設定を選巧します。 

オプション設定 

I Enabled — コンピユータカバーがかされると. DMI イベントが生成され.設をが Pete け ed じををされて、巧回のシステムお動時に次のメッセージが表示されます。 

Alert ! Cover was previously removed. (警告！カバーが取りかされました。） 

Detected の設ををリセットするじは. セットアップユーテ ィリ ティ を お動します。 Chassis Intrusion オプションで、ちち矢印キーで Reset を選キ尺してから、 Enabled 、 Enabled-Silent 、 または 
Disabled を選びます。 

I Enabled-Silent くデフォルト）ーコンピュータカバーが開けられると、 DMI イベントが生成され、設定が Detected に変更されます。しかし、次回のシステム起動時に警告メッセージはき示されま 
せん。 

I Disabled — イントリュージョン監ネ見はおこなわれず、メッセージも表示されません。 
r ぅ メモ： セットアップパスワード がを効な場合.セットアップパスワードがわからないと Chassis Intrusion オプションをリセットできません。 


セキュリティケーブルスロットとパドロックリング 

このコンピュータは、市販のな難防止デバイスを取り付ける谜能があります。 

Iパドロックリング ー コンピュータ内卽への不正なアクセスをおぐため、標準パドロックをコンピュータシャーンとカバーのリングを通して取り讯ナます。 

Iセキュリティケーブルスロットーコンピュータの盗難を防ぐため、固定された物に巧鉛メッキされたセキュリティケーブルを卷き付けて、コンピュータの背面のセキュリティケーブルスロットにロッ 
ク用デバイスを差し込んでから、付属のキーでデバイスをロックします。 

コンピュータのセキュリティ機能の化置は、 「 コンピュータの背面図 」 を参照して〈ださい。 

^ ゾモ： 盗難お止デバイスを購入する前に、お使いのコンピュータに対応することを確認してください。 


目次ページに戻る 















目次ページに戻る 


システム設定 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

♦ セットアップユーティリティの起動 
♦ セットアップユーティリティ面面 
♦ セットアッブナビゲーシヨンキー 
♦ システム起動時の起動順库の変更 
♦ セットアッブユーティリティの起動順巧のを更 

♦ ネットワーク操作 
♦ 内蔵デバイス 

コンピュータの電源を入れる力、、リセットボタンを巧すたびに、コンピュータはシステム基板上の MM に記憶されているシステム設定情報と実際に取り付けられているハードウエアを比較します。コン 
ピュータが巧違を見つけると、誤ったシステム設定に巧してエラーメッセージをき示します。 

セットアップユーティリティはな下のような場合に使用しまず。 

I ユーザー選が巧能項目けことえば、時刻と日付またはシステムパスワード)を設ま、変更ずる場合 

I 現在の設を情報(メモリの容量または取り付けられたいードドライブの潭類など)をを要する場合 

現在の設定値はいつでも参照できます。をで参照できるようじ、情報を記録してお〈ことをお勤めします。コンピュータの パラレルコネクタ じプリンタが巧結されている場合. <PriM Screen>$ 押すことでセ 
ットアップユーティリティ画面を印刷することができます。 


セットアップユーティリティの起動 

1. コンピュータの電源を入れます。 

コンピュータの電源が入ってし巧場合、再起動します。 

2. F2 = Setup が画面のち上角に表示されたら、 < F 2>^ 巧します。 

セットアップユーティリティのメニューが表示されます。 

。 メモ： F 12 =Network Boot (ネットワーク起動）が F 2。 Setup の下に表示されます。 <F12> を巧すと、コンピュータは N にから起動するためのリモート起動をサポートずるサーバに接続できる 
ようになります。 

ここで時間をおきすぎて、ホペレーティングシステムがメモリに口ードされおめてしまったら、 完全に口ードさせてから 、コンピュータを再起動し、もう一度やりなおします。 

^ メモ： システムのシャットダウンを正し〈おこなうために、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照してください。 

セットアップユーティリティ画面 

セットアップユーティリティ画面じは、おないのコンピュータの現在の設を情報が表示されます。固面の情制ホ、な下の 4 つの領域から構巧されています。 

I Title — 固面の上端にあるボックスじは コン ピュータのシステムをが表示されます。 

I Computer data — タイトルボックスの下の 2 つのボックスじは- マイクロプロセッサ . L2 キャッシュ - サービスタグナンハ’一 . および BI0S のバージョンまちが表示されます。 

I 0 ptions- 取り付けられた/ \- ドウ エア、 省電力機能、およびセキュリティ機能をさむ、コンピュータの構成をを義するオプションを表示するスクロール可能なボックスです。 

オプションタイいレのち側のフィールドには、設まが態または値が表示されます。国面に明るく表示されてしぶ値は変更できます。変更できない(コンピュータによって設定されるため)値は薄く表 
示されます。 < Enter > がオプションタイトルのちに表示されたら < Enter 靖巧して、追加オプションのポップアップメニューにアクセスします。 

I Key functions — 画面の最下段のボックスには、セットアップユーティリティで使用できるキーとそれらの機能が表示されます。 

I Help —< F 1> を巧すと現在ハイライト表示されているオプションの情報を見ることができます。 


セットアップナビゲーシヨンキー 


キー 

キーの のき 

[| み | れ 。「*| 

次のフィールドに移動します。 

pn 固 

または[夺 J 

前のフィールドに移動します。 

曰…‘曰 

フィールド巧のホプションを移動します。多くのフィールドで、数値キーを使用して植を乂力することもできます。フィールドのポップア 
ップオプションメニユーにアクセスするには、 <Enter> を押します。 
























图れ。回 

ヘルブ情報をスクロール表示します。 

问 

選巧したフィールドのポップアップオプションメニューにアクセスします。 

スペースバーモたは 

選巧したフィールドのポップアッブホブションメニユーでフィールド巧のオプションを移動します。 

日れ。 lJ 


円の 

コンピュータを再起動せずにセットアップユーティリティを格了し、起動ルー于ンに戻ります。 

日。 

セットアップユーティリティを終了して、コンピュータをち起動し、変更した設定を有効にします。 

日回 

選巧したオプションをデフォルト値にリセットします。 


じ メモ： ほとんどのオプションでは、変更した設定がすべて記録されますが、次にコンピュータの電源を入れるまではち巧ではありません。項目じよっては(ヘルプ領域に記載）、をまがすぐじち 
M 効になるものもあります。 

システム起動時の起動順序のを更 

この禮能は、 走己 動 II 眉 巧 を1回だけををします。次回の起動時には、コンピュータは セットアッフューティリテ； L で指定したデバイスへ起動します。これは起動デバイスを急いでをまする必要がある場合に 
语ネリです。たとえば、 Dell 該おブロ グラム を 実行するために CD ドライブから起動するようじ設定できますが、該断テストが完了するとコンピュータはハードドライブから起動します。 

1. システムの電源を入れます。 

コンピュータの電源が入ってし巧場合、再起動します。 

2. F2 = Setup が画面のち上角に表示されたら、 < arlxAlt >< f 8 ぶ巧します。 

Boot Device Menu が表示されます。 

オプション設定 

I Normal — コンピュー々は セットアッブューティリ ティ で 指をしもデバイスの順まで起動を試みます。 

I Diskette Drive — コンピュータはフロッピードライブからの起動を試みます。ドライブに入っているディスクが起動巧でないことをコンピュータが検出すると、エラーメッセージがき示されます。 
ドライブにディスクがない場合、エラーメッセージが表示されまず。 

I Hard Drive — コンピュータはプライマリドドライブからの起動を試みます。コンピュータがドライブでな i を検出できない場合、エラーメッセージが表示されます。 

I IDE CD Drive — コンピュータは但 i こな ドライブからの起動を試みます。ドライブ内の CD をコンピュータが検出しなし\または CD に 0 S が入っていない場合、エラーメッセージがき示されます。 


セットアップユーティリティの Boot Sequence (起動順巧）の変更 

1, 画面のち上角に F2 = Setup が表示されたら过2ぶ押してセットアップユーティリティを起動します。 

2. 矢印キーを使って Boot Sequence メニューオプションをハイライト表示し、 < Enter ホ巧して Boot Sequence オプションのポップアップメニュ ー I こアクセスしまず。 


& メモ： をで元に房すこともできるよう、現在の起動順序を書きとめます。 


3. デバイスのリスト内を移動ずるには、上下矢印キーを巧します。 

4. デバイスをち効またはお効にするにはスベースバーを押しまず(有なにしたデバイスには チェック マークが付きます）。 

5. 選巧したデバイスをリストの上または下に移動するには、プラス （+) またはマイナス(- ) を巧します。 

ホブシ ヨン 設定 

I Diskette Drive A;— コンピュータはフロッピードライブからの起動を試みます。ドライブに入っているディスクが起動用でない場合、エラーメッセージが表示されます。ドライブにディスクが 
入っていない場合、システムは一黄にあるその次のデバイスからの起動を試みます。 

I Hard Drive — コンピュータはプライマリハードドライブからの起動を試みます。ドライブにホペレーティングシステムが見つからない場合、システムは一監にあるその次のデバイスからの起動 
を試みま 

I CD Drive — システムは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD が入っていな L 、、 または CD にオペレーティングシステムがない場合、システムは一寞じあるその巧のデバイスからの 
起動を試みます。 

I MBA —起動惭こ Dell のロゴ面面で巧すように促されます。メニューが表示され、ネットワークサーバからの起動方まを選ぶことができます。起動ルーチンがネットワークから 
使用不可能な場合、システムは一黄にあるその次のデバイスからの起動を試みます。 


ネットワーク揉作 

適切なネットワーク操作についロホ、セットアップユーティリティにあるし、くつかのオプションを正しく設定しなければなりません。 
I Network Interface Controller 

I Boot Sequence 
I Remote Wake U た 
























さまざまなオブシ ヨン 設定の関係じつしでの情報は、 r ネットワーク設定」 を参照してください。 


Network Interface Controller 

Integrated Devices {LegacySelec リメニユーにあるこのオプションは、内蔵 ネットワークアダブタ ホち効または無効にしまず。このフィールドは、 MM サポートを有効にすることもできます。 
ホブション設定 

I On — 内蔵ネットワークアダプタがち効です。 

I On W / MBA — 巧蔵ネットワークアダプタが MBA サポートと いっしよ にち効でず。 

I Off — 内蔵ネットワークアダプタが無効です。 


& メモ ： Network Interface Controller オプション設定への変更がち細こなる前に、コンピュータを再起動する必要があります。 

Boot Sequence ( 起巧順を） 

Boot Sequence — MBA ホプシヨンの設定によって、ネットワークサーバから起動ずる方まを指定できます。 


Remote Wake Up ( リモートウェイクアップ） 

Remote Wake Up によって、コンピュータを巧電カスリーブ巧態からリモートで復掃させたり、電源はオフじなってし、るが電源に接続されてし、るコンピュータを起動したりすることができます。 

オプション設定 

I On — ネットワークアダプタ (WOL) またはモデム (WOR) が適切な信号を受信すると、コンピュータが起動します。 

I On W / Boot to NIC — ネットワークアダプタまたはモデムが適切な信号を受信すると、コンピュータはネットワークサーバからの起動を試みます。起動ルーチンがネットワークサーバから使 
用できないと、コンピュータは Boot Se 日 uence 巧のデバイスから起動を試みます。 

I 0けーコンピュータはリモートで起動しません。 

ネットワーク設定 

ネットワーク操作届の セットアップユーティリ ティ オブシヨンは、特定の機能といっしよじ動かします。次の表は、さまざまなホブシヨン設定の関係じついて説明します。 


Network Interface 

C ontroller 

Soot Sequence 

Remote 
阳 ake Up 

檐能 

Off 

MBA は利届できません。 

利用不可 

1 コンピュータは Boot Seauence で指定しナ：•デバイスからの起動を試み 
ます。 

1 コンピュータはリモートで起動できません。 

On 

MBA は利用できません。 

利用可能 

1 コンピュータは Boot Sequence で指定したデバイスからの起動を試み 
ます。 

1 W0L や W0R に設定すると、コンピュータはリモートで起動できます。 

On w/ MBA 

MBA は最巧の起動デバイスとし 
て設定されています。 

利用可能 

i コンピュータは起動時に ^trlxAltxb ろ巧すようじ指示します。これで 
ネットワーク起動方法を選キ尺することが可能になります。 

1 W0L および/または W0RI こ設定すると、コンピュータはリモートで起動で 
きます。 


内おデバイス 

お使いのコンピュータには、様々な内蔵デバイスがあります。 0 S へのアクセスが巧能なこれらのデバイスにがして. セットアップユーティリ ティ の が応するオプションホ正しく設定する必要があります。 
内蔵デバイスをち効または無効にするには、セットアップユーティリティを起動し、 Integrated Devices (LegacyS elec りを選巧し、適切なデバイスの設まを 0 n または 0 けに変更します。 

I Sound 
I りに 

I PS/2 Mouse 
I USB Emulation 
I USB Controller 
I Serial Port 1 
I Serial Port 2 
I Parallel Port 
I IDE 
I Diskette 
I Speaker 
I Video 

I Video DAC Snoop 
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ソフトウェアのインストールと設定 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 


Dell から提供されているソフトウェアリソース（ドライバ、ユーティリティ、マニュアル、およびホペレーティングシステムのバックアップを含む）の一竟は 「直渾およびサボートのを塞」 を参照してください。お 
使いの Dell コン ピュータじ付属していないソフトウェアをインストールする前に、ウイルス検出ソフトウェアでウイルスのち無を調べて〈ださし、。ウイルスは巧用可能なシステムメモリをすぐに使用し、ハー 
がライブに保存されてしぶデー タを損傷または巧壊し、 感染したプログラムのパフォー マンスに影響を与え続けます。 数種類のウイルス検出プログラムが市販されており、多〈のウェブサイトがダウンロ 
ードできるウイルス検出プログラムを提供しています。 


ブログラムをインストールする前にマニュアルを読んで、プログラムの機能、プログラムが必要とするハードウエアおよびプログラムのデフホルトを把握して〈ださい。プログラムには通常、インストールの 
方まが説明されているマニュアルと、インストールルーチンの入ったプログラムデイスケットまたは CD が付属しています。 


ソフトウェアインストールルーチンを使用すると、該当するプログラムファイルをご自分のハードドライブに巧送することができます。インストールの説明書は、プログラムをうま<実行できるようにホぺレー 
ティングシステムを設定する方沿 こついて 詳し <説明している場合があります。 必ずインストールの説明書を読んでから、プログラムのインストール巧業を実行してください。 


インストールルーチンを実行する場合は、コンピュータのオペレーティングシステムがどのように設定されているか、どのようなコンピュータを使用しているか、またどのような周辺機器がコンピュータに接 
続されているかという巧し、 I こ答えられるようじしておいて〈ださし、。 


& メモ： ソフトウェアをインストールまたは操イ乍している瞭に、巧題がを生した場合は、 「 ソフトウェアの問題 」 を参照して〈ださい。 
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コンピユータ スタンド 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

♦ コンピユータスタンドの取りかし 
♦ コンピュータスタンドの取りけけ 


コンピュータスタンドの取りかし 

1. スタンドが上に < るよラにコンピュータを立てます。 

2. つまみネジを操め、スタンドを持ち上げてかします。 

3. コンピュータを水平に置きます。 

スモールデスクトップコンビュータ 



コンピュータスタンドの取り付け 

1. ドライブベイが下に<るように、ち側を下 I こしてコンピュータを置きます。 

2. スタンドをコンピュータの左測に装着します。 

a . スタンドの大きな丸い巧をカバー側面の固定ボタンに合わせ、次にスタンドの固をネジをカバーのネジ巧に合わせます。 
t スタンドが所定の位置に収まったら、つまみネジを細めまず。 

3. スタンドが下に、ドライブが上に<るようにコンピュータを立てます。 
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ソフトウェアの問題 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

♦ オペ レーティングシステムの互梅件 

♦ 入カ エラー 
♦ エラーメッセージ 
♦ デバイスドライバ 

♦ メモリ笛駐を I .ブロヴラム 
♦ プログラムコンフリクト 

♦ メモリアドレスコンフリクト 

♦ 割り込み割り当てコンフリクト 

本項では、ソフトウェアの問題を辑巧するための一般的なガイドラインを示します。 Dell から提供されているソフトウェアリソース（ドライバ、ユーティリティ、マニュアル、およびオペレーティングシステムの 
バックアップをまわ）の一背は 「 情おおよびサポートのお索 I をを照してください。持定のアプリケーションのトラブルシューティングの詳細については、ソフトウェアじ付属のマニュアルを参照するか、ソフ 
トウェアベンダのサポートサービスにお問い合わせ下さい。 

コンピュータの動かが不ま定であれば、ただちにファイルのバックアッブをとってください。コンピュータにテープドライブが取り付けられている場合、バックアップ操作の実行手順についてはテープバック 
アップソフトウェアに付属のマニュアルを参照してください。それ la 州ま、データファイルのバックアップに関する情報についてホペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。 

基本チ I ック： 

I アプリケーションプログラムがおほいのコンピュータにインストールされているオペレーティングシステムに対応していることと、コンピュータがソフトウェアを実行するのに必要な最小要件を満たし 
ていることを確認します。詳細については、 「 オペレーティングシステムの互巧性 I ホを照して〈ださい。 

I アプリケーン ョン プ□グラムが、適切にインストールされ、正し<設定されてし、るか確認します。必要に応じて、プ□グラムを再インストールします。 

特定のアプリケーションプ□グラムのトラブルシューティングじついての詳細は、ソフトウェアのマニュアルをお読みになるか、ソフトウェアの製造元にも'問い合わせください。 

I データを入力する隙に間違わなかったことを確認します。 

I ウイルスが原因で問題が起こっていないか確認しますーウイルス検出ソフトをほってソフトウェアインストール用ディスクや CD をを用前にチェックします。 

I ソフトウェアインストール用ディスクや CD をウイルス検出ソフトでチェックしたを、ソフトウェアをインストールする前にウイルス検出ソフトを無効にする必要があります。バックグラウンドで動作し 
ているその他のアプリケーションプログラムも無なじする必要があります。 

I プログラムのデバイスドライバが、アプリケーン ョン プログラムとコンフリクトしていないか確認します。詳細については、 「 デ/くイスドライバ I を参輯して〈ださい。 

I Dell 藍曲プロク立ム を実行して、問題がソフトウェアに関係したものであることを確認します。すべてのテストが正常に終了したら、不具合はソフトウェアの問題に亂をしている可能ながありま 
す。 

I TSR プログラムがメモリ競合を起こしていないことを確認します。 

I コンピュータを再起動して、プログラムのコンフリクトの可能性を解巧するか、あるいは確認します。 

I デバイス間で ハードウエアのコンフリクトが ないか確設します。 


オペレーティングシステムの互換性 

コンピユータの動巧環境がお使いのアプリケーンヨンプログラムに適応するよう設定されていることを確認します。動作環境のパラメータを変更すると、アプリケーンヨンプログラムの正常な動作に影響を 
ちえる可能ながあります。場合によつては、操作環境を変ました後に、正し<実行しな<なったプログラムを再インストールしなければなりません。 


入カエラー 

不適切な時に特定のキーまたはキーのがみ合わせを押すと、プログラムは予想外の結果を引き起こす場合がありまず。アプリケーションプログラムに付属のマニュアルを参照して、入力する値または 
文字がち巧であるかどうかを確認してください。 


エラーメッセージ 

エラーメッセージは、ホペレーティングシステム、アプリケーシヨンプログラム、またはコンピュータから発生します。 "「メッセージとコー もでは、ホペレーティングシステムが発生させるエラーメッセージに 
ついて説明していまず。 「メッセージとコード J に示されていないエラーメッセージが発生した場合、アプリケーシヨンプログラムのマニュアルを調べてください。 


デバイスドライバ 

デバイスドライバと 呼ばれる特別なサブルーチンを使用するプログラムも、コンピュータの問題を引き起こす可能性があります。例えば、データがモニタに送られる方法が変化し、特定のビデオモード 
またはモニタに対応した特別なスクリーンドライバブログラムが必要になる場合があります。そのような場合、そのプログラムを実行ずる別の方まを考える(たとえば、特にそのプログラムのために巧成さ 
れた起動ファイルを作成する)必要があるかもしれません。この問題の解み方法については、お使いのソフトウェアのサポートサービスじお問い合わせください。 


メモリ常な型プログラム 

多<のユーティリティや補足プログラムカ<、コンピュータの起動時、またはホペレーティングシステムのプロンプトから口ードされます。これらのプログラムはコンピュータメモリに常,招し、いつでも使えるよ 
うになっています。 TSR プログラムはコンピュータのメモリに残っているので、これらの TSR プログラムがすでに使っているメモリの全部または一部を他のプログラムがほおうとするとメモリのコンフリクトと 
























エラーがを生します。 


通常、オペレーティングシステムの起動ファイルまたはフォルダに、コンピュータの電源を入れたときに TSR プログラムを開始するコマンドが含まれています。 TSR プログラムがメモリの競合を起こしてい 
ると考えられる場合、スタートアップファイルからプログラムを開姑するコマンドを削除します。問題が再発生しない場合、 TSR プログラムの1つがコンフリクトを起こしてし、たと思われます。一回口 SR 〕 
マンドを1つずつスタートアップファイルに追加して、コンフリクトを起こしていた TSR プログラムを見つけます。 


プログラムコンフリクト 

ブログラムの中には、たとえ終了してもセットアップ情報の一部を残すものがあります。その結ま、他のプログラムが実行できなくなります。コンピュータを再起動すると、これらのプログラムが問題の原 
因であるかどうかを巧設できます。 


メモリアドレスコンフリクト 


メモリアドレスコンフリクトは、複数のデバイスがアッパーメモリブロックの同じアドレスにアクセスしようとしたときじ発まします。例えば、ネットワーク拡張力ードと描張メモリぺージフレームがアドレスの 
重なったブロックじ割り当てられている場合、メモリアドレスコンフリクトが発生しまず。その結果、ネットワークじログインしようとしても、操作がおこなえません。 


このようなコンフリクトを解まするには、どちらかのデバイスのアドレスを変更します。たとえば、ネットワークおお力ードと拡張メモリぺージフレームアドレスのコンフリクトがを生した場合、 CCOO 加〜 
DOOOOh の範囲内のアドレスブロックにネットワークカードを移動することができます。拡張力ードのアドレスブロックを割り当てなおず場合、その力ードのマニュアルを参照してください。 


割り込み割り当てコンフリクト 


2つのデバイスが同じ M ラインを使用しようとすると、問題が起きることがあります。このようなコンフリクトを避けるために、インストールされた各化張力ードのデフホル HRQ 設定 I こついてのマニュアルを 
参照してください。次のきを参照して使用可能な IRQ に力ードを設定してください。 


じ メモ： 次の表では、デフホルトの IRQ 設定を一莫き示します。コンピユータにブ ラクアンドプレイ 機能があれば、デフホルトを変更できます。プラグアンドプレイコンピユータじプラグアンドプレイカ 
M -ドを取り优ナた場合、コンピュータは利用できる使ってし々い IRQ を自動めに選択します。 


IRQ 

巧用中/巧用巧お 

IRQ 0 

コンピュータタイマで使用 

IRQ 1 

出カバッファがいっぱし巧あることを知らせるためにキーボードで使用 

IRQ 2 

IRQ 8 〜 IRQ 15 をちなにするために割り込みコントローラ1で使届 

IR 03 

シリアルコネクタ2で使用 

IR 04 

シリアルコネクタ1で使用 

IR 05 

巧用可能 

IR 06 

ディスク/テーブドライブコントローラで巧用 

IRQ ? 

パラレルコネクタで使用 

IR 08 

RTC (リアルタイムクロック)で使用 

IR 09 

を用可能 

IRQIO 

巧用可能 

IRQll 

使用可能 

IR 012 

マウスコネクタで使用 

IR 013 

数値演算コプロセッサで使用（適巧可能な場合） 

IR 014 

プライマリ/セカンド IDE コントローラで巧用（有効であれば） 

IR 015 

プライマリ/セカンド IDE コントローラで巧用（有効であれば） 
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Dell システムユーテイリテイ 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

9 AutoS hut 日 own (ナートシャットダウン) 

♦ Asset Tag (售理タヴ) 

9 Auto Power On (ナートパワーオン) 

0 S がプリインストールされたコンピュータを Dell からご購入された場合、システムユーティリティもインストールされています。 0 S を再インストールずる場合、システムユーティリティもコンピュータに再イン 
ストールする必要があります。ユーティリテイは、 Dell の 『 ResourceCD 』 に]!又録されています。詳細につい订ホ、 「 情報およびサポートのお素 」 をきおしてください。 


AutoS hutdown (才ートシヤツトダウン） 

Dell AutoShutdown ユーティリティは、 0 S を問題な〈終了した後、適切なシステムシャットダウンを実行し、コンピュータの電源をホスこします。これらすべては、電源ボタンを1回巧すだけで実行されます。 
さらに、 AutoShutdown はし、くつかのアプリケーンヨンプログラム (Microsoft Word や Excel など)といつしょに機能し、コンピュータの電源を切る前にファイルを保存するよう巧します。 


Q を意 ： AutoShutdown ユー ティリティは Windows NT 应でのみ使用してください。この ユー ティリティの磯能は、 Windows © 2000および Windows XP に維み这まれています。 

Windows NT にこのユーティリテイがインストールされ実行されていることを確設するには、コントロールパネルを開き、サービスをダブルクリックします。 AutoShutdown サービスがインストールされ実行 
されている場合、状態が曲掛こなってき示されていまず。 


Asset Tag (管理タグ） 

Dell Asset Tag ユーティリティは、システム管理タグおよびシステム巧ち者タグを表示および設定するための MS - DOS ® プログラムです。 


Auto Power On (ナ ー h •パワーオン) 


Dell Auto Power On ユーティリティは、システムがどのようにオンになったか（電源ボタンによってまたは セットアップユーティリ ティの Auto Power On オプションよっ口判がずるためじ、または DOS から 
システムをホフにずるために、バッチファイル内で使用される MS - DOS プログラムです。 

。 を意 ： Auto Power On ユーティリティは MS - DOS でのみ使用してくださし、。伽 ndows NT の autopwr.com ユーティリティを使巧してコンピュータをホフじすると、データが失われる巧れがあります。 
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TAPI 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

♦ TAPI デバイスの取り村■け 

♦ TAPI サウンドカードの取りがけ 

下 API システム基巧コネクタは、4ピンケーブルを使って内蔵 TAPI 互換祐張力ードとコンピュータのホーディオシステムを接統します。 TAPI システムをあコネクタの位置は、「システムを巧のコンポーネン 
卜」 を参照してください。お使いのコンピュータは、標 iiTAPI コネクタ ( TELE とラベルされた)を使って TAP 坦換力ードをサポートしています。たとえば、モデムを TAPI コネクタにを続して、才ーディオスピー 
力一とマイクをスピーカーフォンとして使用できます。 マイクが音声をコン ピュータに取り入れ、 次に TAPI システム基巧コネクタを通ってモデムカードに送られます。 巧手側の音声はモデムカードを通って 
TAPI システム基板コネクタに入り、かこスピーカーから出力されます。この構巧を使って、電話でのサウンドファイルの録音と巧生が可能です。 

^ メモ: TAPI デバイスの詳細、およびお使いのコンピュータでの力ードの動作を確認するには、 TAPI 対応お張力ードに付属のマニュアルを参照してください。 

TAPI デバイスの取 y 付け 

ム 警告： このキ旧を*行する前に、 r 巧窠にあたってのを意 J を参版してください。 

© を意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20お待ってから、コンピュータからデバイスを取り外して〈ださい。システム基板上のスタンバイ電源ライトがホフになっていることを確認してか 
ら、システム基巧からコンポーネントを取りかして〈ださい。このライトの位置を確認するには、 「 システム某板のコンポ~ネント I のイラストをを照してください。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10〜20秒待ちます。 

2. コンピュータカパーを開きまず 。 

3. TAPI 互換拡張力ードを取りかけまず 。 

詳細については、製造元のマニュアルを参照して〈ださい。 

4. 4ピンの TAP けーブルを TAPI システム基巧コネクタに巧続します。 

システム基板の TAPI コネクタの位置を確認するには、 r システム基ネ反のコンポーキント 」 のイラストを参照して〈ださい。 

5. 4ピンの TAP けーブルを TAPI 拡張力ードコネクタに接続します。 

お張力ードの TAPI コネクタの位置は、製造元のマニュアルを参障.してください。 

6. コンピュータカバーを閉じます 。 

7. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

^ ゾモ ： Chassis In い usion オプションが有効な場合.巧のコンピュータ起動時に] iL 下のメッセージが表示されます。 

Alert ! Cover was previously removed. (警告！カバーが取り外されました。） 

8. TAPI デバイスに適切な TAPI サービスプロ/くイダをインストールします。 

詳細については、製造元のマニュアルと Windows のマニュアルを参照してください。 


TAPI サウンドカードの取り付け 

標準 TAPI コネクタのある TAPI 対応サウンドカードを取り付けることができまず。たとえば、モデムを TAPI サウンドカードコネクタに巧統して、才ーディオ機能をスピーカーフォンとして使用できます。 

ム 警告： このキ旧を*巧する前に、 r 巧窠にあたってのを意 J を参おしてください。 

〇 を意： コンピュータをコンセントからかした後10〜20秒待ってから、コンピュータからデバイスを取りかして〈ださい。システム基キ反上のスタンバイ電源ライトがオフになっていることを確認してか 
ら、システム基板からコンポーネントを取り列■してください。このライトの位置を確認するには、 r システム其おのコンポーネント I のイラストを参照して〈ださい。 

1. コンピュータとデバイスの電源をオフにしそれらをコンセントから巧し、て10~20砂待ちます。 

2. コンピュータカバーを閱きます 。 

3. TAPI 対応拡張カードを取りかけまず 。 

詳細については、製造元のマニュアルを参,昭してください。 

4. セットアップユーティリ ティ を 起動し、 Integrated Devices をクリックしてから、 Sound の設定を 0 けに変更します。 

5. 外付けオーディオデバイスをサウンドカードコネクタに接続します。かがけオーディオデバイスを、システムの背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、またはライン入力 
コネクタに巧統しないで〈ださい （ r 背面パネルのコネクタ 」 を参照）。 

6. 4 ピンの TAPI ケーブルを TAPI サウンドカードコネクタに接結します。 

サウンドカードの TAPI コネクタの位置は、製造元のマニュアルを参照してください。 

7. 4 ピンの TAPI ケーブルを TAPI お張力ードコネクタじ接結します。 

お張力ードの TAPI コネクタの位置は、藝造元のマニュアルを参照して〈ださし、。 

8. コンピュータカバーを巧じまず 。 

9. コンピュータとデバイスをコンセントに巧統し、電源を入れます。 






















& メモ： Chassis Intrusion ナブシヨンがち効な場合.次のコンピュータ起動時にレ: I 下のメッセージがき示されます。 


Alert ! Cover was previously removed .( 薑告！カバーが取りかされました。） 
10. TAPI デバイスに適切な TAPI サービスプロバイダをインストールします。 

詳細については、製造元のマニュアルと Windows のマニュアルを参照してください。 
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新しいューザーインタフ X —ス 

Dell Precision™ Workstation 340ユーザーズガイド 


♦ クラシック表示への切り替え 
♦ デスクトップクリーンアッブウィザード 

♦ タスクバーのグルーブ化 
♦ ぶそ日領域のを i — ンアップ 


Windows XP では、ユーザーインタフ X - スは新しいスタイルになり、すっきりしたデスクトップと組み込みのデスクトップクリーンアップ機能が提供されています 。 Windows XP ではコントロールパネルなど 
でウィンドウレイアウトも変更され、タスクがわかりやすくなっています。スタートメニューも新しくなりました。新しいスタートメニューの左側じは、よく使われるアイコンが含まれています。コンピュータ 
を使って L 、< と、この領域のアイコンがをわり、ご使用パターンに基づいて配置されます。アイコンの1つを常に所定の位置に置きたい場合、そのアイコンをちクリックして、[スタート】メニューにアイコン 
をおな] をクリックします。 


コンピユータにインストールされたすベてのプログラムにアクセスするロホ、スタートメニユーにあるすべてのプログラムをクリックします。新しいスターいニユーの右測には、ファイルへのアクセス、 
コンピユータの設定、および情巧の读索に梗利なアイコンが含まれています。 Dell ソリユーシヨンセンターアイコンは、お使いの Dell コンピユータにインストールされたサービスやアプリケーシヨンプログ 
ラムへの入り口です。 


クラシック表示への切り替え 

スタートメニュー、デスクトップ、およびウインドウのか拐、またはコントロールバネルのレイアウトをレ: i 前の Windows オペレーテイングシステムと同じに変更することができます。これらのクラシック表示 
オプションはお互いに巧立しています。 


コントロールパネルウィンドウの左上の部分でクラシックを示に切り含えるまたはカテゴリのま示に切り替えるをクリックして、ま斤しし、コントロールパネルのカテゴリの表示とクラシックアイコンの 
表示を簡単に切り替えることができます。新しい表示は、 Windows XP コントロールパネルの新しいタスク重巧谜能を十分に利巧するのに便利です力 《 、タスクによっては、今までのアイコンを使ってコント 
ロールパネルで実行する方が慣れていてよいかもしれません。 

スタートメニューをな前と同じようじ表示するには、巧の手順を実行します。 

1. タスクバーのまの部分をちクリックします。 

2. プロパティをクリックします。 

3. [スタート]メニュータブをクリックします。 

4. クラシック[スタート]タニューを選んで 0 K をクリックします。 

ウィンドウとボタンをお前と同じように表示するには、巧の手順を実行します。 

1. メインデスクトップ固面上でちクリックし、プロパティをクリックします。 

2. デザインタブをクリックします。 

3. ウィンドウとポタンドロップダウンボックスから、 Windows クラシックスタイルを選びます。 

4. 色、フォント、および他のデスクいプオブシヨンをカスタマイズする口ま、 巧細投 ミをクリックします。 

5. か巧の選択が終了したら、 0 K をクリックします。 


デスクトップクリーンアップウイザード 


Windows XP の化の特徴として、デスクトップクリーンアップウィザードがあります。このウィザードは、コンピユータを最初に起動してから7日後に実行され、その後は60日おきに実行されます。デスクトッ 
プクリーンアッブウィザードは最柳こダイアログボックスを開いて、デスクトップに使用されていなしヴイコンカ 《 あることをがらせ、ウィザードを実行するかどうか聞いてきます。ウィザードを実行するよう選 
んピ場合、未使用のアイコンカ X:\Desktop Icons フォルダに入れられます。 

デフホルトでデスクトップクリーンアップウイザードはオンになつています。ウイザードをホフじするじは、次の手 II 民を実行します。 


1. メインデスクトップ画面上でちクリックし、プロバティをクリックしまず。 

2. デスクトップタブを選び、デスクトップのカスタマイズをクリックします。 

3. デスクトップのクリーンアップオプションで、 60 日ごとにデスクトップクリーンアップウィザードを実行するボックスにチェックマークが付いていないことを掩認します。 
巧の手順を実斤して、いつでもデスクトップクリーンアップウィザードを実行することができます。 

1. メインデスクトップ固面上でちクリックし、プロパティを選びます。 

2. デスクトップタブをクリックし、デスクトップのカスタマイズをクリックします。 

3. デスクトップをクリーンアップするをクリックします。 

4. デスクトップクりーンアップウィザードのようこそ国面が表示されたら、巧へをクリックします。 

5. シヨートカットの一黄で、デスクトッブに残しておくショートカットの選がを稱除してから、巧へをクリックします。 

6. 完了をクリックしてショートカットを削除し、ウィザードを閉じまず。 

ショートカットは、 C;\ Desktop Icons フォルダに移動します。 

Windows XP が削除したデスクトツブアイコンにアクセスするには、スタートをクリックしてから、 Dell ソリユーシヨンセンターをクリックしまず。 


タスクバーのグループ化 












Windows タスクバーは通常は画面の下輒こ位置し、ボタンが一列に並んでいます。タスクバーロホ、スタートメニューボタンやをアブリケーションを開くボタンがあります。（タスクバーにはクイック起動 
アイコンとる巧領域もあります。） Windows XP は、タスクバーの同じアプリケーションの複数のインスタンスをグループ化しまず。たとえば、 Internet Explorer のインスタンスが6つ開いていて、それぞれ 
力 《 タスクハ‘一じボタンを表示している場合、 Windows XP は、タスクバーのボタンをグループにします。タスクバーのスぺースが無<なってきたら、 Windows XP はすべての Internet Explorer ボタンを1つのボ 
タンじまとめます。ボタンをクリックすると、 Internet Explorer の6つのアクティブなセッションのメニューににがります。 


通巧領域のクリーンアップ 

コンピユータを使っている t Windows デスクトップの右下角の通巧領域にソフトウェアのアイコンが増えてきます。 Windows XP は、通巧領域にあるアクセスされていないアイコンを検出し非表示にしま 
す。キヤレット广)ボタンは、そのボタンを選ぶとき示できるが表示のアイコンがあることを示しています。タスクバーを右クリックし、プロパティを選び、タスクバーと[スタート]メニユーのプロパティウ 
ィンドウでカスタマイズをクリックして、手動で通知領域を設定することもできます。たとえば、アクセス回数が少ないウイルス検出ソフトアイコンを選んでが表示にしよ<使用するホーディオの音量アイ 
コンを表示することができます。通ま日領域のクリーンアップ磯能は、オペレーティングシステムのインストール時に自動のじち効になっています力《、タスクバーと[スタート]メニユーのプロパティウィン 
ドウのアクティブでないインジケータを»すのチェックマークを外すとお効になります。 
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保証に関する情報 

Dell Precision™ Workstation 340 ユーザーズガイド 

Dell は、新品または業界標準に照らし合わせて新品相当とみなされる部品を使用してそのハードウエア製品を製造してしげす。保証に関しては、コンピユータに付属の『サービス&サポートのご案巧』を参 
照して〈ださい。 
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